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序章 
 

第 1 節 問題意識 

 

一般人を日本占領下の上海の中心に置くと、占領はどのように見えるだろうか。本研究が

注目したのは、一般人が経験した占領であり、そして本研究で扱ったのは、その激動の時代

に生きた青年の一人である。2015 年、日本の占領下にあった上海での日々の暮らしを綴っ

た一人の青年の日記が出版された。顔濱（1923 年〜？）の日記である。浙江省寧波市に生

まれた顔濱は、幼くして母を亡くし、14 歳の時（1937 年 1 月）に姉に連れられ上海に引っ

越した。中学校卒業後、同郷の胡次橋が営む金物屋「元泰」の職人となった。顔濱は 1942

年（当時 19 歳）に日記を書き始め、戦後の 1960 年代までそれを続けた。その日記が 2015

年に采金という歴史愛好家によって整理され、日記集『我的上海淪陥生活〔淪陥は占領され

るの意〕』として出版された。同書には 1942 年から 1945 年までの日記が収録（1943 年分は

紛失）されており、その総字数は約 40 万字に上る。 

 顔濱が日記を書き始めた頃はアジア・太平洋戦争が勃発した直後であり、日本軍の上海に

対する全面的占領がはじまった時期、1942 年である。彼の日記には勉学、交際、娯楽など

細部にわたる個人の生活が記録されており、ミクロな視点から占領期上海の政治、経済、文

化、さらに民俗、物価などの社会生活の一面を知ることのできる、価値の高い史料だと言え

よう。日記編者の采金は序文で次のように紹介している。 

 
これまで私たちは、あの時代を映し出した文学作品、映画、個別の回顧録や教科書を通じてあの時代

をイメージしていた。例えば、「火の中水の底」、「飢え凍える苦しみ」、「一家離散」などのイメージが

主流である。占領地ではこれらの状況が確かにあったと思う。一方、本当の生活はこれだけなのだろ

うか。生活は立体的、多面的であり、生き生きとした「五味の人生」である。いくつかの概念では言

い尽くせないのであろう。（『我的上海淪陥生活』前言） 

 

采金は、顔濱日記が「あの時代」について従来の認識を超えたイメージを読者に提供し得

ることを示唆している。采金の言う「生活は立体的で、多面的で、生き生きとしている」は、

一見すると言うまでもない誰もが共感する自明の理である。しかし、そうした共感を得やす

い常識こそ適切に分析することは容易ではない。顔濱の日常生活の記録には、戦時下という

特徴を持った上海とは明確に関連づけることのできない「生活断片」、さらに言えば大きな

歴史の枠組みに容易に分類することのできない出来事が含まれている。それについてわれ

われはどのように認識すべきであろうか。マクロな意味での「歴史的意味」を追い求める視

線が拾いきれなかった「余白」をいかに考えるべきか、というのが本研究の出発点である。

筆者は、歴史の実証資料としては副次的ではありながら一方で無用とも言えない大量の資

料を有効に活用できれば、これによって立体的な歴史叙述を作り出すことが可能であると
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考えた。 

これまでの研究では、顔濱のような人は「民衆」と見なされていたことが多い。しかし、

実際に顔濱の生活を考察してみると、彼を戦時期上海の人々の中で位置づけることは容易

ではない。この難しさは、具体的な個人と抽象化された集団との噛み合わないズレにある。

彼は読み書きができた点で社会の下層にいる「民衆」のイメージとは少し異なり、彼のよう

な一定の知識を持ちながら、社会的地位がないという人物は、従来の研究で提起された「エ

リート、中間層、民衆」といった区分からは見逃されてしまう存在である。 

また、「民衆」の「民」字にやや違和感を覚えた。占領状態とは、被占領側の「国」と「民」

を強制的、暴力的に分離する状態である。民衆、または人民、市民といった言葉に内包され

た、政権に相対化される「民」の概念は、重慶の蒋介石政権と南京の汪兆銘政権が正統性を

争奪する状況下に置かれた占領下の上海では、どの政権と対応するのも一つの問題である。

これら当時の上海において顔濱の位置づけを特定するのに不都合な問題を考えた上で、顔

濱を「青年」、時には「都市青年」「知識青年」といった接頭語を使いながら彼を位置付けた

い。勿論、「青年」という言葉を使うのは顔濱の「民衆」としての性格を否定する目的では

なく、彼自身も民衆、大衆、市民といった従来のカテゴリーと無関係ではない。呼称として

の「民衆」を捨てることは顔濱の位置づけをより細分化するためであり、過去の民衆史研究

に立ち返るためでもある。 

顔濱自身は日記の中で青年と自称し、「社会に役立つ青年になる」ことが理想であると何

度も書いている。彼の自省・自覚はそのほとんどがある種の青年像に基づいて行われたもの

であり、それらの個所から自らを青年に位置づけようとする彼の強い意識、ある種の「青年

としての自覚」が読み取れる。孟登迎は、20 世紀初頭の梁啓超の「少年中国」に対する呼

びかけ、「五・四」運動期の陳独秀、李大釗の「新青年」・「革命青年」に対する思想動員、

建国後の毛沢東の青年に対する熱烈な称賛と激励から見ると、青年を社会改造の前衛と見

なし、青年を未来の理想と社会変革の希望と見なす、という構想が連続していると主張して

いる 1。1920 年代に生まれた青年顔濱は、これらの青年と似たような感情構造を共有してお

り、1940 年代の「占領」という歴史の文脈に遭遇し、日記の中で彼なりの青年像を示して

いる。 

 新しい用語を使うことで、これまでの用語が帯びたイデオロギー色を回避するだけでは

なく、年齢や気質によって「青年」と特定された人々の歴史性と固有性を本研究で適宜当て

はめて考察したい。ただし顔濱の全てをこれまでの研究で描かれてきた青年という枠組み

に還元できるわけではない。顔濱は多様な側面を持つ生身の個人であり、「青年」という概

念はあくまで論述の展開に必要とされる一定の枠に過ぎない。だが先行研究の課題を意識

した上であえて従来の位置づけと異なる言葉を選ぶことは、研究対象への眼差しにおける

突破にもなるであろう。思想、政治、主義などに還元されないように、しかし切り離されな

いように、顔濱に対する「丸ごと」な理解を試みる。 

 
1 孟登迎「試論当今中国「新型」青年文化生成的可能性」『文学与文化』2019 年第 4 号。 
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2015 年に出版された日記は、『我的上海淪陷生活』という書名が編者によって冠された。

1942 年から 1945 年までの日記を収録して出版したため、「淪陷」という当時の上海の時期

的、空間的特徴両方を表す言葉として選ばれたと思われる。しかし「私の淪陷＝陥落・占領

下の生活」という表現には編者の主体的な史観や戦争認識が内包されていることは否めな

い。また、顔濱自身が日記を書いた当時に使用した名称ではないことをも考慮すると、研究

においてこの書名をそのまま認めることは不用意であろう。したがって以下、本稿では『我

的上海淪陷生活』ではなく、「顔濱日記」と呼ぶ。 

 

第 2 節 先行研究とその課題 

 

1．顔濱日記研究 

まず、顔濱日記を史料として取り上げた研究を紹介する。李秉奎「抗戦時期淪陷区城市青

年的生存与心態――以北平、上海两位青年的日記為例」（『河北学刊』、2018 年第 6 期）と、

李趁基「抗戦時期淪陷区城市青年的生活状況――两位淪陷区青年的日記為中心的考察」（『北

京党史』、2019 年第 2 期）がある。この二つの研究は、いずれも顔濱日記を同時期北平（北

京）の『董毅日記 2』とともに取り上げた事例研究であり、占領下の都市青年の生活および

心理における「共通の時代的特徴」を描き出すことを目的とする。李秉奎論文は民衆史研究

における研究対象の「客体化」問題を批判しつつ、日記を通して研究対象の主体性を前面に

出し、個人の生存と道徳の矛盾を描き出した。李趁基論文は衣食住から戦時生活の実状を整

理し、二人の青年の日本軍支配に対する態度を考察した。結論として、日本占領地に生きる

ことに由来する青年たちの道徳的ジレンマ、抑圧された愛国心が明らかにされ、最高の道徳

としての愛国主義に基づいた従来の占領地民衆に対する過酷な評価が是正され、特に「抵抗

−協力」の二元論から脱することに成功したことは評価できる。 

 

2．近代日記研究 

次に、日記を主要な史料とする先行研究を整理する。中国における日記研究の蓄積は、近

年の日記の整理・出版の進展と関わっており、この進展は日記の「新しい史料」としての位

置づけの確立とも関わっている。近年、近代の有名人の日記が多く整理・出版された。『中

国近代人物日記叢書』、『中国近現代稀見史料叢刊』、『走向世界叢書』などの有名人の日記集

が出版され、そのなかには初公開の日記も数本収録されている。研究対象から見ると、2000

年代以前、『魯迅日記』『忘山廬日記』『汪栄宝日記』『袁昶日記』『汪康年日記』などが注目

されていたが、2000 年代以降日記への関心が広まり、林則徐、翁同龢、曾国藩、郭嵩濤、王

韜、薛福成、楊度、蔡元培、胡適、黃炎培など著名な人物の日記から、朱峙三、劉大鵬など

中下層官吏の日記にまで跨った 3。このような趨勢から、日記研究における「下に向かって

 
2 董毅著、王金昌編『北平日記』人民出版社、2009 年。 
3 同前掲。 
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いく」動向が見られる一方、その全般的研究状況から見ると、政治家、知識人、地方エリー

トが依然として日記叙述の主流を占めている。 

この状況には、保存された一般人日記が極めて少ないという現実がある。また、近年の一

般人が書いた日記の整理・出版は、進展が著しいとは言い難い。本研究で扱った 2015 年に

出版された顔濱日記のほか、戦時期の北京にいた大学生董毅の『北平日記』が 2009 年に出

版され、それをめぐる一定の研究成果が蓄積されているが、それ以外の一般人の日記はほと

んどなく、日記研究およびそれが導く歴史叙述の偏りと空白が課題として残されている。 

また、日記研究の主要なアプローチには、実証主義のアプローチや新史学主義枠組み下の

社会史・生活史のアプローチなどがある。本研究は後者を用いる。すなわち、顔濱日記に書

かれた事実を、単に既存の歴史事実を補完、訂正するものと見なすだけではなく、顔濱の日

常生活と「日本占領地である上海」という特殊な歴史的空間との関係に着目し、彼にとって

の「占領」とはどのようなものだったのかを考える。 

 

3．戦時期上海史研究 

最後に、顔濱という人物を分析する際に不可欠な座標系としての「戦時上海」をめぐる研

究を整理する。本研究では、上海史あるいは顔濱の目で見た上海史を再考する意図はない

が、顔濱の個人史には、「戦時上海」という具体的な時空間が随伴するため、戦時期の上海

をめぐる研究を把握しておかなければならない。近年の上海史研究の動向は、研究の視点が

次第に「下に向かっていく」過程と言えよう。1980 年代以来、アナール学派の影響によっ

て、高名な人物を主とする歴史叙述の傾向への批判がはじまった。英語圏では、李欧梵、王

德威、ポシェック・フーの先駆的研究には、研究対象がエリートから一般人へ転換した趨勢

が見られる。このような趨勢下で、小説、映画、劇、喫茶店など大衆消費社会の表象に関す

る研究が蓄積されている。 

まずは、社会の各階層をめぐる研究である。フレデリック・ウェイクマン、葉文心を代表

とする研究は、上海市民を分析の対象とし、彼らの仕事と家庭生活を描き出すことを通し

て、階層とアイデンティティの問題を考察した 4。次に、娯楽、社会生活をめぐる研究であ

る。これらの研究は、映画、劇、旅行、飲食、服装といった日常生活の実践を文化史の枠組

みの中で取り上げ、一般人の日常生活に目を向ける。それと同時に行われたのはこれらの実

践が発生した場をめぐる研究であり、そこで新劇劇場、遊園地、映画館、喫茶店、妓館など

が注目されるようになり、特にジェンダー、階層、移民など構造的な問題が深く問われた。

さらに、都市、日常生活、文化をめぐる研究である。これらの研究は、一般人の日常生活の

価値を引き出すことを通して、マクロな歴史の変貌を再考している 5。 

日本では、このような視点を用いて民衆生活の多様性を重視する研究が蓄積されている。

 
4 Frederic Wakeman 著、章紅訳『上海警察：1927~1937』人民出版社、2011 年。葉文心『上海繁華：都会

経済倫理与近代中国』時報出版、2010 年。 
5 上海史研究の動向は、沈潔「城市、日常与文化政治―近十年間上海史研究前沿焦點述評」『山西大同大

学学報』（2018 年 2 月号）を主に参考にしている。 
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古厩忠夫『上海――重層するネットワーク』（汲古書院、2000 年）は、戦時上海を考える上

で「抗戦力の三角形」というモデルを提示し、その一角を占める「戦時上海における残留者」

という視点を提示した先駆的研究である。同書では「抵抗と協力のはざま」にいた人々に対

する考察が行われ、この視点は後の戦時上海史研究者に大いに共有されている。石島紀之

『中国民衆にとっての日中戦争――飢え、社会改革、ナショナリズム』（研文出版、2014 年）

は、苛酷な戦時生活が厳しくなり、上海の人々の民心は日本と汪政権から大きく離反してい

くと指摘した。岩間一弘『上海大衆の誕生と変貌――近代新中間層の消費・動員・イベント』

（東京大学出版会、2012 年）は、近代上海の大衆社会と新中間層に注目し、職員・労働者

が愛国・救国組織に参与した姿を描いた。また、日本上海史研究会は近年、ポシェック・フ

ーの「灰色上海」の問題意識を継承しつつ、戦時上海の中国人の抵抗と協力という既存の認

識や枠組みを批判し、両者のはざまにあるグレーな領域に着目した「グレーゾーン」研究が

注目される。石川照子、高綱博文編『戦時上海のメディア』（研文出版、2016 年）、堀井弘一

郎、木田隆文編「戦時上海グレーゾーン: 溶融する「抵抗」と「協力」」（勉誠出版、2017 年）

が代表的である。これらの戦時上海に生きた様々な人々に対する関心は、筆者が扱った青年

顔濱の位置づけに一つの座標系を提供してくれた。また、「グレーゾーン」研究の蓄積は、

顔濱にとっての「灰色の上海」に「生きる」ということを筆者を考えさせた。 

 

4．残された課題 

顔濱日記研究を含め一般人の日記に対する研究では、従来の歴史叙述の枠組みの中でテ

キスト分析を行う傾向が見られる。ミクロな歴史からマクロな歴史を見出す、個人の経験を

通して戦時期上海・北京の性格を把握する、などの研究の目的が設定されているが、筆者は

そうした史料分析のプロセスにやや違和感を覚えた。つまり、戦時期の上海史を考察するこ

とを研究の到達点として設定すると、日記に書かれた出来事がすべて「占領下」の枠組みに

回収されてしまう可能性が高い。すべての日常生活の場面が一元的な文脈に回収されるこ

とを許せば、既存の枠組みに個人の叙述を充填する作業になってしまう。戦時という強い前

提に関わってくる瞬間においてだけ日記が史料として成立してしまい、故にもともと個人

においては最も広い概念として存在していたはずの日常生活と心理という二つの概念が規

制されてしまっているのである。占領という要素は、顔濱日記をはじめとする戦時期のテキ

ストの生成と読解における一連の背景の中で最も重要な要素とは言えるが、唯一の要素で

はない。言い換えれば、「占領下」が日記分析の出発点と帰結点になってしまい、それ以外

の解釈がしにくいという点が問題である。それは本研究のタイトルでは、あえて「占領下」

という言葉を避け、「占領地」を使う理由でもある。 

また、上海史研究における従来の研究では、政治家・知識人・地域エリートなどその動静

を一定程度跡づけることが可能な「有名人」に集中している傾向が見られる。さらにいえば、

上述の「グレーゾーン」概念は、「名のある人々」にとってのグレーゾーンを明らかにする

概念であり、沈黙し語らない存在とされた名もなき人々に向けられたものではなかったと
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もいえよう。従来「沈黙」を保っていたとみなされてきた占領下の一般人の生活は、実際に

は多様な側面を有するものであり、更に言えば統一性のない断片でしかないのである。これ

らの人々に対する研究はまだ十分とは言えない。それに対して、名もなき人々が偶然に残し

た知られざるテキストを分析することで、顔濱のストーリーの中でもう一つのナラティブ

を捉えようとする。 

 

第 3 節 問題設定と方法 

上述した先行研究批判を踏まえて、本研究では、日常生活における占領とは何か、という

問いに筆者なりの答えを出すことを目的とし、ついては顔濱の日記を通じて彼の日常生活

と心理を知るだけでなく、それをいかに解釈すべきか、という問題をさらに考えたい。 

顔濱の目を通して見えてきたミクロな戦時上海、そして複数の占領感覚を描き出すこと

によって、「占領下の日常生活」ではなく、「日常生活における占領」という新たな視点から

描き出される民衆と占領の関係が、既存の歴史叙述を補うものとなるだろう。これは、単に

占領と日常生活の力関係を反転させるだけのものではなく、「占領下」より本来は大きい枠

であるはずの「日常生活」を用いることで、「占領下」の枠に還元されないものの発見、お

よび既に還元されてしまったものの再考をする作業であり、史料の解釈に別の可能性を見

出そうとする試みでもある。勿論、そういうものに収斂されないような矛盾というものはそ

のまま残しておく。 

研究方法として、「近代日記研究」の部分でも少し述べたように、本研究は（新しい）文

化史のアプローチで、顔濱日記に対してテキスト分析を行う。グランド・ナラティブを傍証

するという目的性を捨てた上で日記を考えると、偶発的な出来事より、日記の行間に凝縮さ

れたある種のパターンを見出すことに重要であるように考える。反復したパターンに顔濱

の認識、想像、偏見が内包されているため、日記のテキスト分析を行う際に、何が書かれた

か、どのように書かれたか、という二つのレベルの問いに注意を払いつつ、顔濱という研究

対象を具体的な時空間に置きながら、日記に登場した出来事をそれぞれの生活場面と併せ

て考えるように論を展開する。国家や民族という大きなストーリーには回収されない複雑

かつ細かな民衆生活の実態に迫りつつ、顔濱および彼のような青年たちの「生きる」姿を描

いてみたい。 

 

第 4 節 論文の構成 

本研究は、全 4 章から構成される。 

第 1 章では、顔濱日記に書かれた顔濱を考察する。日記はテキストでもあり、人間の「書

く」という営みによって自省的に選別された事実でもある。このような日記の性格を意識し

ながら、そこに書かれた衣・食・住の記述に映し出される顔濱という都市青年の生活のあり

様を描いた上で、彼に描かれた自己像とは何か、ということを考える。 

第 2 章では、顔濱日記で頻繁に登場した「内地に行こう」というスローガンを中心に、日
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本占領下の上海に「残留」した顔濱の内面的葛藤に注目する。内遷の背景を把握した上で、

顔濱日記にこのスローガンが登場した各々の場面に着目し、彼の「内地夢」を分析する。 

第 3 章では、顔濱の夜間学校生活を中心に、学校というもう一つの生活空間を考察する。

顔濱が毎夜通っていた第四中華職業補習学校の日常を考察することを通して、占領という

不穏における、通学という行為によって作り出された「平穏」な生活リズムを考える。 

第 4 章では、終戦直前における顔濱の空襲体験を描く。戦局が急転直下日本の敗戦へと向

かう中、流言、空襲、避難といった解放の兆しとともに死の脅威が併存する真の意味での非

日常が到来し、それまでの日常を転覆した。解放を意味する暴力である米軍の上海空襲の特

殊性を考察した上で、顔濱にとっての「解放」を考える。 
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第 1 章 顔濱と顔濱日記 
 

はじめに 

本章では、本研究の軸となる顔濱と顔濱日記を紹介したうえで、顔濱という青年のアイデ

ンティティおよび戦時期において日記を書くことの価値を考察することを目的とする。ま

ず、「顔濱とは誰か」という問題に答えなければならない。それは、顔濱の個人情報を出来

る限り考証する作業ではなく、顔濱の経験がどの程度共有され、一般化されることが可能な

のかを考察するということでもある。顔濱の生活圏をスケッチするプロセスは、彼によって

書かれた日常生活の断片をつなぎ合わせ、再編する作業である。この生活圏のジグソーパズ

ルを通じて顔濱と似たような境遇にあり、彼と同じく未だに語られていない人々を発見す

ることでもある。この点から言えば、顔濱の経験は個人の抑圧でもあり、同時代の青年に共

有された課題でもあったであろう。 

次に、顔濱にとって「日記を書く」とは何かを考える。具体的な日記のテキストに入る前

に、顔濱の日記を書くという行為を客観視し、分析する必要がある。社会的記憶の重要な担

い手として、どのような個人的な記述であっても、一定程度の「社会的」痕跡を避けられず

6、日記も例外ではない。しかし、政党や社会団体の刊行物、あるいは新聞・雑誌などの公

の記録とは異なり、個人の日記は生活に対する「複製的」な記述で、生活を再現する一定程

度の「客観性」を持つと考えられる一方、その表現の形は公の記録より多元的であるように

考えられる 7ため、「書く」という行為に対する考察が重要である。日記の発見者および編

者の采金は、この日記は顔濱が自身に見せるために書いたものであり、人に見せる意図はな

いと主張している。故に日記において顔濱は彼の生活を包み隠すつもりもなく、そうした点

からもこれまで公開された有名人による日記とは大別される。一方、顔濱の日記は「読者」

が完全にいないわけではない。自分自身と日々対話することで、顔濱は彼の日記の書き手で

もあり聞き手でもあった。そして書かれた内容を読むことを通して、顔濱は「これまで」の

自分と対話しつつ、「これから」の自分を再生産したのである。このような流動的・生産的

な日記の捉え方は顔濱と顔濱日記を理解するには重要な前提であると考えられる。 

 

第 1 節 顔濱という上海青年 

顔濱は 1923 年に浙江省寧波市の洪塘で生まれた。幼い頃に母が亡くなり、父が再婚し、

祖母に育てられてきた。寧波の洪塘小学校で 6 年間を過ごし、1937 年 1 月（当時 14 歳）に

上海のフランス租界に移住した。上海で中学を卒業した後は高校に進学せず、寧波同郷が経

営した金物屋元泰で見習い店員として働きはじめた。顔濱は日記を書き始めた 1942 年に、

ちょうど見習い期間が終わって一人前の初級職員になったと考えられる。 

 
 

6 モーリス・アルブヴァクス著、畢然、郭金華訳『論集體記憶』上海人民出版社、2002 年、283-284 頁。 
7 Bolger, N., A. Davis, E. Rafaeli, 2003, “Diary Methods: Capturing Life as It is Lived”, Annual Review of 
Psychology, 54(1) . 
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顔濱の一日のルーティンを見てみよう。顔濱は金物屋元泰の見習い店員であったため、平

素は金物屋に寝泊まりしていた。朝起きてからすぐに出勤する。暇があれば、当日の新聞を

写して楷書の練習をする。午後は昼寝、あるいは英語の教科書に目を通す。夜は夜間学校に

通う、あるいは映画館などの娯楽場に出入りする。一日三食は職場で食べる、あるいは親戚

と集まって会食する。休日は友人と公園散策、あるいは恋人とデートして過ごす。 

このような 1 日から見ると、蒲柏路（現在は太倉路）にある金物屋元泰、愛多亞路（現在

は延安東路）にある第四中華職業補習学校、南市区（現在は黄浦区）にある姉の家、および

フランス租界にある映画館、劇場、公園などは、顔濱の生活圏を形成していた。こういった

空間で顔濱の人間関係と社会関係を主とした日常生活の輪郭が描かれた。以下では、それぞ

れの空間に即して顔濱の生活を俯瞰する。 

 

①職場 

 金物屋元泰は上海市盧湾区（現在は黃浦区）蒲柏路（Rue Auguste Boppe，現在は太倉路）

に位置していた。この地区は今や中国共産党第一次全国代表大会の出席者の宿所として知

られている。第二次上海事変後、戦線の西遷につれて上海の金物業界は徐々に回復し、特に

蘇州河沿いの北京路に金物屋が次々と立ち並んだ。蘇州河による運輸が便利であるため百

軒以上の金物屋が開かれ、「金物屋の町」を形成した。元泰はそのうち北京西路と蒲柏路で

二店舗を持ち、戦争が最終段階に近づくと北京西路店は閉店を迎えたが、顔濱が務めていた

蒲柏路店は経営が相対的に長く経営することができた。 

顔濱日記では。彼の仕事内容についてはほぼ触れられていない。毎日のルーティンである

ため特筆する価値がないのかもしれないが、商売が不調で閑散だったという理由も考えら

れる。アジア・太平洋戦争の勃発以後、日本軍は租界に進駐し、金物を軍需物資と指定した。

それによって西藏路以東の金物屋が日本海軍、以西の金物屋が日本陸軍にそれぞれ接収さ

れてしまい、金物業界は強い打撃を受けた。金物の商売はほとんど停滞状態となり、一部の

店舗は転業せざるを得ない状況に陥った。元泰も在庫処分に力を入れながら、不動産、証券、

金融業などに転身することを試みた 8。1945 年の顔濱日記にも書いてあるように、彼は金物

の商売ではなく証券取引の業務で忙しく駆けずり回っていた 9。 

顔濱の上司と同僚はほとんど浙江省寧波出身の同郷であった。元泰には 2 名の経理がい

た。「太先生」と尊称された胡次橋と車懋章という人物である。胡次橋は本来漢口元泰の経

理であり 10、寧波旅沪同郷会の会員でもあった 11。1942 年に日本軍が租界で保甲制を実行

した際、胡次橋はフランス租界の 400 人余りの保長の一人に推挙されている。胡次橋は顔濱

日記にほとんど登場しないが、唯一記録されたのは彼の盛大な誕生日であった。宗族と同郷

の指導者として、彼の誕生日は元泰の職員にとって重要な日であり、そのため顔濱はわざわ

 
8 呉漢民、蔣澄瀾等『20 世紀上海文史資料文庫 第 4 輯 商業貿易』上海書店出版社、1999 年、227 頁。 
9 顔濱日記 1945 年 4 月 16 日付。 
10 漢口一覽編輯処編『漢口商業一覽』1926 年、60 頁。 
11 上海文獻匯編編委會編『上海文獻匯編 史地卷 6』天津古籍出版社、2013 年、288 頁。 
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ざ馬褂を着てこれに出席した。もう一人の経理の車懋章は身分が謎である。『申報』の 1927

年 7 月 5 日の記事「共産党員車懋章が捕まった」から見ると、車懋章は実は共産党の地下党

員だったと考えられる。解放後は金物業工会の主任委員、第二回上海市工商聯合会上海市代

表、第二回上海市政治協商委員などに就任した 12。しかし、顔濱は車懋章の共産党員の身分

については全く言及していない。顔濱日記では、車懋章は臆病で日本側と商売をした、「悪

徳な商人」のように描かれている。この二人の上司は日記でよく顔濱に悪口を言われている

が、一方で顔濱の給料の前借りを許したり、彼の勤務中の外出を許したりして、親切な側面

もあった。 

 

②家庭 

顔濱は 14 歳の頃浙江省寧波から上海に来たが、一人ぼっちではなかった。彼の姉夫婦、

従兄弟、叔父ら（三人）がみな上海に在住し、いつも彼に経済的な援助の手を差し伸べてい

た。顔濱日記に最も頻繁に登場したのは南市区に住んでいた姉であった。顔濱と姉は行き来

することが多く、休日・祝日はよく親戚の集まりで食事会を行っていた。 

食事の後は常に麻雀の時間である。1932 年の雑誌『玲瓏』は「繁華な都市では、麻雀を

しない家はない」としている。興味深いことに、民国期において、麻雀は常に女性特有の娯

楽活動として考えられたことが多い。民国期の雑誌に掲載された麻雀に関する文章は、ほと

んど「手持ち無沙汰の上海奥様」向けの内容であった。占領下の上海において、麻雀に耽溺

した女性像は抗日・救国を主としたイメージと正反対の退廃的なイメージの担い手になっ

ており、麻雀をすることも有害的な娯楽として非難された。しかし一方、占領下におかれた

上海の人々が麻雀に夢中になるのは、単なる享楽あるいは暇潰しのためではない。その背後

には未来に対する不安と自らの苦悶があったとも考えられている 13。顔濱の場合、麻雀の参

加者には姉夫婦、叔母などがいた。通常は夜 8 時から始まり、明け方まですることが多い。

麻雀のせいで、翌日に仕事に集中できなかったり、夜間学校を欠勤したりしていた。 

今や戦時期上海の娯楽産業に関与した人々が「退廃」や「堕落」など、ネガティヴな意味

だけで捉えられるのではなく、「救国」や「抵抗」の意味まで与えられているにもかかわら

ず、顔濱は自身の娯楽活動を厳しく見ていた。麻雀のあと、彼が後悔の意を表す内容は日記

に多く見られる。 

 

③恋人と友人 

顔濱日記では、数人の恋人との交際が記録されている。特に 1945 年 4 月 19 日の日記で

は、それまで付き合ったことのある女性たちを振り返っている。顔濱の初恋は蓮さんという

人物で、19 歳の頃に知り合った。その次は夜間学校で知り合った静敏、帰省の旅路で知り

合った嵐姍などの人物がいた。彼は自分の「寂しいとは言えない青春」を自慢し、恋愛によ

 
12 中華全國工商業聯合會、上海市地方誌辦公室。 
13 巫仁恕『劫後「天堂」－抗戰淪陷前後的蘇州城市生活』臺大出版中心、2017 年。 
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ってこの世の苦楽をなめ尽くしたと思った 14。 

これらの恋愛に関する記述も日記によく登場し、そこに書かれた恋の悩みも今日の青年

と異ならない。顔濱も当時の恋人と公園でデートしていたことがある。よく通ったのはフラ

ンス租界にあるフランス公園（現在は復興公園）、兆豊公園（現在は中山公園）であった。

また、雑誌『星火』のメンバーは週に一回公園に集まり、雑誌に対する構想をめぐって話し

合っていた。 

顔濱の友人はほとんど彼の夜間学校の同級生である。彼らはよく映画館や劇場などの娯

楽施設に通っていた。顔濱がよく通う劇場は共舞台、南京大劇院、亞蒙大劇院、黃金大戲院、

光華大戲院などがある。映画館は大光明、金都などがある。公園はフランス公園、兆豐公園

がある。当時の上海で流行っていたものには、京劇、越劇、滬劇、滑稽戲、蘇州評彈、揚州

評話などがある。顔濱日記に言及された映画は、『艷陽天』『荒島英雄』『金銀世界』（1944 年）、

『雲南起義』『惜花飛』『蝶々夫人』『黨人魂』『浮生六記』『自由之花』『喬女天堂』『大義滅

親』『At 6 P.M. After the War』『夏の夜の夢』（1945 年）などがあった。1945 年には『蝶々夫

人』『夏の夜の夢』など外国の名作と古典、独ソ戦を描いたソ連映画『At 6 P.M. After the War』

を観ることができたが、そのほかはほとんどが中国の映画であった。映画以外、彼は劇場で

京劇や評弾なども時々見に行き、相対的に豊富な娯楽活動を楽しんでおり、特別に不自由な

生活を送っていたわけではない。そのため、映画を観た感想も顔濱日記のテーマの一つにな

った。彼は時々観劇の場所、劇の主演とあらすじを記録し、特に面白いと思う観劇体験に出

会ったときにはその評価と感想を書いた。 

一般人であるため、顔濱に関しては日記以外の資料が全くなく、彼の個人情報を知る方法

は限られている。本節では、日記に散見された幾つかの地名、人名を手がかりに、できる限

り顔濱を歴史の現場に置きながら彼の生活圏を推測しつつ、彼および彼の日記を理解する

ための土台を作ってみた。 

 

第 2 節 日記を書くということ 

 

1．出来事を記す 

顔濱は 1942 年 1 月 1 月から日記を書き始めた。その日、彼は朝 7 時半に起床し、友人と

外出して朝食を食べた。お昼は元泰の北京路店で食べた。元日であったため、職場で提供さ

れた料理は普段より 4 品も多く添えられた。昼食後、顔濱は友人と「大世界」遊楽城にある

共舞台で観劇し、夜は職場元泰の蒲柏路支店に戻って夕食を食べた。恋人の蓮に電話した

後、顔濱は日記を書き始めた。日付、曜日、天気、旧暦の日付を順番に記入してから、上述

の一日の出来事を逐一記録している。それはアジア・太平洋戦争勃発後、また日本軍が租界

に進駐して上海に対する全面的占領が始まった後のはじめての新年であった。顔濱は「今日

から日記を書き始める。〔中略〕大切な民国 30 年は我々と永別した。この新しい一年に私の

 
14 顔濱日記 1945 年 4 月 19 日付。 



 12 

希望を託す 15」と書いた。 

 これは毎年の年始めの日記の定番のテーマであった。1944 年と 1945 年の元日、顔濱も同

じく新年の初日に過ぎた年を振り返り、新たな年の抱負を述べた。これらの抱負のほとんど

は、自分が新しい一年の中で日に日に精進していくことを誓う内容であった。 

中国人の日記を書く習慣について、その起源は唐か東漢か、様々な説がある。古代中国に

おける日記を書くことの形は後世と大きく異なり、そこで文学の属性および自己表現とい

った性格はほとんど見られない 16。清朝と民国期において、日記の創作と保存はピークに達

し、特に辛亥革命以降、日記を書くことがさらに常態化された。多くの青年学生および教育

を受けた一般民衆が日記を書くことに動員されるようになり、日記を書くことも国民教育、

特に国語教育や外国語教育の手段と見なされてきた 17。顔濱はたまに漢文で日記を書いた

り、夜学で学んだ英語の表現を積極的に使ったりしていた。近代では、魯迅、胡適、郁达夫、

竺可楨などの文人の日記が残されている。彼らは自らの日記が後に公開されることを強く

自覚し、読者を意識しながら日記を書いていたため、これらの日記にはプライベートに関す

る情報が極めて少ない。それに対して顔濱日記は異なる様相を呈した。顔濱日記に登場した

日常の出来事は、家庭、友人、恋人に関する私的領域の記述が多く、これらの登場人物は本

名のままで書かれている。 

1942 年前半、顔濱はよく夜にその日の日記を書く。時間がない場合は翌日の朝に補記す

る。しかし 1942 年後半から上海で灯火管制が実施されると、夜の電気使用が制限されたた

め、日記は翌日の昼に書かれることが多くなった。1944 年に彼の病気と 1945 年の帰郷の事

情で日記は数日間中断されたが、それ以外の日は、顔濱はほぼ毎日日記を書いていた。たま

に怠惰によって日記が中断されれば、彼はいつも自分を悔やんで、これからは諦めずに日記

を続けなければならないと決心を示した。 

1944 年の顔濱日記は最も完全で、ほぼ毎日のように書かれている。それ故に「今日は特

になかった」というような内容が最も頻繁に見られるのもこの時期である。例えば 1944 年

7 月 31 日「書くに値しない」、9 月 30 日「何もなかった」、10 月 6 日「つまらない生活だか

ら何も書けない」など、ほぼ中身のない記述がある。これらの記録に対して、顔濱は「途切

れることが嫌だから、適当に書いただけだ 18」と素直に述べている。「今日は何もなかった」

というような表現は、書き出された「日常生活の出来事」におけるある程度の「非日常性」

を提示した。一方、これらの日記から、あの種の連続性を保ちたいという顔濱の意識は読み

取れる。このように途切れず日記を書くという行為を続けることによって、ある日常生活の

秩序が構成されたと考えられる。日記はこの秩序を作り出した場でもあり、定期的に日記を

書くこともその秩序そのものでもあった。この意味では、顔濱日記は自分のために書いたも

のであり、公開される、あるいは他人に見せるものではないと考えられる。 

 
15 顔濱日記 1942 年 1 月 1 日付。 
16 鄧建「從日曆到日記———對一種非典型文章的文體學考察」『中山大學學報(社會科學版)』2014 年第 3 期。 
17 張剣「中国近代日記文献研究的現状与未来」『国学学刊』2018 年第 4 号。。 
18 顔濱日記 1942 年 1 月 30 日付。 
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日記の内容はほとんど毎日の出来事である。つまり、その日に誰にあったか、何をしたか、

そしてこれらの出来事に対する彼の所感や反省が記録されている。しかしそれは単なる記

録のための日記ではない。顔濱は夜間学校で文学の愛好者とグループを作り、文学雑誌『星

火』を編集する仕事を担っており、彼自身もこの雑誌の執筆者の一人であった。顔濱の文章

は常に夜間学校の国語教師に褒められ、自分には文筆の才があると確信していた。彼は日記

を書くことを間接的に文章上達のための練習ともみなしていた。一時、顔濱は漢文に興味を

持ち、漢文で日々の出来事を記すことも試みたが、それは難度が高いため諦めた。つまり文

章力を磨くことも日記を書く目的の一つであったと考えられる。 

上海の陥落とほぼ同時に始まった顔濱日記には、日本軍の占領は一つの重要なテーマで

ある。日記に登場した日本軍に関する記述の中で一部のニュースになった「大事件」につい

ては当日の新聞で関連の記述が見つかるが、そうでないものは顔濱独自の経験である。実際

のところ、日本占領下に置かれたにもかかわらず、顔濱が日常生活の中で日本軍（日本兵）

と直接的に遭遇した経験は極めて少ない。その中では 1942 年 4 月 20 日、夜間学校へ行く

途中で日本軍による 8 時間以上の道路の封鎖を経験したというものがある。長時間の封鎖

であったため、日本軍は子供連れの婦人に空き電車に座るのを許し、それを見た顔濱は「強

盗でも良心が目覚める 19」ものだと思った。翌日の新聞によると、この例外的な長時間の封

鎖が行われた理由は慕爾堂（Moore Memorial Church）に位置する上海の憲兵司令部に爆弾が

投げつけられたからである。彼の印象に残ったのは、「めちゃくちゃに走り回っていた日本

海軍と憲兵が乗った薄い黄色の軍用車」であった。 

1942 年の「復興節」、上海の新聞には「全市市民は熱烈に第 1 回復興節を祝賀する」と掲

載されていた。顔濱は街を出歩くと、「国旗を掲げた商店が数軒あった」と気づき、「しかし

その国旗は暗い色合いを帯びていた。なぜなら、それが強制されたものであることは誰もが

知っているからだ 20」と書いた。日本国旗の掲揚は「占領」を目に見える形で端的に表現し

ている。国旗を目撃した瞬間、上海の人々は亡国の民のような境遇を連想せざるを得なかっ

た。顔濱にとって暗澹とした国旗の色は、「復興」どころか彼自身の抑圧された心境のよう

であった。 

これらの日記では、顔濱は「日本軍」という言葉を使わず、「XX」「X 方」「某方」といっ

た記号と表現に代えており、これらの記号も占領によって抑圧された意識の表れであるよ

うに考えられる。そこから、顔濱が公開を望んでいないにもかかわらず、筆禍に合わないよ

うに慎重な姿勢をとったことが窺える。 

彼の占領との遭遇はほとんどこのような抑圧された形で記録されている。1942 年 2 月の

ある日、顔濱は以下のように書いている。 

 
今日は未曾有の寒さだ。〔中略〕おそらく明日の『申報』における凍死した人の統計はこれまでにない

 
19 顔濱日記 1942 年 4 月 20 日付。 
20 顔濱日記 1944 年 8 月 1 日付。 
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数字にのぼるだろう。しかし、なぜ 5 年前にはこんなことがなかったのだろうか。これは一体誰のせ

いだろうか 21。 

 

飢えに寒さが加わり、真冬は耐えられない。顔濱は日記で何回も道端で出会った難民の姿

を記した。彼らは戦火にさらされて上海の租界に避難しようとしたが、居場所がなく、落ち

ぶれて上海の街をさまよっていた。そのうち多くの人は冬を切り抜けることができなかっ

た。凍死した同胞の姿を見ると、顔濱は日本軍の占領を想起させられた。似たような記述は

日記に散見される。1942 年 3 月の春の雨で憂鬱の中に沈んだ顔濱は「このような連綿と続

く春雨だと、今年は作物の出来が悪いかもしれない。これはまさか我々の避けられない厄運

なのだろうか 22」と食糧不足への不安を記している。同年の夏、上海では異常な高温が続い

ており、顔濱は「今日は 98.2 度（36.7 セルシウス度）で、これまでの最高記録を破った。

気温の上昇は物価の上昇と同じだ 23」と記し、気温の上昇とともに物価の高騰にも苦しむ様

子を表現した。これらの寒暖、天気、自然に関する記述は、「変わった形」で占領を語るテ

キストであるように考えられる。 

1944 年上元の夜、顔濱は真っ暗やみの部屋を出て、庭で月を見ていた。灯火管制下の上

海では夜に電気が消され、月の光が普段よりもすがすがしかった。彼は日記で「日本軍は上

海の全ての照明を消すことができるかもしれない。しかし、誰がこの大きな照明を消すこと

ができるだろう」と呟き、恒常な自然の前では占領はなんと小さいことか、と不穏な現在を

無視すべく雄大な気持ちを表した。このような戦争や政権に左右されない物に思いを寄せ

ることは、顔濱にとって自らの焦慮を緩和する処方箋であったように考えられる。 

 

2．知識青年像の浮上 

日記を書き始めた 3 日目、顔濱は日記で修養のために十箇条のルールを設けた。その内容

は以下のようである。 

 

（1）朝 7 時に起き、夜 10 時前に寝ること。 

（2）毎日大楷 2 枚、小楷百字以上の習字をすること。 

（3）毎日 1 時間以上、英語を勉強すること。 

（4）有益な本を読み、研究すること。 

（5）無意味な娯楽をせず、有害な小説を読まないこと。 

（6）仕事中は気を配ること。 

（7）浪費せず、貯蓄の習慣を身に着けること。 

（8）目上の人を尊敬し、謙虚に他人の長所を学ぶこと。 

 
21 顔濱日記 1942 年 2 月 17 日付。 
22 顔濱日記 1942 年 3 月 4 日付。 
23 顔濱日記 1942 年 7 月 4 日付。 
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（9）始めから終わりまで首尾一貫すること。 

（10）大胆かつ細心で周密に計画し遠い将来まで考慮すること 24。 

 

顔濱は「自分を束縛し、勝手気ままにさせない 25」ため、以上の十箇条を彼の座右の銘と

し、これらのルールに依拠して自らの所為を検査していた。彼は修身について以下のように

述べている。 

 
身を修め、家を整え、国を治め、天下を平らかにする。その第一歩は当然修身から始まるのだ。しかし

その実行は口で言うほど簡単ではない。特に浅学非才な私にとって、それはさらに机上の空論のよう

だ。だが、事の成否は人の努力にかかっているから、私は出来る限り自らをしつけることができれば、

大変な過失をすることはないだろう。このような信念をしっかりと抱き、着実に頑張っていこうと思

う 26。 

 

日記には、顔濱の自省の念が散見される。最も多いのは彼の「堕落した娯楽」に対する反

省であった。時に彼は男性の友人の誘いを断ることができず、一緒にダンスホールに行くこ

ともあった。その友人が女性ダンサーと交遊する様子を、顔濱は快く思ってはいなかった。

彼はダンサーのせいで財産を失った男の噂を聞いたことがあり、この類の娯楽に対して慎

重な態度を取った。「たまにはそこでお酒を飲んだり曲を聴いたりのも悪くないが、決して

それに溺れてはいけない」と、日記の中で自分に注意を促した。彼は青年としての意志が弱

いと思い、薄氷を踏むように慎重に行動しなければならない 27というような自省の念が日

記によく登場している。顔濱は環境と当面の生活について以下のように述べている。 

 
私は今は周囲からの誘惑を断ち切れない。もちろん、私自身は意志が薄弱で、それは否定できないが、

こんなひどい環境に支配される部分も多い。それは平凡な人が否定できない事実だろう。どうすれば

「超特」な人になれるのだろう。私はずっと自分のことを有為な青年とみなしているではないか？仲

間入りして悪事を働きたくないし、自己の見解を持たず人の尻馬にのりたくもない。しかし今の私は

どんな生活をしているのだろう。麻痺した青年よ、目覚めろ。早く麻雀をやめて勉強に集中しろ 28。 

 

もう一つ、彼を常に悩ませた娯楽が麻雀である。前述したように麻雀は親戚や友人とよく

するものであり、夕食の後に始めることが多く、ついつい徹夜してしまうことが多い。その

ため、顔濱は翌日、精神的に疲労し、仕事も勉強も手につかず、大金を失うことも避けられ

ない。そのため、顔濱の裕福でない生活はさらに悪化した。彼は悔しさを何度も日記に記し、

 
24 顔濱日記 1942 年 1 月 3 日付。 
25 顔濱日記 1942 年 1 月 3 日付。 
26 顔濱日記 1944 年 6 月 17 日付。 
27 顔濱日記 1944 年 11 月 5 日付。 
28 顔濱日記 1944 年 6 月 16 日付。 
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1944 年 1 月 29 日の麻雀での大負けの後、その日を「賭博をやめる日」と定めたほどであっ

た 29。しかし、これらの反省の効果はほとんどなく、顔濱も結局この嗜好を完全に止めるこ

とはできなかった。 

今の視点から考えると、日本占領下で苦悶する人々がこれらの娯楽に夢中になることは、

一定程度理解されるべきものであり、さらには「消極的抵抗」と呼ぶに値する行為でもあっ

た 30。しかし当時の顔濱にとって、彼自身はこれらの「悪習」に悩まされていた。なぜなら

それは、彼が修身のためにもうけた前述の基準には程遠いものだったからである。 

顔濱は文学に熱心であった。彼は余暇に通っていた補習学校で英語と国語の二つの科目

を受講しており、国語は彼の得意科目でもあった。国文科の教員がよく学生に題目を与えて

作文を書かせて評点をつけた。顔濱は文章が得意で常に「甲」の成績を収め、よく同クラス

の女学生の間で回覧され、達成感を味わうことができた。国語教師に激励された顔濱はさら

に文筆活動に力を入れ、同校の友人と『星火』という雑誌を創刊した。雑誌は出版された後、

直ちに学生間で回覧されることになり、顔濱も立派な文章で夜学の同窓に大いに期待され、

異性の愛顧を得た。彼に好意を持っていたある女学生は顔濱に「あなたの文学上の抱負は並

大抵ではなく、きっと非凡な青年になれると信じているから、将来の偉大な成功を祈る 31」

という高い評価を与えた。 

このような彼の文才に対する肯定は、顔濱を満足させた。彼はただの金物屋の職員ではな

く、一人の立派な「知識青年」でもあった。文学に熱心な青年たちの間にいる時、顔濱は徐々

に「自分たち」が特別であることを自覚した。ある夜、「星火」社の成員は集会を終え、顔

濱は友人の家を出て堂々と話したり笑ったりして道の真ん中を歩いていた。通行人が彼ら

を横目で見ていたが、顔濱はその視線を彼らの「羨望」であるように意識し、自分と自分が

帰属している「知識青年」というアイデンティティを誇りに思っていた。彼は以下のように

書いた。 

 
私は本当に自慢したい。誰が私たちのようになれるだろうか 32。 

 

『星火』の原稿づくりや印刷に忙しく駆けずり回った顔濱は元泰での職責をきちんと果

たせず、上司の車経理に「書呆子（役立たずの読書人）」と嘲られ s たこともあったが、彼

は「読書人」に憧れを持っていた。ダンスホールにおぼれた友人との付き合いとは異なり、

意気投合した夜学の青年と古今の文人の逸話について話し合うことは、顔濱の好むところ

であった。唐の韓愈、宋の蘇東坡、梁啓超、巴金、魯迅などの文人に対して顔濱が崇敬を表

していたのに対して、路易士、張資平のたぐいには嫌悪を抱いており、その理由は彼らの汪

 
29 顔濱日記 1944 年 1 月 29 日付。 
30 巫仁恕、前掲。 
31 顔濱日記 1944 年 10 月 5 日付。 
32 顔濱日記 1945 年 1 月 21 日付。 
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政権と日本との関わりであるように考えられる 33。 

1942 年から 1945 年まで、顔濱自身はこの日記の唯一の「読者」であった。彼が日記を読

み返していたことを表す記述があるわけではないが、書くという行為そのものは顔濱の「も

う一人の自分」との対話のプロセスであるように考えられる。彼は自分の変化と成長を観察

し、自己反省し、自らを励ました。日記を書いた当初に定められた修身の十箇条のように、

1945 年の初めに彼は次のようにまとめた。 

 
確かに、私はだいぶ変わった。容姿も、言動も、性格も。小さい頃は臆病で弱い人間だった。自負は

よくないが、今の私は思想もあり、理性もある。私の前途には光明が待っている 34。 

 

以上のような「好き嫌い」に関する記述を見ると、顔濱のある種の理想的な自己像――知

識青年――がその行間から浮上してくる。顔濱にとって、知識青年である彼らは通行人とは

別の世界の人のように見える。「自慢」という心理から、彼は自分のアイデンティティに対

して特殊な自尊心と自覚を持っており、「知識青年」という理想像に向かって一歩一歩近づ

いているように見える。そして何かを書くということは、顔濱と彼の理想像との接点である

と彼は思っていたのであろう。 

 

3．道徳的焦慮 

顔濱は知識青年としての自覚を持つことで自身の生活にある種の価値を与える一方、自

らをある種の道徳的プレッシャーに直面させた。具体的には、顔濱の焦慮は物質的なものと

も関わるし、精神的な欲求とも関わる。経済的圧迫もあれば、理想が実現できないことによ

る不満もある。文学が好きな顔濱は、占領下上海での生活難に直面しなければならない状況

にあった。彼は「文章を書くのは確かに私の好むことだし、文化芸術に携わるのも決して悪

いことではないが、生活を考えると、それだけではもの足りない」と、日記で悩みを吐露し

た。彼は雑誌『中学生』で「中国人はまだ文章を売って生計を立てることができていない。

諸君が文芸を愛好するのはいいことだが、まず衣食の問題を解決しておいてください 35」と

いう作家郁達夫の言葉を読んだ。顔濱は同感であり、現実に妥協せざるを得なかった。 

 

 生活難に直面した顔濱は、家計簿をつけるようにその日に食べた物とその値段を日記に

書いていた。例えば 1942 年 1 月 9 日、顔濱は元泰で配給される昼食が日増しに少なくなっ

たと記録し、その原因は米価の急騰にあると述べている。1 月 19 日、彼は昼食で同僚と 1

ポンドのパンをシェアして食べた。彼はそれに対して「うまいし、安いし、半分だけでいっ

ぱいになる」と記し、高額な米を負担できないため他の安価な主食を食べ始めたという生活

 
33 杉野元子「路易士と日本 ―戦時上海における路易士の文学活動をめぐって―」『比較文学』2010 年 52
巻、123〜136 頁。杉野元子「南京中日文化協会と張資平」『芸文研究』第 87 巻、2004 年、258 頁。 
34 顔濱日記 1945 年 1 月 4 日付。 
35 顔濱日記 1945 年 1 月 20 日付。 
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状況を反映させた。 
  

工部局によると、14 日から国米の租界への輸送は禁止される。人々は恐れおののき不安だった。金持

ちは先を競って米を購入したが、貧乏者は座して死を待つか、危ない道を渡って他人の手から米を強

奪する。だから最近は強盗行為が多発している。食べ物であれ日用品であれ、人に見られたらすぐに

強奪されてしまう。特に婦人と子供が狙われやすい 36。 

 

1942 年 6 月 3 日、顔濱は日記で「衣食住行は、4 枚の巨大な時限爆弾のように、いつでも

人を死地に追い込むことができる」と記した。これは顔濱のインフレと物価の高騰に対する

感想である。顔濱は服をほとんど購入せず、冬になったら防寒のアウターを一着購入する

（生地を買って作って貰う）程度であった。また、外出する時は基本的に歩行であるため、

交通費がかからない。そのため彼の消費行動はほとんど食をめぐるものであり、その内最も

詳しく記録されたのは米の価格であった。 

米価の上昇に伴って雑殻も高くなったが、米よりは相対的に手に入れやすい。上海の人々

はついにとうもろこし粉を主食にすることを試みた。姉に「みんなが食べているとうもろこ

し粉を食べてみよう」と頼まれ、顔濱はその日とうもろこし粉を購入しようとした。売店で

長時間並んでいたが、結局購入者が多すぎて買えなかった 37。 

 顔濱はほとんど外食しない。たまに祝日に親戚や上司に誘われる場合は外食するが、奢っ

てもらうことが多かった。1942 年の元泰の新年会で、1 テーブルで 60 元かかった。それは

顔濱の普段の 2〜3 元の食費と比べるとかなりの差があった 38。それと比べておやつは相対

的に不自由なく買えていた。 

1942 年 6 月の日記には上海の電車料金が倍になったことが記された。一等席は 0.5 元、

三等席でも 0.3 元かかり、顔濱のような初等職員が負担できるような金額ではない。そのた

め顔濱は電車に乗らず、どこへ行っても歩行で移動することになった。「節約にも運動にも

なる」と自分を慰めたが、頻繁に歩くことによって靴が破損し、今度は最も普通の靴を購入

するのに 5、60 元、革靴なら 5、600 元もかかる。1944 年末、顔濱は彼の給料と物価の急騰

について以下のように詳しく記した。 

 
米価は一晩で 3 万元から 5 万元まで値が上がった。その次の日にまた 6 万元に。〔中略〕私は月に 1870

元の給料しかない。散髪は 300 元、石鹸は 300 元、餅でも 20〜30 元かかる。たった 2000 元未満の月

収で何もできない。私はいつも金銭を身外のものとした。私は豪邸に住みたくもないし、遊興にふけ

る興味もないから、これまでは満足していた。しかし最近の生活費は常に予算を超えてしまっってい

るし、給料も全く上がらないから、だんだん焦ってきた 39。 

 
36 顔濱日記 1942 年 3 月 13 日付。 
37 顔濱日記 1942 年 3 月 13 日付。 
38 顔濱日記 1942 年 2 月 13 日付。 
39 顔濱日記 1942 年 12 月 20 日付。 
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1945 年の時点では米価が 75 万元までさらに急騰し、顔濱は外食どころか、米さえ食べら

れなくなった。顔濱の姉は当時妊娠中だったが、あずきしか食べられなかった。顔濱の食事

は 1 日 3 食から 2 食に減ってしまった。彼は夕食を抜き、夜中にお腹が空くのを防ぐため

早めに（20 時に）寝ることにし、生活様式が大きく変わった。一方、物価が急騰したのに

対して給料は増えていない。顔濱は収支が釣り合わないことに焦った。彼の給料はこれらの

出費を負担できなくなった。1945 年、空襲の脅威で元泰が職員を分散させようとした際で

も、顔濱が不満に思ったのは、帰郷という言い訳で解雇手当を支払わない上司に対してであ

った。 

このような生活難の中、上海では闇市場での投機取引が盛んに行われ、顔濱も手を出そう

と考えていた。1942 年、生活難に苦しんでいた顔濱は親戚に唆され、石鹸の買いだめをし

た。綿糸、サッカリン、キニン、タバコ、米穀、油などの商品の買いだめと転売が盛んに行

われており、統制物資の中では、石鹸、タバコなどの生活必需品が最も人気であった 40ため、

投機のいい機会だと彼は考えていた。しかし「後から考えると妥当ではない」とも彼は思っ

た。彼は日記で「私は平素から買いだめをする人を心から憎んでいるし、すぐにそれなりの

お金を出すこともできないから、結局彼の提案を断った 41」と記し、こうして買いだめの衝

動は抑えられた。しかし 1 ヶ月後、石鹸の単価はなんと 80 元から 325 元まで値上がった。

顔濱は「少なくとも 1000 元は儲けられたのに、非常に悔やんでい 42」た。 

また 1944 年、彼はタバコの買いだめをしようとした。タバコの値段が「前日は 1350 元だ

ったのに、当日 10 時に 1250 元、午後に 1400 元、2 時間後また 1250 元」に変わり、激しく

変動していた。「もう疲れた。たったの 2 時間でこんなに変わるなんて思わなかった 43」と

物価の変動に驚いた。結局この苦労して手に入れたタバコは市価がそれから一切変動せず、

顔濱は一銭も稼げなかった。 

汪精衛政権による「新経済政策」の実施によって、上海の闇市場はさらに刺激させた。「統

制」以外の五金取引は禁止されているが、鉄、鋼などの軍用物資は最も需要が多く、元泰は

日本商人を含めた外国洋行を通して「統制物資」の転売をしていたことがある。1942 年 3

月、顔濱は丸加洋行を通して、日中合弁による国民政府の特殊法人である華中水電株式会社

に元泰の鋼板を転売し、元泰の責任者として代金を受取った 44。このような日本人との取引

に対して彼は反感を持っており、「これらの恥知らずな商人たちを殺したい」と日記で書い

ている。一方、闇市場で行われた金物の買いだめ・転売は利益が大きく、顔濱はそれに対し

て「私は金物業界にいるのに何も収穫がなく、本当にもったいない 45」とため息をついても

いる。 
 

40 楊培新『中国通貨膨脹論』山西人民出版社、2014 年、153 頁。 
41 顔濱日記 1942 年 2 月 6 日付。 
42 顔濱日記 1942 年 3 月 19 日付。 
43 顔濱日記 1944 年 12 月 1 日付。 
44 顔濱日記 1942 年 3 月 9 日付。 
45 顔濱日記 1942 年 2 月 23 日付。 
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 1944 年後半、顔濱は「（たばこの）店と家を全部貸し出し、その利子で家計の足しにした

方がいい」とまで考えた。彼は「現在、誰もこれからの通貨制度と物価の変化を予想できる

ものではなく、CRB（中央儲備券）がいつまで価値を維持できるかも疑問だ。家と店舗さえ

あれば、少なくとも破産するほどではない……本当にどうしようもない」と汪政権の通貨政

策に不信感を抱いていた。 

買いだめのほか、人々は株式市場に目を向けた。顔濱も友人、親戚からお金を借り、同豊

染織の五百株を買い入れた。しかし経験不足により、顔濱の初めての株式投資は失敗に終わ

った。その後、顔濱は西薬局と「煎餅」露店の起業など、様々な生き延びるための手段を考

えていた。最初は買いだめに不徳を感じていた顔濱は 3 年後、株式市場でベテランになって

おり、この時すでにこのような道徳と生存をめぐるジレンマを解くのを諦めたようである。

「これは果たして悪徳商人と言えるだろうか。私もよくわからなくなった 46」としている。 

これらの投機取引に没頭した顔濱は、彼の望んだ自己像からどんどん遠ざかっていった。

そこで生まれた生存と道徳をめぐる難問は彼を悩ませていた。1944 年末、元泰の隣の金物

屋永孚では鋼鉄を盗む窃盗事件が発生した。それを聞いた元泰の職員たちにも議論百出し

た。ある元泰の職員が盗人の人柄だけを極力批判したのに対して、顔濱は以下のように反駁

した。 

 
人間が決して泥棒に甘んじることはない。基本的な生活が維持できるなら、誰が盗むだろうか。今の

世の中に貧乏で腹いっぱい食えない人はどれくらいいるだろうか。「栄辱」の二字はさすがにそれに

かなわない。泥棒をすることは資本家の待遇と無関係であるはずがない 47。 

 

顔濱の生活もその例に漏れず、困窮していた。窃盗犯に対する彼の同情はその表れともい

えよう。少なくとも、ある時期までは顔濱も窃盗犯に対して批判的な態度を取りうる立場に

たっていたはずである。しかし、上記のような同情的な心理を持つに至った背景には、顔濱

の生活水準の低下とそれによる自信の喪失があったであろう。思うにこの一線において顔

濱の道徳意識と生存意識のわずかな逆転が起こったのではないだろうか。 

 

おわりに 

本章では、まず顔濱日記から彼の日常生活の全体像を概観し、顔濱および彼の生活圏を描

いてみた。日記を書き、自らの経験を記録するということによって、彼はある意味で自分自

身を客観視する立場にもあった。このように主体性と他者性が混じった日記というテキス

トは、単なる史料としてのテキストではない。日記を書くことによって顔濱は自分自身を聞

き手とし、それは自分自身を説得する、治療するプロセスでもある。このような自分自身と

交流し合い、価値観をめぐる議論と問いかけを行ってきたことから見ると、日記は顔濱の自

 
46 顔濱日記 1944 年 1 月 20 日付。 
47 顔濱日記 1944 年 12 月 30 日付。 
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己反省の重要な手段となった。こうした表現、対話、反省の反復の中で、彼はある理想的な

「知識青年像」をもち、自己形成のプロセスを示している。しかし一方、生活難に直面した

顔濱は、やむを得ず買いだめや投機取引に参与し、自分の行為が理想像から次第に遠ざかっ

ていっていることに気づき、焦慮を覚えてきた。 

顔濱日記を研究することは、彼のような知識青年がいかに「占領」という現実と向き合い、

生きていたのかを明らかにすることである。そのようなか顔濱は、時には現実から逃げる、

時には現実を守る、時には未来を待つ、という三つのパターンを示した。次章以降、こうし

た三つのパターンそれぞれに焦点を当て、「微塵」のような、無数の、名もなき人々にとっ

ての「生きる」ということの内実に迫っていく。 
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第 2 章 「残留」の誕生 

 

はじめに 

顔濱の焦慮の源流は、「上海残留者」というアイデンティティまで遡ることができるであ

ろう。上海に残った人々については、古厩忠夫が先駆的な研究を行っている。古厩忠夫は上

海「残留者」を①抗日救国の活動をしようとした人々、②民族ブルジョアジー、③残された

多数の人々、④様々なレベルで日本に協力した人々、の四つに分類した。このうち③は、ど

こにも行き場がないが故に上海に留まり続けたり、あるいは留まらざるを得なかった人々

である。老人・子供・女性等の上海住民の大多数と、戦火に見舞われて上海に流入してきた

避難民たちを指す。顔濱はその中の一人であり、本章では、彼の上海「残留」の経験を考察

する。 

第二次上海事変（1938 年）後、上海の新聞・雑誌は、内地に青年を動員するため、「到内

地去（内地に行こう）」のスローガンを盛んに喧伝した。このようななか、顔濱はこのスロ

ーガンに対してどのように受け止め、解釈実践したか、その意味とは何か。また、それを受

け止めるプロセスのなかで「内地」イメージはいかに再生産されたのだろうか。本章では、

「内地に行こう」というスローガンが生まれた時代背景を整理し、「内地イメージ」の創出

と変容について考察したい。そのため、顔濱日記においてこのスローガンが登場する箇所を

拾い上げ、そこに記された顔濱の言葉を分析する。そこで顔濱が計画した「内地行」の経緯

に着目し、政治的スローガンとその実践を分析することで、日本占領下における政治と日常

生活の相互浸透の実態に迫ってみたい。 

 

第 1 節 内地に行く 

 

1．内遷の背景 

1937 年 8 月、第二次上海事変が勃発し、その後 11 月までの間に全ての中国軍が上海から

撤退し、国民政府が南京から重慶へ移った。激変のなか 12 月 16 日、すでに重慶に内遷して

いた蒋介石は「南京陥落の為に全国同胞に告げる書」を発布し、「中国の持久抗戦において、

最後の決勝の中心は、南京にあらず、各大都市にあらず、全国の農村にあるのであり、広大

で強固な民心に寄せられるのである 48」とし、農村を主とする中国の内地に対して戦略上の

配慮を示した。しかし、蒋介石の期待とは裏腹に、内地農民のほとんどは戦争や政権に「無

関心」であった。長征中に中国南方でのゲリラ戦の経験を有する陳毅は、1937 年の文章「い

かに内地での救国運動を展開するか」で、内地の農民にとって抗日・救国は対岸の火事だっ

たと指摘した 49。それは、当時内地で現地調査を行った共産党員の柳乃夫（異名趙宗麟）の

報告書にも表れている。以下一部引用する。 

 
48 「蒋介石為南京淪陥告全国同胞書」『四川省政府公報』第 102 期、1937 年 12 月 16 日。 
49 陳毅「怎樣開展内地的救亡運動」『和平！奮鬥！救中国！』長江書店、1937 年 6 月。 
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一般農民は上海での抗日戦争をまるで知らなかったかのようだ。彼らは『東洋鬼子』を殺したいと叫

んでいるだけだ。敵がどのように我々を蹂躙しているか、我々がいかにして敵を打ち負かすべきかに

ついて、彼らは全く分かっていない。日本軍の空襲を受けて、実際の被害を受けたことのある農民だ

けが後方支援の工作に参加する。それ以外の人は今回の戦争に対して、理解がまだ不十分だ 50。 

 

こうした状況から、「内地工作」の重点は農民を動員し、彼らを抗日・救国の支援工作に

参加させることとなった。「内地工作」の具体的な内容について、1937 年に出版された石礎

の『いかに内地工作を行うか』には以下のように書いている。 

 
当面の任務は、今回の戦争はこれまでの内戦と全く違う、ということを農民に理解してもらうことで

ある。つまり、農民に対して宣伝、組織と動員を行うことである。宣伝の面では、各郷・村で講演会

を開き、役場・小学校・祠で標語、漫画、壁新聞を作り、防空・防毒教育を宣伝し、歌・演劇の形で

農民を啓発すること。組織の面では、戦時民衆識字班、常識訓練班、歌唱班と新劇班を設立する、定

期的に戦時座談会を開催すること。動員の面では、防衛団、野戦服務団を編成し、後方支援を充実さ

せる 51。 

 

民衆の政治参加への土壌が不十分であるという問題を解決し、内地工作を迅速に展開す

るには、ヒト・モノ・カネの内遷、特に都市知識人の内遷が喫緊の課題となった。会社、工

場、大学をはじめ、武漢、重慶、昆明、貴陽、桂林といった中国西南部を目的地としたさま

ざまな地域間移動がはじまった。 

 

2．上海における青年動員 

顔濱は、1937 年 1 月に寧波から上海のフランス租界にやって来た。数カ月後、上海でも

「内地に行こう」という運動が展開された。最初に移動したのは党・政・軍の関係者であっ

た。彼らは日本軍に利用されないため、自発的あるいは受動的に上海を離れ、重慶へ赴いた。

それに比べて、一般市民においては態度が二分され、上海を離れる人と離れない人、それぞ

れに考えがあった。当時上海在住の医者陳存仁の回想録によると、一部の人は日本軍の租界

侵入を懸念し、杭州経由で国民党の支配地域「国統区（国民党統治区）」に逃げた。それ以

外の人々は租界の庇護を信用し、引き続き上海に残るほうが安全であると考えた。その結

果、二、三十万人が上海を離れた一方、四百万人以上が上海に残った 52。 

このような移動とほぼ同時進行したのは、1938〜1939 年の上海で行われた「内地に行こ

う」というキャンペーンであった。上海の各救国会や戦地服務団といった抵抗的団体が内地

 
50 柳乃夫「怎樣展開内地工作」『文化戦線』第 7 期、上海編緝人協会、1937 年 11 月。 
51 石礎『怎樣做内地工作』黑白叢書社、1937 年 12 月。 
52 陳存仁『抗戦時代生活史』廣西師範大學出版社、2007 年、47～49 頁。 
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に派遣された。その中には学生や知識人で構成された団体もあり、青年はこのような団体の

動員対象である。例えば、青年救国服務団という組織がある。メンバーは 2000 人で、各界

の青年を動員して戦時服務に身を投じさせることを目的としている。それに応じて、上海の

新聞・雑誌が「内地に行こう」と呼びかける動きを始めた。上海は中国における報道や出版

の中心であり、上海租界が「孤島」になる前夜まで、多様な背景や観点を有する新聞や雑誌

が各種発行されていた。それら全てが抗日という旗幟の下に集結し、強大な宣伝陣営を構

え、全国の抗日宣伝の中心となっていた 53ため、このスローガンの流行は上海の定期刊行物

の展開とも関わっている。多くの新聞・雑誌は租界の中立的な政治環境を利用し、抗日・救

国の思想を宣伝していた。その中で最も影響力を持った新聞『申報』紙上において、「内地

に行こう」をテーマにした宣伝や動員の記事が数多く見られる。その量や分布から見ると、

1938 年と 1939 年がが最も頻繁に現れる時期である。特に 1939 年は、「内地に行こう」をめ

ぐる討論が 80 件でピークに達しており、当時の雰囲気の盛り上がりが伝わってくる。例え

ば、1938 年 10 月 14 日付『申報』の「到内地去」と題した記事は、「孤島」上海にいる青年

たちに銃後に赴き、内地工作に参加することを勧め、前線の兵士を支援しようと呼びかけて

いる。内容は以下のようである。 

 
「内地に行こう！」とは、最近の「孤島」上海において最も流行しているスローガンであろう。いや、

それは単にスローガンではなく、「孤島」にいるあらゆる青年が持つべき志願である。前線の兵士は血

を浴びて奮戦している一方、充実した後方支援も不可欠である。そのため、当局は青年たちに内地に

行くことを呼びかけている。「孤島」の苦境に陥る多くの青年は安逸な生活を諦め、惨めな戦地の生活

を喜んで受け入れた 54。 

 

これらの呼びかけの対象は「孤島の有志青年」であり、その内容には、現状に慣れ安穏な

暮らしをしている青年を目覚めさせたいというものが多数見られる。また、様々な新聞・雑

誌に内地に関する情報が掲載されるなか、「内地」という言葉そのものを雑誌の名称に用い

たもの専門誌も生まれた。1938 年 12 月創刊で月 2 回発行された『内地』は、この動員に応

じて作り出された専門誌であると考えられる。創刊号の表紙には「内地に関する正確なニュ

ースを報道し、読者にこの時代の知識を与える」と書かれており、創刊の辞には、「国民党

政府はすでに重慶に遷都した。全国の各大工場、銀行、文化機構、学校なども内地に移転し

た。これから、内地は抗戦後方の中心になる。我々中国人の一人ひとりの視線は、内地に集

中している 55」と書いてあるように、内地の戦略的な重要性を示している。中には、「時事

問題」、「内地論壇」、「最近西遷交通紀要」、「各地通信」、「作家の声」、「内地教育」、「民間文

学」、「書簡往来」といった欄が設けられている。文章中には、「内地に行くための幾つかの

 
53 石川照子、高綱博文『戦時上海のメディア』研文出版、2016 年。 
54 『申報』1938 年 10 月 14 日。 
55 『内地』創刊号、内地雑誌社、1938 年 12 月。 
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先決問題」、「内地開発と失業救済」、「四川――新中国の発祥地」、「昆明の衣食住」、「熱血青

年は延安にいる」、「晋南の民間生活」など内地の生活情報が掲載されており、内地の状況を

広く知り渡らせる意図が読み取れる。これらの豊富な情報は、上海人に彼らが行ったことの

ない内地を紹介し、当地の風土と人情を描き、それによって上海の青年を引きつけるもので

あった。 

こうした動員が盛んに行われた一方、想定外のさまざまな状況が生まれていたようであ

る。例えば、ある内地に渡った文芸公演団体の生活は苦しく、賃金もなく、持ちこたえられ

ない脅威に直面していた 56。ある人は逆にこれを商機と捉え、上海で中古映画のフィルムや

上映設備を購入して昆明で映画を上映し、チケット代を稼いだ 57。さらに多くの人は、喜び

勇んで内地に行ったがすることもなく、寄る辺もなく、しばらく内地に留まった後、また

転々と上海に戻ってきた。これらの青年は必ずしも明確な目的を持っているわけではなく、

ただ苦悶する「孤島」上海での生活から逃れようとしていた。このような例は新聞・雑誌の

投書に散見されたが、一方で新聞・雑誌は「内地熱」の温度を下げる必要に迫られた。彼ら

は青年に、盲目的に内地に赴くのではなく、十分な計画を立てなければならないと告げ、ま

た、内地に行けなくても悩む必要はなく、上海でも同様に救国の仕事ができると勧告した。 

このように、1938〜1939 年において、内地に行くべきかどうか、いかに内地に行くべき

かについては非常に多くの議論が交わされていた。顔濱の内地に対する憧れがいつから芽

生えたのかは確認できないが、この時期の宣伝に影響を受けたことは間違いないだろう。そ

してそれは彼の心の中で、「内地に行く」というその後数年にわたる彼の願いに育っていっ

た。顔濱日記とほぼ同時期に、汪精衛政権は青年を対象にして政治動員を行っていた。汪政

権は「新生活運動」を唱え、青年を組織し人心を丸め込む努力をしており、華北「新民会」

の成立がその一例であった。しかし顔濱日記には、汪政権の動員については全く触れていな

い。同時代の青年動員より、彼は常に三、四年前の「内地に行こう」というスローガンを言

及していることから、彼の政治的立場を窺える。 

 

3．顔濱の「内地夢」 

1942 年 1 月 5 日、顔濱は日記で初めて内地への憧れを表した。 

 
「内地に行こう！」という願望は、長い間、自分の中に潜んでいる 58。 

 

この日、顔濱は知人の張君が内地に勉学しに行くという情報を知った。内地への願望がな

ぜその時に「自分の中に潜んでいる」と自覚されたのかは定かではないが、「長い間」とい

う表現から見ると、顔濱は 1938〜1939 年の新聞・雑誌の宣伝から影響を受けており、この

 
56  
57 曾迭 「上海人到内地去」『自由譚』1939 年第 5 期。 
58 顔濱日記 1942 年 1 月 5 日付。 
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時の張君の「内地行」に心を打たれたことがきっかけにかかれていると考えて良いであろ

う。 

その後、特に 1942 年、「内地に行く」という表現が顔濱の日記にしばしば登場する。知人

が勉学あるいは仕事のために内地に行くと、そのたびに彼は逐一記録をつけ、日記の中で彼

らに対する敬意を表した。1942 年 1 月 21 日、女友達が間もなく内地に行って軍隊に入ると

いう知らせを聞いた。「頑固で古い農村で、志のある青年たちに呼びかけ、彼らを最も意義

ある仕事に従事させた」。顔濱は言葉をひそめているが、これらの女子学生が内地の青年た

ちを動員して抗日・救国の工作に参加させていたことが窺える。このことは顔濱に「慚愧に

堪えない」と感じさせ、「私も一日も早く無意味な生活から脱して、自分の新たな生を求め

たい」と思わせた 59。1942 年 1 月 28 日、親戚が無線電信科の試験に合格して四川へ進学し

に行くと聞き、顔濱はまた羨望の念を抱いた。彼は「私も翼が欲しい。『封神演義』に登場

する雷震子 60のように、この孤島の檻から飛び出していきたい 61」と書いた。これらの知人

の「内地行」に対して顔濱はうらやましく思っていたのである。彼らの「内地行」について

書きながら、顔濱は自身の愛国の情熱を奮い立たせる一方、いつまでも孤島に身を置いてい

ることを恥じていた。彼は以下のように自らの苦悶を述べている。 

 
孤独な私だけが残されて、相変わらずこの無意識の生活を過ごしている。このような生活が嫌い。何

か大きな変化が起こったらいいな 62。 

 

いくつかの友人の存在は、顔濱に自分が常に上海で「無意識的」に生きていることを自覚

させ、今の生活に対する自己批判を行わせた。また「新生活を求める」という表現から、顔

濱がそれまでの上海生活を全般的に否定したがったことがわかる。「我々青年の模範」「無意

識の境遇」「新生を求めたい」といったいわば自省の念が同じ文面の中で、愛国の趣旨とと

もに語られている。青年の社会参加、自己実現と帰属意識、青年としての生き方などが言及

されたことは、顔濱にとって青年はどうあるべきか、そして当時の社会はどのような青年を

求めていたのか、といったナショナリズム以外の問題にも関わってくるであろう。すなわ

ち、顔濱の上海で生活を続けることに対する不満の裏に、自己実現が達成できないという個

人の苦悩がある。彼の目には、上海は「牢獄」のようにしか見えないし、そこでの日々は「無

意識の生活」であった。これらの記述における内地は、身近な他者がその想起のきっかけと

なっている。明確な抗日・愛国の心情が容易に読み取れるが、顔濱の「理想の自己像」の存

在も確認された。この理想像に接近するには内地に行くしかないとこの時彼は考えていた。 

 

生活を続けるため、顔濱は時に「罪悪な仕事」に従事しなければならない。1942 年から

 
59 顔濱日記 1942 年 1 月 21 日付。 
60 『封神演義』では、背中に翼を生やす半人半鳥の人物として描写されている。 
61 顔濱日記 1942 年 1 月 28 日付。 
62 顔濱日記 1942 年 3 月 12 日付。 
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金物は統制物資になったため、通常の金物の取引が禁止され、闇市での金物の取引が盛んに

なっていた。第 1 章で述べたように、顔濱は丸加洋行を通して、日中合弁による国民政府の特

殊法人である華中水電株式会社に元泰の鋼板を転売し、元泰の責任者として代金を受取ったこ

とがある。その日、彼は鋼板の詰め込みと包装をしながら心の中が罪悪感で満たされ、以下

のように述べている。 

 
私はこれらの貨物を破壊したくてたまらない。しかしそうする勇気がない。私は国に申し訳ない！私

は民族に申し訳ない！無数の手が私たちを責めているのを見たかのように、無数の敵が私たちの提供

した原料で製造された武器を手に持ち、我々の同胞を殺しているのを見たかのように……そして無数

の怨霊が私たちの後について来ているのを見たかのように。私は怖くてこれ以上考えることはできな

い。私は本当にこの世の中の罪人だ。その時、私はすでに孤島を離れることを決めて、年始の利益配

当をもらったらこの計画を実施しようと考えていた 63。 

 

包装を終えた後、ある「三青団員」と名乗る人物が元泰を訪れ抵抗的な冊子を残していき、

顔濱の「被占領意識」を呼び起こした。この青年は「三青団」のバッジを取り出し、顔濱に

憧れを抱かせた。同日に起こったこの 2 つの出来事は、顔濱に大きな衝撃を与えた。「孤島

を離れようと決心した」と書いた顔濱は、結局「年始の利益配当」を待たなければならない

ため見送ることになった 64。 

またある時には、内地は彼の苦悩の解毒剤として機能したようだ。寧波にいる顔濱の継母

は彼に何度も手紙を書き、経済的困難を訴え、彼を困惑させた。彼は日記の中で、「私はす

べてを捨てて内地に行き、新鮮な空気を吸いたい」と書いている。 

 顔濱が使った「無意識」「新生」といった言葉は、「五・四」時期の青年によく使われた流

行語である。王汎森によると、意識の有無で「進歩青年」とそうではない人が二分された 65。

「無意識的とは、旧習を守り、時代遅れということである。それとは逆に、意識的とは、反

省的、批判的で、理性を運用する、理想的なのである 66」。また、「無意識」はよく「新生活」

という流行語とセットで登場する。胡適は「新生活」という文章の中で、「どのような生活

が新生活と言えるだろう。考えてみると、新生活は意識的な生活なのだ」と述べている。つ

まり、意識的な生活と新生活は密接に関わっている。胡適は以下のように説明している。 

 
みなさんがもし、「なぜこうするのか」と答えられないなら、無意識に生活しているということだ。逆

に言えば、「なぜこうするのか」と答えられるのであれば、意識的に生活していると言えよう。中国人

に意識的な新しい生活をしてほしい。実際、新しい生活は難しくない。常に自分に「なぜこうするの

 
63 顔濱日記 1942 年 2 月 10 日付。 
64 顔濱日記 1942 年 2 月 10 日付。 
65 胡適「新生活」『胡適文選』1919 年。 
66 王汎森『思想是生活的一种方式：中国近代思想史的再思考』北京大学出版社、2018 年。 
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か、なぜそうしないのか」を聞くだけでいい 67。 

 

顔濱現在の生活が「無意識」であると自称することは、実際にはある種の「正しい生活」

が強く意識されていることに由来するであろう。理想と現実の境界線をごまかすために「無

意識」という言葉が使われたのでおり、現実が否定の対象になった瞬間、その現実に含まれ

た「自分」が批判の対象となった。「新生」を求めたい顔濱は、否定されるべき現在から逃

げようとした。 

内地は一つの確実な「出口」になったようで、現在から逃れ、新たな生を求める方法にな

った。「内地に行く」ことも目的ではなくなり、一つの方向に変わった。それは上海以外の

どこかを指している。 

 

第 2 節 上海を離れる 

 

1．生活難の脅威 

1944 年に入り、生活に余裕のない顔濱は買いだめや転売の雑用に追われたため、内地と

いう言葉は長らく日記に登場しなかった。彼が再び内地に言及したのは、1945 年 1 月のこ

とであった。その日、顔濱が道を歩いていると、上海の愛国団体が貼ったポスターが目に留

まった。「近く上海は大量の爆撃にさらされ戦場となる可能性がある。市民がいち早く上海

を離れることを願う」との内容であった。米軍の上海空襲は 1944 年 7 月からはじめたが、

早期の空襲はほとんど上海郊外と黃浦江にある日本軍の軍用施設を目標とするものであり、

市民の生活にそれほど大きな影響を及ぼさなかった。しかし 1944 年末になると、漢口が米

軍の空襲で廃墟と化したといううわさが素早く伝わり、上海全市に広がって人々を不安に

陥らせた。顔濱は日記でこれらの情勢を記し、愛国団体の「避難警告」に対して以下のよう

に感想を述べた。 

 
確かに、これは決して恐喝ではない。少しでも思考力のある人は、おそらくずっと前からこの状況を

予測してきた。先覚者と愛国者たちは続々と内地に行ったのに対して、上海に残留した人々は、敵に

利用されており、今でもこの危地を抜け出すことを考えている。私もその中の一員だ。しかし、私は

どこへ行くべきだろう。内地には親戚も知人もいないし、特別な技能も持っていないから、いかにそ

こで生き残れるだろうか。 

  

ここで彼は久しぶりに内地の話を持ち出したが、彼の口調にはかつてのような快活さは

なく、将来への見識のない自分の悔しさだけを表している。すでに内地に行った「先覚者」

と「愛国者」に比べて、顔濱は上海を離れなかったことに後悔し、自分の短見を自覚した。

 
67 胡適「新生活」『胡適文選』1919 年。 
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その後彼は友人と相談し、「何かあれば、とにかく帰郷して進路を考えるしかない 68」とい

う結論を出した。これは顔濱がはじめて上海を離れる計画を着実な実施に向けて考えたも

のである。 

その後、日記には上海を離れた身近な人々の記録が多く出てくるようになった。元泰は店

じまいを控え、家族を持つ職員たちは相次いで帰郷した。彼が毎晩行っていた補習学校も閉

校に追い込まれ、友人たちも次々と去っていった。彼の友人も続々と上海を離れ、目的地は

北平、杭州、常州などだった。これらの地域が日本軍の占領下にあったにもかかわらず、顔

濱は彼らの上海からの離脱を羨ましがっていた。それに対して顔濱は離れたくても離れら

れない状況のなかで、自分の優柔不断さを恨んだ。 

加えて、物価の急騰で上海がさらに住みにくくなった。1945 年 6 月、顔濱は友人と米価

の急騰について話しあい、「今すぐ上海を離れて自由区に行くことができれば、実に最上の

方策なのだ」とした。しかし、形勢が深刻になった 1945 年、旅費、交通、安全など様々な

困難のため、上海を離れて避難することがそれ以前よりさらに困難になった。空襲の脅威や

物価の高騰など生活難によって、上海を離れることを本格的に計画しようとした顔濱も旅

費不足のため、「座して死を待つか、それとも危ない道を渡るのか…どうすれば良いのかわ

からない 69」と迷いた。 

 

2．「内地行」の試み  

生活難に背中を押された状況下で、顔濱の友人夏禹涛からの「内地に行こう」という提案

が一つの転機として現れた。そこで顔濱の念願の「内地行」もようやく可能になった。1945

年 5 月 22 日、顔濱は友人の夏禹涛から手紙を受け取った。夏禹涛は間もなく杭州を離れて

内地に向かうと言い、その目的地は竜泉であった。夏禹涛は「内地では人材が必要で就職が

容易であり、もし顔濱も内地に行く意向があれば教えるよう」顔濱を誘った。顔濱は夏禹涛

の意志と度胸に感心し、また相手がこれほどまでに自分を重視してくれたことに感動した。

顔濱は、友人にとって自分は「非凡な青年であるのだ」と信じた。ここ数年の彼は何もせず

上海で安住していた顔濱は、「夏君の偉大さは私の凡庸を引き立てている」と書きながら、

「内地に行く」ことを通して、この凡庸な人生からすぐさま脱出できるかもしれないと予感

した。 

その晩彼は友人と福西路から八仙橋まで、また霞飛路まで散歩した。顔濱はその日を「こ

こ数日間の比較的に楽しい一日」と思いながら、「上海、私は確かに飽きるほど住んでもう

思い残すほどのものはない。『さらば、大上海！』と言える日が早く来るように 70」と書い

た。比較的に楽しい一日だったが、彼は名状し難い空虚を感じている。数日後、夏禹涛から

確実な返事を得て、顔濱はようやく上海を離れることを決めた。出発前夜、彼は以下のよう

 
68 顔濱日記 1945 年 1 月 6 日付。 
69 顔濱日記 1945 年 6 月 11 日付。 
70 顔濱日記 1945 年 5 月 27 日付。 
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に書いている。 

 
一人前の男は風に乗り波を割って進むべきだ。私はとても興奮していて、すぐに他の同志に会いたく

てたまらない。数年来の念願で、もし本当に成功することができれば、やはり気持ちが晴れ晴れする

ことだろう。すぐに「さらば、憎らしい大上海」と言えるように 71！ 

 

出発の日、顔濱は家族と友人に別れを告げ、人生の新たな段階を迎えることに心の準備を

十分にしたが、それは結局成功には至らなかった。二日後、彼は「私はまだここに座って日

記を書いているとは思わなかった」という一言を冒頭にして、次のように述べている。 

 
彼と夏君以外、ほか同行者は旅費を全く準備していない。また、王という人が顔濱の指輪を借りたが

った。それに、リードしてくれる人は胡宗南の部下だと自称したが、詳しい話を聞かれると言葉を濁

して、話が前後一致しない。しかも、目的地に着いてから、決まった仕事あるいは目的が全くない。

たくさんの疑問点が湧いてきたが、それでも私は上海を離れたい。〔中略〕結局、周りの人にに行かな

いように勧められた顔濱は、「私は、また、この孤島に残るという判決を下された 72」嘆いた。 

 

その翌日、顔濱は「ぼんやりとした 73」一日を過ごした。友人の夏禹涛がすでに上海を離

れてしまったのではないかと思いながら、彼は心が何とも言えない気持ちで満たされた。こ

の度の内遷の失敗を記録した日記は、「内地」への思いが言及された最後の日記である。そ

の後、彼は内地の話をしなくなり、断念してしまったようである。 

劇的でありながら現実的なことに、詐欺の疑いが強いということで彼の計画は頓挫した。

しかしそれより興味深いのは、顔濱が日記の中で終始それを「内地に行く」ことと称するこ

とである。前文で考察したように、地理上の内地とは武漢、重慶、昆明、貴陽、桂林をはじ

めとする中国西南部の地域である。しかし、顔濱の目的地は河南省の許昌であり、1945 年

6 月の時点ではすでに日本軍の占領下にあった。つまりこの目的地は、地理上の内地でもな

ければ「正真正銘の中国」という意味での非占領地としての内地でもない。ここで浮かび上

がってきたのは、顔濱の目的が内地に行くことよりも「上海を離れる」ことにあったという

ことである。 

 

第 3 節 道徳的焦慮から「逃げる」 

 

1．「残留者」への批判 

 一部の人の内遷によって、もともと上海に住んでいた人々が上海に残留した人々と変わ

 
71 顔濱日記 1945 年 6 月 14 日付。 
72 顔濱日記 1945 年 6 月 17 日付。 
73 顔濱日記 1945 年 6 月 18 日付。 
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った。この二分法的思考で生まれた「残留」という言葉には、政治的抵抗に基づいた内地と

上海の対立が想定されている。顔濱の焦慮の根源を探るため、その時期の社会がどのような

青年を期待し、どのような青年を非難していたのかという問題にまず触れたい。1939 年 3

月 21 日の『申報』に掲載された「彼」という文章を見てみよう。 
 

彼のような者でも「救亡青年」の一員だと言えよう。〔中略〕三ヶ月前から「内地に行こう！」と声高

に叫んでいたのに、結局行かなかった。行かない理由は、母が許してくれない、旅費が不十分、同行

者がいないなど、様々であった。しかし最近、死灰復燃のように、彼は再び「私は必ず内地に行く！

このままだと私の意気が消沈してしまうから」と叫んでいる。〔中略〕しかし、時間が経っても、彼は

まだここにいる。「まだ内地に行っていないの？」と聞かれたら、彼は「もう行かない。上海にいても

仕事がいっぱいあるから。例えば、一時間後、私は一つの読書会に行かないといけない。その次にも

う一つの文芸座談会がある」と答えた 74。 

 

 『申報』に掲載された文章「彼」は、「内地に行こう」と叫ぶだけで実際の行動を取らな

い人々に対する揶揄である。しかし同時に、この青年が進退極まる苦境に陥ったこともまた

間違いない。「母が許してくれない、旅費が不十分、同行者がいない」など「彼」の理由は、

当時内地に行こうとする人々が直面する現実的な問題の一側面を示していた。それに加え

て「彼」という題目は、自己矛盾に陥った人が多数で一般的に存在しているという意味合い

を伝えているであろう。 

このように「内地に行こう」という呼びかけの裏には、上海および上海「残留者」への批

判が含まれた事例が多く見られる。例えば、1938 年の雑誌『世風半月刊』に掲載された文

章「有望の青年は内地に行こう」は以下のように述べている。 

 
そもそも正真正銘の中国は内地でしかない。今は沿海部が陥落し、中国は肉体がもはやなくなってお

り、霊魂しか残っていない。しかし、それは一つの覚醒した霊魂なのだ。〔中略〕内地に行かず、上海

――この孤島、死島、魔島――に残るのは、静かに最後の勝利を待つと言えるのか？言えないだろう！

中国のために考えてほしい。青年はどのような理由で上海で安逸な生活を送れるのであろう 75。 

 

 「内地に行こう」に賛同する救国活動家からすると、上海の青年も祖国と同じ運命を共有

すべきであり、「静かに勝利を待つ」という態度は「降伏」の詭弁のようにしか見えない。

彼らは「孤島」である上海を「死島」「魔島」と呼び、上海に残って生活することは「間違

っている」とした 76。上海の人々の日常生活は価値判断を強いられ、「正しい生活」と「間

違った生活」に二分された。これと似たような論調は同時代の新聞と雑誌に散見される。雑

 
74 『申報』1939 年 3 月 21 日付。 
75 緑君「有希望的中国青年到内地去!」『世風半月刊』1938 年、第 5 期。 
76 同前掲。 
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誌『上海婦女』の「内地に行くか、それとも上海に残るか」という文章は、さらに消費活動

の角度から「残留」を対日協力と同一視した。以下一部引用する。 

 
私たちのすべての生活用品は、海外輸入品であっても、国内輸入品であっても、ある特殊な勢力の統

制によって税を取られている。そのため、上海で消費することは、経済の面で特殊な勢力に協力する

ことになる 77。 

 

つまり上海での消費活動は税収によって日本軍を援助することになるという主張である。

このような過激な批判は生活そのものを全般的に否定するものであり、上海で生きている

だけで有罪だという判断に受け止められる。このように上海は、内地を英雄的な概念として

その対極に位置する政治的裏切りや道徳的堕落の現場として描かれてきた。その意味で、安

逸・享楽的生活を内包する上海は本当の中国ではなく、内地こそ「正真正銘の中国」の象徴

として位置付けられている。また、内地に行くことは「正義」と直接に結びつくことであり、

逆に上海に残留することは国難を看過すること、さらに言えば日本に協力することと認識

されるようになった。それと同時に、この「道徳的堕落の現場」に安住し、抗日・救国の運

動に参加しない上海青年は「感覚の享楽におぼれ、自分自身を麻痺させる 78」人々として描

かれ、不徳なイメージを与えられた。読者の声を聞かせる新聞・雑誌に設けられた「読者信

箱」欄に注目してみよう。ある西北の女性は新聞投書で以下のように述べている。 

 
二十世紀生まれの女子は、弱虫ではない。もちろん、モダンガールたちは内地に行きたくないだろう。

しかし、我々内地に行くと志願した女性の体格は、男子に比べて劣っていないことに自信がある。我々

西北の女性と上海の御曹子と比べてみると、後者が恥をかくのだろう 79。 

 

「二十世紀生まれ」とは、投稿者である西北の女性の自身は「進歩青年」だという自己意

識を表している。その意味で投稿者が言う「先進」とは、上海男女の「モダン」とは異なっ

たものであり、むしろ対立しているものである。そこで豊かで穏やかな生活に未練を持ち、

救国に無関心の上海男女に対する軽蔑を見せている。しかし興味深いのは、この西北の女性

の批判の矛先が全国の青年ではなく、上海男女だけに向けられた点である。ここに上海と西

北の対立、強いて言えば、「上海」と「上海以外」の対立という問題が浮上している。 

 

同時期の小説においてもこのような上海の特殊性が語られている。上海の作家が描いた

内地像は、「遼遠な、疎外な、洋館やダンスホールもなく、卑屈にへりくだる奴僕もいない

原野 80」のようなものである。すなわち内地は、日本に占領されていない正真正銘の中国と

 
77 姜平「到内地去還是留在上海」『上海婦女』1938 年、第 1 卷第 7 期。 
78 雪霖「隨筆：到内地去」『今日之教育』1938 年、第 3 期。 
79 『申報』1939 年 9 月 20 日付。 
80 申東順『在「説」與「不説」之間』中国伝媒大学出版社、2012 年、265 頁。 
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して認識されると同時に、「近代」に未だに汚されていない「ふるさと」として上海の作家

に想像されていた。対して都会としての大上海では、人々が「無意識に使い慣れた広々とし

た洋室、アスファルト道路、水洗トイレ」といった列強の侵略に伴ってもたらされたモダン

の痕跡が、屈辱的な事象として想起されたのである。特に租界に住み近代化という侵略の遺

産を喜んで受け止めた人々にとっては、日本軍の侵略はかつての列強侵略の記憶を喚起さ

せるものであり、それによって上海で生活を続ける現在が「間違っている」ものであると自

覚されたのであろう。 

「内地に行こう」というスローガンは抗日・救国を目的とする動員である一方、内地の描

き方には上海に対する批判が含まれている。このような都会生活への否定は内地と上海の

矛盾というより、むしろ新旧が混ざり合う近代中国の様々な場面に内在する矛盾だと言え

よう。「新」を代表する上海に残留した／せざるを得なかった人々に対する非難は、まさに

この矛盾を顕在化した一例である。このような厳しい空気の中に、上海「残留者」に当ては

まる顔濱は自らの生活が「非道徳的」ではないかと疑ってしまった。 

 

2．「活路」としての内地 

抗日・救国運動の情熱の中で、苦痛と疎外の感情は急速に内地へいけない上海青年の中に

蔓延していった。彼らは国を救おうとしたが、その方法がないことに焦りを感じた。内地に

行きたくても行けない上海青年が新聞・雑誌社に投書し、似たような苦悶を訴えていた。彼

らは内地に行く路線を尋ねたり、現実的な困難を打ち明けたり、編集者に「人生の方向性」

を教えてもらうものまであった。つまり、内地に行くかどうかということは、もはや地理的

な移働ではなく、岐路にたった青年の人生の選択に関わる問題になった。知識青年であるこ

とを自認していた顔濱も、彼らと似たような焦燥感を共有していた。 

残留という状態から生まれた憂鬱に苦しめられた結果、「内地に行けなかったら自殺する

しかない」と投書したものである 81。さらに憂鬱を超えて本当に自殺にまで至った人もい

た。ある青年は軍隊に志願する思いを親に表明したが激怒され、外出まで禁止されてしまっ

たため、刀で自刎した 82。こうした内地に行けなくて自殺する、あるいは親と反目する事例

は、当時の新聞や雑誌でしばしば見られる。 

これらの多くの投書では、内地に行く動機が「上海での苦悶」として表現されている。こ

のような青年の苦悶を上海の作家たちがとらえ、小説の素材にした。上海の雑誌『万象』を

研究する申東順は、『万象』に登場した上海青年の「内地夢」をテーマとする小説について

以下のように述べている。 

 
内地に行くことは、精神的苦境を脱する唯一の道になった。興味深いことに、『万象』の作者は青年た

ちが内地に行く前の精神的な苦悶と社会闘争に重点を置いて描いているが、いったん青年たちが上海

 
81 同前掲。 
82 『申報』1938 年 11 月 1 日付。 
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を離れることを決心すると、ストーリーが突然終わる。つまり、内地事情に関する描写はほとんどな

い。これは当時の政治情勢と関わっているだろうが、作者が意図的に内地の現実を避けたいという理

由も考えられる。すなわち内地は、一つの「理想世界」、現実世界の対立物として存在しており、作者

の批判意識と理想を託すところである 83。 

  

これらのストーリーの中で、一人一人の青年が「無意識」の生活から目を覚ました。彼ら

は「旧」生活から離れ、「新」生活を求め探すために内地に行った。一方、このように内地

に行った後の事情をあえて空白のままにすることによって、地理的な内地の現実が薄めら

れてしまうが、その代わりに象徴としての「ユートピア的内地」が成立する。内地へのあこ

がれには、都市青年の愛国意識が込められている一方、封建的な家庭と決別し、現実生活の

牢獄から抜け出し、個人の自由・解放を獲得するという意味も含まれている。 

 

顔濱の目的地は前述の意味における内地ではなく、許昌である。しかし、目的地を問わず

とにかく「行く」、という現実の行動を通して、顔濱は彼の理想の自己像に近づこうとした。

つまりここでは、「内地に行こう」という言葉が受け手に能動的に使用され、日常行動にあ

る種の価値と意義を与えるテキストとして語られたのである。顔濱を含めた青年たちは「内

地」という象徴を借用し、自らの生活の処方箋としている。恋愛や家庭関係における矛盾を

「旧」の生活とみなし、それと決別するには内地に行くしかない。このように、内地に行く

ことの内実が変容し、政治の生活領域への侵入とともに、生活が政治を柔軟に受け止めるこ

とで、政治（内地に行くこと）を新たな形で呈した。これにより、重慶、昆明、武漢など地

理上の内地は重要ではなくなったのである。内地は苦悶の上海残留者の到達できない夢と

して立ち上がった。「内地行き」の失敗で上海に「監禁」されたにもかかわらず、内地の夢

を見た瞬間、顔濱は平凡な人生から一時的に「解放」された。 

顔濱は避難という受動的な行為に、抗日・救国という積極的な意義を与えようとしたので

ある。苦悶の青年たちにとって、「主義」とは単なる「上から」の概念ではなく、青年たち

の実生活にも応用されるものであり、青年の一つの精神的拠り所となっていた 84。 

上海の「孤島期」とは、1938 年の第二次上海事変から 1941 年 12 月に太平洋戦争が勃発

し、共同租界とフランス租界が日本軍に接収されるまでの 4 年間のことである。アジア・太

平洋戦争の勃発とともに日本軍が上海租界に進駐して全面的占領がはじまり、「孤島期」は

終結を迎えた。しかし 1942〜1945 年の顔濱日記には、依然「孤島」という言葉が頻出して

いる。1942 年 3 月 5 日、顔濱は以下のように書いている。 

 
私は孤独を感じた。海に漂う一葉の扁舟のようで、大陸も東西南北もわからず、目標もなく、ただ前

に進んでいくしかない。将来はどうなるのかもわからない。まるで親の愛を失った迷える子羊が、広

 
83 申東順、前掲。 
84 王汎森、前掲。 
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大な砂漠を彷徨っているようだ。四方に猛獣をめぐらしたが、子羊は悲鳴をあげるしかない。慈愛に

満ちた救い主がこの小さな命を救ってくれることを願う。新しい刺激が欲しいが、しかし勇気がない。

私の将来はどうなるのだろう 85。 

 

つまり、「孤島期」が終わったにもかかわらず、顔濱の「孤島」感覚は終わらなかったの

である。親を失った迷える子羊であれ、海に漂う一葉の扁舟であれ、これらの喩えはいずれ

も祖国との分離を語っており、個人の焦慮をも語っている。そこで彼が語った「孤独」とは、

「内地＝祖国」と切り離された状況下に生まれた感覚であり、「亡国の民」のような感覚で

あろう。内地に行かないことで「祖国を捨てた」ことになった彼は、結局「祖国に捨てられ

た」結末を迎え、それは自業自得のこととしか捉えようがなかったのである。 

このような「孤島」感覚は、ミクロな角度から上海という町の異質性を表している。それ

は、占領以前の日本軍に囲まれた状況から、占領後の祖国から切り離された状況に至るま

で、常に存在していた。そこに近代上海とは何かという答え難い問題が存在する。田中貢太

郎は「上海は決してシナではない。骨髄に争われないところはあるが、血肉は英国がもち、

爪髪衣帽は日国、美国、法国その他世界の各国がもつ、結局世界のどこにも属さない都市で

ある」としたのに対して、平野純は「にもかかわらず上海は中国なのだ 86」と返答し、上海

と中国の「つかず離れず」の関係を表している。上海は、南京条約により開港した後、東西

文明が異様に入り混じった不思議な街であり、日中戦争後は租界の庇護下にある安楽の地

でもあり、アジア・太平洋戦争以降の日本占領下の「孤島」でもあった。近代化が一歩先を

進んで、内地を「捨てた」上海は、抗日・救国のイデオロギーの文脈においては「捨てられ

た側」になってしまったと言えよう。このような逆転関係にありながら、上海、あるいは上

海人は、いずれにも「なじめない」という感覚を常に有していた。この感覚はさらに日本軍

の上海占領というきっかけでさらに顕在化し、上海の人々のアイデンティティの混乱を招

き、上海と「内地＝祖国」の乖離を深めた。このような乖離によって、顔濱は上海で「残留」

だけで良心の呵責を受けるようになった。結局、彼は「内地に行こう」という政治スローガ

ンを日常生活の実践として解釈し、自らの解脱を完成させようとした。 

 

おわりに 

1945 年終戦直後、国民党政府（蒋介石政権）は重慶から南京に戻ってきた。還都の喜び

とほとんど同時に進行したのは、上海市民に対する批判であった。つまり「上海に残る」こ

とは、日本の支配への服従、さらには協力に等しい行為だとみなされるようになった。また、

「大後方」から戻ってきた人には上海市民を見下す傾向が見られ、「小生は重慶から飛んで

きたのですが」と自己開示しながら優越感に浸ることが多い。このような現象について知識

 
85 顔濱日記 1942 年 3 月 5 日付。 
86 平野純『上海コレクション』筑摩書房、1991 年、11、384、390 頁。 
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人の傅雷は、「收復区 87には全て過去 2 ヶ月間、『偽』のタイトルが冠されていた。過去 8 年

間華北、華南、華中の大地を照らしつづけた太陽でさえ、黃浦江の水ですら『偽』の空気に

染まってしまい、『附逆』の疑惑に包まれているようだ 88」と風刺した。顔濱の友人も戦後

「偽学生」と呼ばれ、大学入学試験の資格を剥奪された。本章では、この上海「残留者」に

対する偏見の前史ともいえる「内地に行こう」を掲げた動員を考察した。 

第二次上海事変後、国民党軍が重慶に撤退すると、上海に在住していた人々が上海に「残

留」した人々に変わった。上海では「内地に行こう」というスローガンが流行し、その内容

は、上海の有志青年が内地に赴き、農民を動員して前線を支援することをめざすものであっ

た。このスローガンは日本占領下の上海では姿を消したが、顔濱日記においてはたびたび登

場した。「知識青年」であることを自認していた顔濱は、常に「残留」という不徳なアイデ

ンティティとの決別を求めていた。彼は内地に行くことを望み、彼の「偉大なる理想」を実

現させ、上海での「無意識」的な生活から逃れようとした。 

しかし、上海を離れるために計画していた顔濱の最終的な目的地は、重慶や非陥落区をは

じめとする内地ではなく、すでに陥落していた許昌であった。にもかかわらず顔濱は今回の

移動を「内地に行く」と表現していた。このことは、日常生活における顔濱の政治を物語っ

ている。理想な青年像に接近するため、顔濱はこの意味で「内地に行こう」というスローガ

ンは、単に抗日・救亡のそれであるだけでなく、焦慮から逃げる方向性を示すものでもあっ

た。顔濱の「内地夢」が実現できなかったにもかかわらず、個人の焦慮を政治的に語ること

で、顔濱は自分を平凡な状況から救い出したのである。しかし、彼の人生が英雄的な道を歩

むことはなかったのも事実であった。次章では、上海に「残留」したことによる顔濱の道徳

的焦慮を緩和し、そこで抱いた「占領感覚」に抵抗し、さらにそれを解消する場となった補

習学校について考察する。 

  

 
87 解放後、日本軍から取り返した領土。旧占領地。 
88 傅雷著、傅敏編『傅雷文集』上海遠東出版社、2016 年。 
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第 3 章 「平穏」な日常 
 

はじめに 

1942 年の冬、顔濱は福熙路で戦禍にさらされた避難民の姿を見て、罪悪感を覚えた。彼

は以下のように述べている。 

 
彼らの弱々しい身体は、この残酷な北風に耐え、この寒い冬を越すことができるのだろうか。同時に、

私たちは自分の運命を喜ばしく思った。この荒涼とした時代の中で、私たちはまだ生きており、平穏

な日常を送り、不自由のない生活を過ごしている。これで一応自らを慰めることはできる。しかし自

分の胸に問うと、このような私たちは災難に遭った同胞に顔向けできるのか 89。 

 

避難民との遭遇を通して、遥か戦場から逃れてきた同胞の苦境と死、そしてそれとは対照

的な自らの平穏と生が意識された。ここでの「顔向けのできない平穏な日常」をどのように

理解すればいいだろうか。 

上海からの脱出を迷いながら、結果的に止むを得ず残留した顔濱にとっては、それまでの

生活を守り、続けていくことが重要になってきた。その「守る」手段を考察するため、顔濱

日記に最も詳しく記されているとも言える夜間補習学校に関する内容に注目したい。本章

では、顔濱が毎晩通っていた補習学校での経験を取り上げ、顔濱自身は通学という行為をど

のように描こうとし、彼にとって学校とは何かを明らかにし、占領下に置かれた人々にとっ

て、「一般に明白な歴史的意味がない」とされる日々の些末な出来事をいかに解釈すべきか

を考察し、そのような出来事を歴史として語ることの必要性を指摘することを目的とする。

そのため、顔濱が毎夜通っていた第四中華職業補習学校の生活から議論を始めたい。占領下

の通学という行為によって作り出された「平穏」な生活空間と日常感覚を考察してみたい。 

顔濱が通っていた第四中華職業補習学校は「上海抗大（上海抗日軍政大学）」とまで呼ば

れており、毛沢東の指導下で設立された延安の抗日軍政大学に肩を並べる存在と見なされ

ていた。第四補校の学生の回想録からみると、ほとんどの人は第四補校を通して共産党の抗

日・救国活動に参加しようとし、勉学という名目で抗日・救国運動をするという第四補校の

政治的性格が明示されている。一方、「上海抗大」という呼び名によって見逃されてきたも

のもあった。それは顔濱のような、救国ではなく勉学や交友を主な目的とする人々の存在で

ある。本章では、顔濱の事例から、「抗日」という抵抗的な性格で回収されることができな

い日々の生活、しかしある種の「抵抗」とも無関係ではない学校の日常を考察する。 

 

第 1 節 第四中華職業補習学校の略史 

 

 
89 顔濱日記 1942 年 11 月 27 日付。 
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1．戦時上海の職業教育 

顔濱は職業補習学校に通っていた。このような学校は戦時下の上海に数が多く存在し、一

時は過剰状態までに至った。職業補習学校の繁栄は、上海租界に大量に流入した他省の農村

人口と関わっている。1915 年から 1930 年にかけて、江蘇省、浙江省、安徽省の農村人口は

大量に上海に流入し、上海市の人口は 200 万人から 314 万人に急増した。急増した人口の

うち、ほとんどは文盲か半文盲であり、労働市場では下層の肉体労働しかできなく、所得は

極めて低い。職員の給料に関する統計によると、1929 年の時点では、木工は 0.75 元、電力

技術者は 0.75 元、鉄工は 1.1 元、機械製造の熟練工は 2 元以上の月給だった。一方、一般職

は 17〜19 元前後、管理職は 130 元前後、高級職員は 150 元前後の月給であり 90、職種の違

いによる給料の差がかなり激しい。そのため自らの職業的発展を図る労働者が多く、彼らの

素質の向上に最も適しているのが職業補習学校である。また、顔濱のような経済的能力がな

いために全日制の一般的な中学校や高校に行けない青年にとって、補習学校は仕事と勉強

を両立させる最適な選択であろう。20 世紀前半は上海近代教育の最盛期であった。特に第

2 次上海事変以降、戦禍にさらされた人々が避難のためにさらに租界に流入し、急増した教

育熱への需要に応じて多くの補習教育機関が新設された。日中戦争勃発後、租界における人

口の増加とともに、「補習教育熱」は頂点に達した 91。顔濱日記と時期の重なる 1940 年代前

後の『申報』を見ると、その一面では補習学校の広告が紙面の半分ほどを占めており、一般

学校とほぼ同数存在していた。統計によると、上海には当時、さまざまな職業学校、職業予

備校、民衆学校など約千校があり、その数は同時期の小中学校とほぼ同数だった。そのうち、

工部局や公董局が開設した外国人居留民が管理する学校、国民政府に所属する学校、カトリ

ックとキリスト教会が開設した大中小学校、中国人が開設した私立学校など、およそ 4 種類

の学校が 1930 年代の上海で流行していた。その中でも中国人が開設した私立学校が最も多

く、大・中・小学校、職業技術学校、補習学校などが含まれている 92。上海市民は余暇に上

述の各種学校へ出入りして、この時期の上海都市文化生活における特色の一つとなった。そ

れぞれの補習学校は規模と内容にはかなりの差があり、玉石混交の状態であった。低予算の

粗悪な学校も大量に出現し、それらは風刺の意味で「学店」と呼ばれた。 

顔濱が通っていた第四補校は数ある補習学校の中でも社会的な評判が良く、かなり有名

だった。それは第四補校の上級機関である中華職業教育社（以下、職教社と略す）およびそ

の創始者の黄炎培の名声に関わっていると考えられる。1917 年 5 月 6 日、黄炎培は蔡元培、

梁啓超、張伯苓、蔣夢麟など中国近代教育史上の核心的な人物、計 48 人の発起人と共同で

職教社を上海で立ち上げ、欧米の職業教育を参考にして中国の職業教育を普及させようと

した。創立直後の事業として、翌年 5 月に中国近代教育史上の最初の職業学校である中華職

業学校を立ち上げた。1929 年、職教社が第一中華職業補習夜校、職工補習晨校と通問学塾

 
90 朱邦興ほか『上海産業与上海職工』上海人民出版社、1984 年、246 頁。 
91 沈光烈編『職業補習教育概論』中華書局、1941 年、1 頁。 
92 陳科美編『上海近代教育史 1843―1949』上海教育出版社、2003 年、450〜451 頁。 
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93を相次いで開設し、「工場や商店の一般青年を募集し、国語、算数および公民道徳など必

要な知識と技能を教授する 94」ことを目的とした。1933 年 3 月に、職教社は上述の 3 校と

付設図書館 95を合併し、第一中華職業補習学校を立ち上げた。その後は第二から第七まで、

計七つの職業補習学校を立ち上げた。顔濱が入学する直前の 1941 年の統計によると、職教

社が上海で開設した 7 つの職業補習学校の学生数はすでに 16084 人に達していた。なかで

も第四補校は学生数が 5578 人に上り、総人数のほぼ三割を占めるなど、規模が最も大きい

ものであった。 

 

2．第四中華職業補習学校の概況 

1942 年夏から 1945 年に浦東ビルが日本軍に接収されるまで、彼はそこの 3 階にあった第

四補校で約 3 年間の夜間学校生活を送っていた。日記には彼の補習学校に関する記録が頻

繁に登場している。特に開講直後の日記には、毎晩わずか一時間の学校生活がほぼ毎日書か

れており、顔濱にとって一日の中で最も記す価値がある出来事であったように思われる。 

第四補校は一般学校と異なり、夜に授業を行う職業補習学校であった。そこに通う青年の

ほとんどは職業を持つ社会人であり、昼は自身の仕事に従事し、夜は一、二時間の勉学に励

んで学校に通っていた。第四補校の学生は多層にわたっており、中途退学の学生から車夫や

僧侶まで、学習意欲さえあれば、性別、年齢、職業を問わず入学することが認められていた。

そのなかでは、仕事に必要な知識・技能の一部を学ぶことを目的とする商社、商店、銀行、

洋行の職員の入学希望者が特に多かったため、彼らは「一般学校の学生より勤勉」であると

思われていた 96。顔濱はその中の一人であり、日記に登場した彼の同級生はほぼ上海各界の

青年職員であった。 

第四補校の課程には、英語、国語、ドイツ語、フランス語、ロシア語、数学、物理、化学、

ビジネス英語、英語の発音矯正、国語会話、珠算、ラジオ修理、簿記、会計、中英文の入力、

婦女班など 90 以上のクラスが設置されており、かなり豊富であったが、日本語の授業がな

いことは第四補校の政治的性格を示している。当時汪精衛政権下の日本語教育は、日本当局

にとって軍政を円滑に進める上で重要な施策と位置付けられていたにも関わらず、授業時

間数は減少し、またその位置づけも英語などに比べて低いものであった 97が、第四補校はあ

る程度自主的に、全く日本語の授業を開設せず、汪政権が進めようとした日本語教育に対し

ては拒否の姿勢を示していた。 

実際の履修状況から見ると、英文、簿記、会計の三つの科目が最も歓迎されており、1941

年の時点ではそれらの科目に登録した学生が総人数のほぼ三分の一を占めている 98。特に

 
93 通問学塾は、演説、談話、読書など講義以外の形で授業を行う学校を指す。 
94 黄炎培「職業教育該怎麼辦」『黄炎培教育文集第三巻』中国文史出版社、1994 年、153 頁。 
95 1931 年に成立した中華業余図書館。 
96 黄炎培、同前。 
97 柴田哲雄『協力・抵抗・沈黙―汪精衛南京政府のイデオロギーに対する比較史的アプローチ―』成文

堂、2009 年。 
98 孫運仁「本社抗日戦争時期的補習教育工作」『教育与職業』第 193 期、1941 年。 
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英語の履修者数の中でも「英高（上級英語）」の授業を履修する者も少なくなかったことか

ら、当時一定程度の英語力を有する学生が多くいたということが推測できる。第一中華職業

補習学校の校長梁忠源は、補習学校で英語教育を受ける青年の多くは、多数英語を勉強した

ことがある者であり、ビジネス領域で英語を運用できることを目指し、商業にかかわる英語

の書籍を読めるように通学する者だった 99という。これらの学生と同じように、顔濱も英語

に興味を持っており、日記で「これから英語の普及は疑いの余地がない 100」と述べ、英語

の重要性について何度も言及している。 

第四補校では、学生数が十人以上であれば一クラスの設置が認められ、最も規模の大きか

った時には 20 余の学科、130 余のクラスが設置されたほどであった。講師は 3 日間の模擬

授業を実施し、学生に認められることで採用された 101。また教職員については、「職員は朝

6時から夜 10時まで働き、特に学期の始まりと終わりの忙しい時には深夜までも残業する。

夏休みも冬休みもなしで、毎日平均で 14 時間以上働く。教授は授業時間外に開催された研

究会、座談会、討論会なども担任しており、上手に教え導く 102」ということである。この

ように第四補校は優れた教師・職員陣を有すること示しており、多くの社会人学生に歓迎さ

れた理由が窺える。 

 

3．第四補校の政治的性格 

1937 年 11 月に上海で再建された中国共産党江蘇省委員会は、フランス租界内に位置する

浦東ビルの立地上の強みを活かし、密かに抗日救国運動を展開していた。第四補校では、責

任者である姚恵泉をはじめ、教職員 100 人以上が勤めていた。その中には愛国知識人および

中国共産党の党員が多数存在しており、王紀華、石志昂、陸志仁、陳芸先など第四補校の教

職員は共産党の幹部である。第四補校で訓導主任を担当していた王紀華（1936 年共産党に

入党）は、当時の上海職業界救国会で党団書記であった 103。第四補校運営の主旨は、①青

年の教育の問題を解決すること、②日本・汪精衛政権と教育の陣地を争奪すること、③学校

を通じて「孤島」上海にいる人々の人心を統合し、上海の職業青年の抗戦・救国の闘志を鼓

舞すること、である 104。そのため、校内では進歩的・民主的な雰囲気が溢れており、抗日・

救国をテーマとするイベントが積極的に開催されていた。例えば中華職業教育社の傘下に

ある元中華業余劇社は、職業青年が抗日戯劇運動を行う陣地であり、常に抗日・救国を宣伝

する脚本を取り上げて上演する。1941 年 5 月 28 日、劇社は「義務教育経費を募る 105」と

いう名目で、浦東ビルの近所にあるロシア芸術劇院で「反蒋介石話劇」である「女子公寓」

 
99 梁忠源「職業補習学校的英語教学」『教育与職業』第 174 期、1936 年、265～267 頁。 
100 顔濱日記 1942 年 12 月 21 日付。 
101 卞孝萱「中華職業教育社怎樣辦職業教育——介紹幾個学校的状況和経験」『漢江論壇』1981 年、121
頁。 
102 姚惠泉ほか、前掲。 
103 黃家樹、前掲、128 頁。 
104 中共上海市委党史資料征集委員会編『上海職業補習学校学生運動史 1931-1949』上海教育出版社、 
1991 年、49 頁。 
105 『申報』1941 年 5 月 28 日付。 
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を二日連続で公演し、大好評だった 106。 

第四補校と共産党との関わりを最も表現できるのは、1938 年に第四補校で開催された「現

代知識講座」だと思われる。現代知識講座とは、共産党の地下組織が行なった幹部訓練班で

ある。責任者は王紀華、張宗麟（1927 年共産党に入党）であり、1938 年 6 月から 4 回も開

催されており、参加した学生数は計 850 人を超えている。講座の内容は社会学、政治経済

学、近代史、哲学、時事、文学、戯劇、法律など幅広い分野にまたがっており、前述した劇

社のメンバーはほとんど第 2 回「現代知識講座」の戯劇講座に参加した学生だった。ある学

生の回顧録によると、「孫冶方の政治経済学、周予同の中国近代史、梅益の時事課は、多数

の学生を引きつけ、浦東ビルの 6 階の教室は常に満員であった 107」。講座に参加した学生は

ほとんど華聯 108、銀聯 109、益友社 110など職業界における進歩的な団体に所属する優秀な職

業青年であり、その中には共産党員も少なくない。このような講習会と講座は、抗日・救亡

を主とした政治教育を行い、「亡国論」「速勝論」が有害であることを論述することを通して、

占領地にいる上海の民衆の長期的な抗戦の中での役割と任務を提示し、「抗戦必勝」の闘志

をたぎらせた 111。講座に参加した范征夫という人物の回顧録から当時の雰囲気を窺うこと

ができる。 

 
昔は哲学がわかりにくいと思っていたが、哲学の講座を聞いて、哲学が神秘的な学問ではなく、面白

い学問なのだと思った。ほかには艾思奇の『大衆哲学』、ソ連のマルク・ミーチンの『弁証法と唯物論』、

陳望道が訳した『共産党宣言』、郭大力、王亞男が訳した『資本論（第 1 巻）』なども読んで、一年間

で 100 冊に近い社会科学の本を読んだ。ナツメを丸飲みにするようなものだったが、共産主義の理論

および中国共産党の網領・路線に対して初歩的な理解ができた 112。 

 

范征夫は 1940 年の秋に上海を離れ、蘇南の新四軍戦地服務団に参加しに行き、第四補校

の「進歩的な思想」の宣伝を受けて動員された一人だった。共産党の勢力が浸透しているた

め、「大後方（主に新四軍）に貢献する人材を養成する」ことも職教社傘下の補習学校の教

育目標の一つとなった。第一職業補習学校で無線通信と電気通信科目が、第五職業補習学校

では鉄道職員養成班、看護士養成班、土木工事班が設置され、いずれも新四軍が急ぎ必要と

する技術人材の養成班であった。こういった養成班に通う約二クラスの学生が解放区に赴

き、学校で学んだ知識を活用し、抗戦の力になった。上述した劇社も成立して間も無く、九

割以上の成員が新四軍に参加していった。 

 
106 中国人民政治協商會議上海市委員會史資料工作委員會編『上海文史資料選輯第 50 輯抗日戰爭勝利四十

周年紀念專輯抗日風雲錄（下）』上海人民出版社、1985 年、201 頁。 
107 朱家德『那代人的博愛』上海文匯出版社、2014 年、22 頁。 
108 外資系企業の職員が組織した上海洋行華員聯誼会。 
109 銀行や銭莊の従業員が組織した上海市銀銭聯誼会。 
110 商店員やその他の中国資本系企業の職員が組織したもの。 
111 上海市総工会『抗日戦争時期上海工人運動史』1992 年、150 頁。 
112 張建児、万中原編『新四軍中上海兵』上海文芸出版社、2007 年、18 頁。 
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以上のように、戦時期上海の職業補習学校の概況および顔濱が通っていた第四補校のそ

の中での位置づけが明らかになった。これらの職業補習学校は上海の社会人学生を対象と

し、学生の余暇に授業を行っていた。実用の職業技能を教授し、学生の将来の昇進や進学に

役立つことを目的としている。顔濱が通っていた第四補校は学生数が多く、一定程度の知名

度があり、課程設置もほとんどの塾と変わらないが、日本語授業を開設しないことから第四

補校の政治的性格が鮮明であった。このような第四補校は上海青年の動員、特に中国共産党

への人材輸送に大いに貢献した。日本軍が上海租界に進駐した後、第四補校の動員が地下に

潜り、その政治色も薄くなったかのように見えたが、顔濱の 1942 年夏から始まった学校生

活を考える際に重要な前提であるように考えられる。 

 

第 2 節 顔濱の学校日常 

 

1．英語の勉学 

前述したように、個人の発展は職業の選択と昇進のため、補習学校に通う社会人学生はほ

とんど昇進や進学のために余暇を利用して勉学に励んでおり、顔濱もこのような目標を持

って入学したと考えられる。彼は日記で自らの「将来の理想」について数回語っている。ほ

ぼ毎回新たな理想が語られてはいるが、「向上」を常に図る顔濱は、勉学というものを彼の

「偉大な前途」の基礎だと思っていた 113。第四補校に入る前に、顔濱は日記の中で彼の人

生や理想について以下のように語っている。 

 
最低限の希望は、少しでも蓄えて、それなりの学識を求めて、故郷で貧しい小学校の教員になりたい

ということだ。自分の学識を増進させる一方で、普通の無邪気な小さな天使を導き、彼らが将来国家

の主人になれるようにする 114。 

 

顔濱が補習学校に通う目的は、「相当な学識を学んで、社会の需要に対応できるように準

備する 115」ことであった。このような目的を持ち、顔濱は第四補校で英語と国語の授業に

登録した。1944 年、彼は経済的理由で国語を諦め、英語の授業だけに登録した。彼は英語

に対して特に興味を持ち、練習のためと思われるが、時に彼は中国語に英語の単語を混ぜな

がら日記を書いた。例えば「今夜の授業の内容は conversation だから、事前に準備しなけれ

ばならない 116」、「今日読んだ文章のタイトルは『delight』だった。私たちが常に delight を

感じるように願う 117」などの表現が見られる。彼は第四補校に入る前には 6 年間も英語塾

 
113 顔濱日記 1942 年 12 月 20 日付。 
114 顔濱日記 1942 年 1 月 6 日付。 
115 顔濱日記 1942 年 11 月 19 日付。 
116 顔濱日記 1944 年 3 月 9 日付。 
117 顔濱日記 1945 年 4 月 20 日付。 
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を通っており、英語の基礎的な知識を一定程度持ってはいたが、「単語の意味しか覚えてお

らず、使い方や文型はまったく思い出せなかった 118」ため、より深く勉強したいと思って

いた。授業が始まる前に、顔濱は第四補校が自ら編集した『短編英文選』と『陳氏英文法第

三編』を自費で購入した。当時の一般中学校に採用された教科書には、『模範読本』『世界中

学校活用英語』『競文初級英文選』など中国人が編纂した英文教材、『密勒氏評論報（Millard's 

Review）』『ノース･チャイナ･ヘラルド』などの英字新聞、さらに『泰西三十軼事（Thirty More 

Famous Stories Retold）』『千夜一夜物語』『シェイクスピア物語』『スケッチ・ブック』のよう

な海外文学など、様々な種類があったが、一般学校と異なる短期的な補習学校に適用しにく

いところがあったため、職教社傘下の学科研究会が学生の需要に応じて実用性を重視した

教材を編集したこともある 119。これらの教科書や読み物からすると、かなり高い水準の英

語教育が第四補校で求められていたことがわかる。 

授業で使われたいくつかの教材の中では、顔濱にとって『スケッチ・ブック』が最もお気

に入りだったようである。『スケッチ・ブック』はアメリカの小説家ワシントン・アーヴィ

ングが書いた短編小説集であり、当時はいくつかの刊本が流通していたが、「約 200 page あ

る 120」という記述からすると、第四補校で使われた教材は 1933 年に商務印書館に出版され

た、編者の周越然が中国語の注釈を加えたバージョンであったと思われる。本の扉には「高

級中学用」と印字されており、それが上海の普通高等学校でも教材として使われていたこと

を示している。その内容は目次、本文、注釈からなり、一課毎の文章は約 10 頁である。注

釈のページでは、学生が習得すべき単語とフレーズが英中対照の形で整理されている。顔濱

は「1 日に 1 ページを読めば、200 日で読み終わるだろう 121」と、勉強の計画を立ててみた。 

一般学校と同様に、補習学校においても学期末に試験がある。顔濱は試験の一週間前から

復習しはじめ、良い成績を収めるために工夫していた。「成績はどうなるかわからないが、

十位以降にはならないと思う。なぜなら試験を受ける人はわずか九人しかいないからだ 122」

と、滅多に見られない軽快な表現が見られる。顔濱は非常に自身の成績を重視し、理想の点

数を取れなかったことを悔やむことが多い。彼と同じ英文科をとった同級生たちも勉強に

熱心で、常にお互いに励まし合い、共に進歩を求めていた。 

このように、「授業-試験-休暇」のような学校の日常が繰り返されており、補習学校での生

活が「最も有意義だ」と彼は考えていた。第四補校での安定した学校生活に恵まれ、顔濱は

開講して間もなく「最近は平穏な暮らしをしている。これまでの窮屈な生活は、英語の予習、

読書、習字などによって充実したものになり、暇な時間がほとんどなくなった 123」と記し、

生活の好転を記録した。それに「将来の社会で英語を活用する 124」ことを期待し、「より多

 
118 顔濱日記 1942 年 7 月 8 日付。 
119 孫運仁、前掲。姚惠泉ほか、前掲。 
120 顔濱日記 1944 年 4 月 4 日付。 
121 顔濱日記 1944 年 4 月 4 日付。 
122 顔濱日記 1942 年 8 月 26 日付。 
123 顔濱日記 1942 年 7 月 17 日付。 
124 顔濱日記 1942 年 12 月 20 日付。 
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く友達を作り、より多く知識を学びたい。それを将来の偉大な前途の基礎とする 125」と志

を立て、このような平穏な日常がそのまま続くだろうと予感していた。 

 

2．雑誌『星火』の創刊 

 

 第四補校での授業以外に、文学愛好者である顔濱は同窓と 1944 年に一つの文芸雑誌を創

刊した。雑誌名は『星火』であり、いつか「燎原（止めようもない盛んな勢い）」するとい

う意味を顔濱は託した。現在は『星火』は行方不明となり、雑誌に書かれている具体的な内

容を知ることはできないが、顔濱が『星火』のために奔走する日々の記録が日記に頻繁に登

場する。顔濱は執筆、編集と印刷の仕事を担当しているが、雑誌運営の経験がなく、意見を

求めるためにたくさんの友人に手紙を送ったり、原稿募集のために走り回ったりしていた。

同じ第四補校の雑誌『夜友』や『六英』の編集組に雑誌編集について助言を受け、他の夜間

中学校の雑誌『寒光』から組版の方法も学んだ。日記によると『星火』は戦後まで続いた。 

顔濱は文学好きで、普段はよく『大衆』『万象』『春秋』といった大衆誌、それに林語堂が

主編を担当する『西風』のような文芸誌も購読したりしている。彼は『星火』に「李氏の悲

哀」、「私の生活の素描」、「友愛」などの短編小説や随筆を投稿しており、その文章は国語の

教員に「深みがある」と褒められたことがある。『星火』の執筆者も読者もほとんど第四補

校の青年および彼らの知人であり、世には広く読まれていない校内の刊行物であると考え

られる。一方、雑誌『星火』を作ることによって、学内外の文学に興味を持つ青年が集まり、

一つのネットワークを形成した。彼らは毎週定期的に集会を開き、原稿募集から印刷までの

事務的な仕事について話し合っていた。 

雑誌の創刊を通して多くの青年の仲間と知り合ってから、顔濱の余暇は更に豊かになっ

た。彼は友人と何度も集会や旅行に出かけた。1944 年 1 月 6 日、顔濱は同級生 6 人と兆豊

公園に遊びに行った。4 月 9 日、4 人で龍華に遊びに行った。5 月 20 日、教員と学生 25 人

で英文班の交誼会を行った。9 月 24 日、公園で英文組の同窓会が行われた。10 月 1 日は

英文班学友会、19 日はまた同級生と兆豊公園で集まった。12 月 3 日、10 人の学生はペタ

ン公園に集り、24 日、十数人が友人の家でクリスマスパーティーに参加した。1945 年 1

月 21 日、友人の家で集会。2 月 18 日、フランスの公園で『星火』について話し合ってい

た。4 月 1 日、同級生 3 人と龍華寺に遊びに行った。5 月 13 日、第四補校の教員と 12 人

の同級生が自転車で真茹まで遊びに行った。 

これらの日記を読むと、戦争の痕跡がほぼ見られず、まるで平和の中で書かれた日記の

ようである。しかし、平和の日々を語ることにより隠されたのは、戦争と隔絶されたよう

な世界に敢えて進んでのめり込もうとする姿勢であるように考えられる。 

 

 
125 顔濱日記 1942 年 12 月 20 日付。 
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第 3 節 遥かなる戦場の想起 

 

1． 抗日劇『鞭を捨てろ』 

 

穏やかそうな学校の日常の裏には実は危機が迫っており、しかもそれは授業の初日にす

でに現れていた。その日、顔濱は夕飯を食べて早めに出発した。318 号教室に入ると、十人

ほどの学生がいた。「もっと人が多いはずなのに」と思って席に着いたが、いくら待っても

先生が現れなかった。同級生が事務室に尋ねに行くと、付近の道路が封鎖されているため、

黄家沙に住む陳沢南先生が来られなくなったのだという。そのため結局ほかの先生が授業

を行うこととなった。授業終わりに代理の先生は、「今日は夏期講座の 1 回目の授業だった

が、封鎖のためたくさんの学生と教師が来られなくなった。実に不吉な兆しだ 126」と冗談

っぽく言った。顔濱の記述によると、教員の話を聞いた学生は皆笑ってそれを受け流してい

たが、それは「占領」という現実に対するどうしようもない苦笑いであるように考えられる。 

このような「占領」がところどころ顔を出した事例は学校の日常と同時に語られている。

これらの出来事の中に、顔濱に最も刺激を与えたのは、第四補校の交誼会での観劇の経験で

あった。その日、交誼会で弁論、合唱、ハーモニカ演奏、演劇、評劇 127が披露され、最後

に、話劇社の「監督」と呼ばれる人が「先ほど偶然に出会った」という旅芸人の親子を余興

に参加させた 128。観衆としての顔濱はこの旅芸人のパフォーマンスにかなり強い刺激を受

け、日記でその詳細を丁寧に記録した。 
 

娘が『四季花開』と『街頭月』という歌を歌い始めたが、突然飢餓で倒れて歌うことができなくなり、

そのことに怒った父は娘を鞭で打った。その後、観衆の一人が「鞭をすてろ」と叫びながら父の手か

ら鞭を奪った。そして父は、自分たちは元々ある程度の生活をしていたのに、戦禍にさらされた農村

を逃れ上海に流入した経緯を涙ながらに訴え、最後に「これは誰のせいだろう」と疾呼した。彼の言

葉は皆の同情と怒りを引き起こし、場内は一瞬でしんと静まり返った。それを見た学友会の主席が立

って、「人間には助け合いの責任があるから、彼らを助けましょう」と学生たちに呼びかけながら募金

を行い、全ての人が歓呼の声を上げて拍手した。父が非常に感激して思わず歌を歌い、幕引きした 129。 

 

ここまで観た顔濱は、初めそれが演劇であることを知らなかった。演劇が終わると、主席

が劇中で募ったお金をそれぞれ返還した。観衆の中のある人が「父」役の人物に「陳さん、

お疲れ様でした」と挨拶した。顔濱は「ようやくわかった。この二人は学校の演劇社の役者

なのだ 130」。 

 
126 顔濱日記 1942 年 7 月 6 日付。 
127 中国の地方劇のひとつである。 
128 顔濱日記 1942 年 8 月 16 日付。 
129 顔濱日記 1942 年 8 月 16 日付。 
130 顔濱日記 1942 年 8 月 16 日付。 
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劇の題名は言及されていないが、日記に記されたあらすじからすると、それは日中戦争期

に流行した街頭劇の『鞭をすてろ』であると思われる。『鞭をすてろ』は劇作家の田漢がゲ

ーテの小説『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』を参考にして改作した一幕劇であった

が、日中戦争の勃発およびその拡大にともない、劇作家の陳鯉庭がそれをさらに改作し、街

頭劇に仕立てあげた。中国における街頭演劇とは、時事を反映する短い演劇であり、強い政

治性、鼓動性、時効性、通俗性を有し、「広場演劇」とも呼ばれており、舞台、劇場の制限

に左右されない演劇の一種である 131。演出において劇場という空間が消失してしまったこ

とで、観客は劇の内容が虚構ではなく真実だと受けとめるのである。顔濱が観たのは学校の

舞台で演じられたものだったが、演劇であることを隠している点は街頭劇の発想と一致し

ている。 

『鞭を捨てろ』に登場した台詞と歌は、劇の行われる地域や時期によって多少修正され、

また即興的な演技手法を用いるケースも考えられるため、全く同じ上演はほとんどない。顔

濱の観た劇では、父と娘は戦禍に見舞われ、農村から上海に流入した難民という設定であっ

た。それと同じく戦時期の上海を背景とする台本は、1938 年の戯劇専門雑誌『大衆劇選』

に掲載されたものであり、最も顔濱が観たものに近いと思われるため、それを参考にしなが

ら分析をしていきたい。 

まず、田舎の娘が上海にやって来てすぐに「新派の曲」〔流行りのもの〕を歌おうとした

が、父にやめさせられたというシーンだった。そこで「国難に遭ったのに、相変わらず軽佻

な歌を歌うというのは、どう考えてもおかしいだろう。中華民国は日本にいじめられてい

て、俺たちはだだの旅芸人だが、愛国心がないわけでもない。その代わりに『九一八小調』

を歌おう 132」という父のセリフがあった。「新派の曲」という上海ならではのにぎやかな都

会生活を隠喩する一言は、国難を無視して相変わらず平穏な生活、さらに享楽的な生活に満

足する上海の人々への不満と揶揄の表れでもあったのであろう。また、下層民衆の反発を避

け、彼らの趣味に合わせるため、初めは軽快な（さらには妖艶な）歌を歌い、その後に動員

の意図を伝えるという手段が劇作家によく使われる。流行りの、そして低俗な演芸手段で

も、それを批判的に用いることができれば下層民衆に対する動員には役に立つと彼らは考

えていた 133からである。 

次は、「新派の曲」の代わりに歌われた『九一八小調』だった。『九一八小調』はその名の

通り、満州事変によって悲惨な生活を送ることになった人々を描写する内容であり、民衆の

愛国心を喚起するものであるように思われる。演劇の結末について、「太鼓をたたくか、あ

るいは歌を歌って結ぶのがよい。誰もが知る歌が一番なので、『打回老家去』または『義勇

 
131 中国の街頭演劇に関する説明は、王志艶編『中国曲芸』（北京燕山出版社、2006 年）を参考にしてま

とめたものである。 
132 尤兢編「放下你的鞭子！演出説明」『抗戦戯劇叢刊 ―大衆劇選（第 1 輯）』上海出版公司、1938 年。 
133 莊浩然ほか「中国左翼戯劇家聯盟最近行動綱領」『二十世紀中国文学史文論精華・戯劇巻』河北教育出

版社、2000 年。 
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軍進行曲』が最も適切である」という「意見」が書いてある 134。「打回老家去」は「日本帝

国主義を撃退せよ！東北は私たちのものだ！」という表現がその主旨であり、「義勇軍進行

曲」は周知のごとくのちに中華人民共和国の国歌となった歌である。こういった街頭劇に使

用された歌は、それぞれの役割を担っている。単調なスローガンより宣伝においては多様性

や芸術性を有する一方、歌は「集団の力の表れ」、「戦闘の武器」、「群衆を組織する工具」な

どと意味づけられ 135ており、民衆に「団結一致」の精神を認識させて闘志をたぎらせる効

果がより顕著だからである。つまり、劇作家は歌（特に合唱）の形でその場にいる人々を動

員・組織することを目指していたことがわかる。 

この観劇の体験は顔濱にとって「永遠に心に残る」エピソードである。彼はしばしば映画

や劇などを見た後の感想を日記に書いたが、ほとんどの場合それらは３行程度で劇のスト

ーリーと彼のコメントを簡潔にまとめた程度のものでしかなかった。しかしこの演劇の場

合、その詳細が 2 頁にわたって記されており、類似の日記の記述の中では珍しく詳細に書か

れたものであった。この作品に対して顔濱は「脚本の深意、そして彼らの完璧なパフォーマ

ンスに対して本当に心から感服した。 

 興味深いことに、「父」の「これは誰のせいだろう」という答えが明らかである詰問に対

して、その場にいる人々はなぜか「一瞬でしんと静まり返った」。上述した『大衆劇選』の

脚本に設置された「日本帝国主義を打倒せよ」のようなスローガンを高らかに叫ぶ光景、あ

るいは抗日歌の斉唱は、顔濱を含めた観衆の中で発生しなかった。「父」が発した戦争責任

を問いつめるような言葉に対して、人々は沈黙のままでいた。この意外な、高揚の闘志に導

いていかない沈黙こそ、人々を劇から現実に引き戻した。この現実とは、役者の演技を見抜

いた意味での現実ではなく、「父」の問いに対して「日本軍のせいだ」と堂々と答えられな

い現実であり、大衆動員を目指した劇作家の意図に応えられない現実でもある。沈黙の後、

学友会主席の「人間には助け合いの責任がある」という一言で、結局戦争の責任を人間の相

互扶助の問題にし、観衆の拍手の中で幕引きした。 

この沈黙は、占領下の上海の青年が怒る勇気のないことを指摘することのできない抑圧

を表していると解釈することも可能であり、一般人と革命との疎遠の表れとして解釈する

ことも可能であろう。実際の動員と向き合った彼らは、茫然としていた。茫然とした瞬間に

彼らが劇のストーリーを離れ、現実としての「占領」に気づいたが、この現実に対して彼ら

が何も言えなかった、あるいは何も言わなかったという沈黙が示した舞台上下の温度差は、

左翼劇作家が期待した動員効果と現実との距離を示したと言えよう。 

 

2． 占領下の文筆活動 

雑誌『星火』の刊行は順調に進んでいたわけではない。1942 年 10 月から、上海におい

て防空演習が行われ、それと並行して夜間の灯火管制も実施された。顔濱が学校に通うの

 
134 尤兢、前掲。 
135 岩間一弘、前掲。 
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は夜間なので電気をつけなければ授業は行えなくなるが、それも灯火管制の命令で困難に

なった。 

 
「不夜城」と呼ばれた上海は一瞬で暗黒の世界に陥り、街灯や車の前照灯などの使用は全て禁止さ

れた。通学路はまさに黄泉路のようで、人力車、並木にぶつかっても全くおかしくない。国語の先

生もこのような風景に触発され、「変態後之夜上海」というテーマの作文を宿題として出した 136。 

 

1943 年から、日本軍の戦況の悪化とともに、上海市民に対する統制はさらに厳しくなっ

た。午後 7 時半から 9 時半まで、室外は消灯しなければならないが、室内は消灯しないとし

ても、商店は明かりが漏れないように営業しなければならない。演習の時には、警察、消防

隊、自警団が全て出動するだけではなく、日本軍機が空中から巡視し、不備を発見すると赤

と青の灯光信号を出して警告を発する 137というのである。1944 年の秋、連合国軍が上海に

対して空襲を開始し、上海市民の電気使用はさらに厳しく規制されることになった。日本側

は 11 月 24 日から「一戸に一電灯を保有する」ことを規定し、電気コンロは医療用以外の目

的に使ってはならず、工場は軍需工場以外に電力供給が全部停止となった。1945 年 2 月、

市民の照明使用時間は夜 7 時から 10 時までと規定された。電車の運転時間は基本的に午前

6 時半〜10 時、午後 4 時〜9 時になっており、他の時間帯には運行回数が激減する、または

完全に運休するという状況であった 138。この時期上海に在住していた作家の鄭逸梅は、「夜

は灯火管制のせいで電車が早めに運転を終了するから、定期券を持っていても暗闇の中で

歩行しなければならない。雨の日だったらさらに困る 139」と述べている。一方、顔濱は闇

の中でオイルランプ、あるいは蝋燭を点灯して楽しく印刷の仕事を続けたことを日記で記

録した。 

そのほか、顔濱は盧湾区の自警団に強制的に参加させられたため、文章を書く時間が大幅

に減った。1942 年から、租界在住の 18 歳～35 歳の青年男性は該当住宅地区の自警団に参

加することが要求された。日本軍が発した笛の音が聞こえると、彼らはその街区を太い紐で

囲わなければならない。通行中の車両を止めて検問し、それによって数時間以内に当局に追

われている容疑者を逮捕するためである。封鎖は 1 日以上続くことが多く、一ブロックの街

路が封鎖されると、中の住民は調達や仕事に出られなくなる。フレデリック・ウェイクマン

はこのような住民区域の警戒は都市の抗日活動を阻害する面で驚くほど有効であると評価

している 140。一方、これらの規定はほぼ空文のようでもあった。実際に自警団に出勤した

のは、店主が指名した店員であったり、世帯主が指名した家の使用人であったり、さらに雇

用された「専業の自警団員」であった。これらの人は自警亭で小説を読んだり、居眠りをし

 
136 顔濱日記 1942 年 10 月 2 日付。 
137 熊月之編『稀見上海史志資料叢書』上海書店、2012 年。 
138 唐振常編『上海史』上海人民出版社、1989 年、853 頁。 
139 鄭逸梅、徐卓呆『上海旧話』上海文化出版社、1986 年。 
140 フレデリック・ウェイクマン著、梁禾編『遠航：魏斐德演講訪談錄』新星出版社、2018 年。 
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ていた。顔濱も演劇を見に行きたい同僚に自警団の出勤を頼まれた経験があり、彼自身が元

泰の代表として出勤したこともある。数回も出勤すると、彼は自警亭という空間でのある種

の「自由」を発見した。顔濱は自警亭に紙とペンを持っていき、勤務時間帯で文章を作成し

ていた。このような書くという行為で行われた「軽微な反則 141」を通して、顔濱は自警団

という末端の支配システムから暫く精神上の逸脱を実現した。これらの「逸脱」は必ずしも

能動的な抵抗に由来するわけではなく、惰性、利己、合理化といった人間にとって容易に変

えられない「慣性」によるところが多いにもかかわらず、個人の生産性がそれによって保存

されたのである。 

1941 年 10 月から、営業と製品の状況を厳密に管理するため、上海特別市第三警察局兼任

局長の陳公博は「印刷業管理暫行弁法」を起草した。手続き上、上海市内の印刷業者は開業

する前に必ず当該官庁の許可を取得し、営業許可証をもらわなければならない。また内容面

では、三民主義と現行の国策に違反するもの、治安と風俗を妨害するもの、違法または軍

事・外交機密を漏らすものは印刷してはいけない。各印刷業者は毎週印刷したものの種類と

数量を表に記入し、見本刷りを添付して特警処に提出する 142ということで、新聞・雑誌を

含めた全ての出版物に対する審査制度の強化を図るものであると考えられる。 

物価の高騰とともに紙の価格も急騰した。一令 143の白い新聞紙の値段は、1942 年 3 月は

85 元、1942 年は 170 元、1943 年 8 月は 1100 元に達しており、紙価格上昇の勢いと出版業

の苦境を訴えた 144。『星火』は広く読まれた雑誌ではなかったが、紙価格の急騰にも影響さ

れた。『星火』は第 5 号からガリ版で刷ることになり、「ロウ紙とガリ版用具は友人の家にあ

るからまだ大丈夫だが、用紙が問題なのだ。月に 20 部程度で計算しても驚くほどの金額に

なるだろう。星火社の例会で一人 200 元の会費を徴収したが、参加者 10 人で集めたのはわ

ずか 2000 元である。それでは一ヶ月分の支出にも足りない 145」という苦境に陥った。彼は

霞飛路の大豊紙号に印刷用紙を買いに行ったが、闇相場の値段とは大変な差があるようで、

価格について相談してから買うことになった。結局、彼は第四補校の知り合いから比較的に

安価の用紙を購入したが、経費は未だに不十分だった。 

厳しい環境にもかかわらず、顔濱は苦しみの中で楽しんでいた。蝋燭も灯せない夜、顔濱

は時々友人と闇の中で魯迅や巴金などの文人の雑談をし、不安の中にいながらもささやか

な楽しみを見出した。空襲が頻繁になってくると、金物屋の「元泰」も移転の準備を始め、

仕事は以前よりも少なくなった。そんななか顔濱は、出勤もせず、一日中家で原稿を書く、

あるいは勤務時間中に百貨店に行って印刷用紙を選ぶなど、仕事そっちのけで執筆に没頭

していた。元泰の店主に怒られもしたが、顔濱は執筆から運営まで精力的に活動をし、ほか

 
141 ミシェル・ド・セルトー、山田登世子訳『日常的実践のポイエティーク』国文社、1987 年。 
142 「市第三警察局関于擬定『印刷業管理暫行弁法』呈等（1943 年 10 月）」上海市檔案館編『日本侵略上

海史料匯編・中』上海人民出版社、2015 年、766 頁。 
143 一令は 787*1092mm の用紙 500 枚である。 
144 陳蝶衣「編輯室」『万象（第 1 年第 10 期）』万象書屋、1942 年 4 月、228 頁。秋翁「不得不說的話」

『万象（第 3 年第 2 期）』万象書屋、1943 年 7 月、206 頁。 
145 顔濱日記 1944 年 10 月 31 日付。 
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のメンバーの支持を集め、星火社において徐々に重要な位置に上りつめるようになった。こ

のような雑誌『星火』をめぐる文筆活動は学校生活の延長線上にあった。特に灯火管制が実

施された後、第四補校での夜の授業が度々中断され、その代わりに「星火社」の集会が定期

的に行われるようになった。これで「もう一つの反復」を作り出すことを通して「平穏」な

生活リズムを保ち、占領の不穏と抵抗していた。 

1945 年 5 月、第四補校は解散を迎えることとなった。顔濱は二ヶ月前にその情報を知り、

以下のように述べている。 

 
わずか一時間の学校生活が無くなった。これまで毎晩会っていた同級生は散らばるようになり、毎晩

の暇はいかに潰していくのだろう。情勢に強いられて、どうしようもない。私たちはただ明るい未来

の到来を期待するしかない 146。 

 

第四補校の解散と同窓の離別は顔濱に大きな打撃を与えた。彼は生活の重心を失ったよ

うに、上海を離れるという考えが間接的に芽生えた。第四補校で平穏かのように見えた学校

生活を送っていたが、それと同時に起きたのは占領下の暗流だった。しかし顔濱の、現在の

生活を守り、その中から一種の生活リズムを作り出す生き方は、彼の占領下での日々を支え

てきた。特に第四補校は、「残留」による道徳的焦慮に対抗できた一つのテリトリーになっ

ており、顔濱の「知識青年」というアイデンティティーを守った場でもあった。 

 

おわりに 

夜の学校生活は、被占領感覚に対抗できる、占領されていない内面的秩序を作り出した。

このような内面的秩序は顔濱の個人の生産性の表れであった。この生産性は、一生懸命勉強

し、広く交友し、雑志を創刊するなど、第四補校という場で行われた日常の些細なことの反

復の中で生じたのである。これらの反復=生活のリズムが顔濱に「平穏」を感じさせ、占領

という現実から遠ざかったように思わせた。勿論、その「平穏」の裏で暗流が働いている。

例えば、顔濱は学校の文芸公演を余暇に見ているが、演目は満州事変を題材にした「鞭をす

てろ」であった。また、顔濱は雑誌の刊行に熱心であったが、南京政府が実施した灯火管制

のため、多くの印刷作業は微弱なロウソクの下で無理に行わざるを得なかった。さらに、「平

穏」な生活リズムを成立させる場、すなわち第四補学校も、終戦直前には閉鎖を命じられた。

学校が閉鎖された後、顔濱は生活の支点を失ったかのように、上海に「もう未練はない」と

感じ、離れようとしていた。これらの出来事からは、顔濱が戦時期の苦悶の生活から逃避す

る姿、そしてあらゆる闘争を避けてもう一つの生活空間を求めようとする姿が見られる。ま

た、そこで日常性は支配権力と対峙しうる力を持つことが確認された。 

被占領側にとっての「平穏な日常」は、占領政権の正当性を美化する言葉、あるいは占領

政権下に生きた民衆を辱める言葉として捉えられるきらいがある。顔濱日記に「今の生活の

 
146 顔濱日記 1945 年 3 月 11 日付。 
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自由は否認しがたい」という一言が書かれているように、戦時下の暮らしを苦痛に思うどこ

ろか逆に「平穏」に感じているということは、口外するわけにはいかない、顔濱自身にとっ

ても意外な経験だった。しかし、この「平穏」という日常感覚をいかに理解すればよいので

あろう。その逃避が生み出した「平穏」という感覚は、いわゆる戦後の価値判断では語り尽

くせない、戦時下でしか効力を有しない言葉であろう。しかし、顔濱の語った「平穏」は必

ずしも平和を意味するものではない。明らかに「平穏」ではない状況下で「平穏」を語るこ

とは、厳しい状況下で、これまでと同じような生活をするという従来の日常感覚の維持がさ

らに必要とされ、「平穏」な日常感覚が断えず構築されているのであろう。つまり「平穏」

という日常感覚も、暴力があるからこそ作り出される日常感覚であり、戦時期を生きるため

には作り出されなければならないものなのである。この「平穏」な日常感覚さえ奪われた後、

顔濱は「現在」を離れることも守ることもできず、未知の「未来」の到来を待つしかなくな

った。 
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第 4 章 「解放」の予感 
 

はじめに 

1944 年 7 月から 1945 年の終戦の直前までのおよそ一年間、在中米空軍は上海にある日本

の軍事施設に対して空爆を加えた。その主な目的は、日本の艦隊航路を遮断することと、埠

頭、飛行場、軍需倉庫、油庫、軍需工場といった軍事施設を弱体化させることであった。 

第二次世界大戦中の空襲に関する研究には、中国と日本で一定の蓄積がある。中国では、

1937 年から 1945 年までの日本軍による空襲に研究が集中している。例えば、前線である江

蘇、浙江、江西、福建、広東といった地域における日中両軍の空中戦や、銃後の四川、貴州

などの地域における日本軍の国民党「大後方」に対する空爆である。なかでも重慶爆撃 147

をめぐる研究は、最も蓄積が多い。これらの研究は、空襲の実態（規模と回数）、民衆の日

常生活と心理、政府の対策、防空・消防事業の展開などのテーマを取り上げ、档案、新聞、

日記などの史料を駆使し、ここ 30 年のあいだ豊かな研究成果を生み出してきた。他方日本

では、東京、名古屋、大阪、神戸などの本土空襲に研究が集中し、とりわけ原爆に関する研

究には膨大な蓄積がある 148。 

だが、終戦直前に米軍によって行われた日本占領地に対する空襲については、ほとんど研

究がなされていない。その理由として考えられるのは、史料上の制約である。長志珠絵が指

摘したように、空爆をめぐる記録は機密情報として軍や政府によって占有され、戦闘終了直

後のみならず、戦後の長きにわたって公開が制限されてきた 149。また、占領地における言

論統制により、新聞は宣伝の道具となってきた。その報道内容から日本軍報道部の意図を読

み取ることも重要ではあるが、歴史的実態を把握するという意味での史料的価値は高くと

は言えない。このような状況のなか、顔濱日記のような、当時の上海に住んでいた一般人の

日記や回顧録に記された上海空襲の記録は、その歴史を考証する際に重要な史料となる。 

本章では、米軍の上海空襲を地上の、すなわち顔濱を含む上海住民の視点から考察する。

本章で使う資料は、当時の上海に在住していた青年、記者、ユダヤ難民の日記、回顧録、回

顧録を主とする。そのうち特に虹口区の上海ゲットーに住んでいたユダヤ難民の自伝が近

年続々と出版されており、この空襲をめぐる外国人の証言が確認された。本章では、これら

の二次史料を活用し、新聞・雑誌の空襲報道と評述と照らし合わせつつ、「下からの視点」

から上海空襲を描くことで、顔濱にとっての空襲とは何かを考える。 

 
147 1990 年代に至るまで、重慶大爆撃をめぐる研究は中国学界で関心を引き起こしていなかった。この分

野の研究は日本の研究者の前田哲男が最初に行っており（前田哲男『戦略爆撃の思想：ゲルニカ・重慶・

広島』朝日新聞社、1988 年）、中国の研究者に大いに参考された。近年の研究は、古琳暉「近二十年来関

於抗戦時期日本空襲与中国反空襲闘争研究総述」『抗日戦争研究』2012 年第 2 号。潘洵ら『抗日戦争時期

重慶大轟炸研究』商務印書館、2013 年。潘洵「視野・理念・史料：関於深化重慶大轟炸研究的思考」『西

南大学学報（社会科学版）』2014 年第 4 号。潘洵「深化侵華日軍無差別轟炸研究的方法論思考」『抗日戦

争研究』2016 年第 2 号、などが代表的である。 
148 例えば、前田哲男、前掲書、田中利幸『空の戦争史』講談社、2008 年。荒井信一『空爆の歴史』、岩

波新書、2008 年。長志珠絵『占領期・占領空間と戦争の記憶』有志舎、2013 年。 
149 長志珠絵、同前、168 頁。 
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第 1 節 米軍の上海空襲 

 

1．上海空襲の経過 

 

実際の空襲始まる前の 1943 年秋頃から、すでに空襲に関するデマは上海で飛び始めてい

た。上海の銀行、工場、学校は時にある「お知らせ」を受け取るようになり、「間も無く中

米空軍は上海に対して爆撃を行うので、市民は早めに帰郷していほしい」との内容であった

150。顔濱の 1943 年の日記は欠落しているため、その時点で彼が空襲の噂を聞いたかどうか

は定かではないが、1944 年の日記では、彼は 3 月 3 日に米軍が南京・蕪湖に対して爆撃を

行うとの噂に触れ、「上海も爆撃される可能性がある」のではないかと予想している。この

日から毎月 9 日の「防空の日」にのみ行われていた灯火管制は、永久灯火管制に改められ

た。5 月に入ってからは、日本軍は市民の防空訓練をさらに強化し、電気使用を厳しく制限

した。これに違反すると重い罰を受けるので、顔濱が通っていた夜学も早い時間に授業を終

えることとなった。防空演習用の日本軍機が毎日上海上空を旋回していたが、地上の住民は

「全く動かず、とっくにこのような生活に慣れている 151」ようであった。絶え間ない演習

に飽きた顔濱は、「本当の空襲が来たとき、人々も演習だと思ってしまうかもしれない 152」

と書いており、このような演習の意味を疑問視した。 

1944 年 8 月 8 日になると、本当の空襲が来た。その日の朝、当時元泰にいた顔濱は初め

ての空襲を体験し、次のように記した。 

 

忠海 153が駆けつけてきて、「今朝 4 時 50 分、重慶からの美軍機 B24 型 1 機が上海に侵入し黄浦江に

爆弾を投下した。今北京路のあちこちに『号外』が貼られている」と報告した。不思議なことに、こ

んな大事件がすぐ近くで発生したのに、私たちはまるで太鼓の中に閉じこもっていたようだ。忠海は

報告を終え、非常に興奮していた。確かに、少数の成金や特殊な観念を持つ者を除いて、多くの市民

は彼のように興奮しているだろう。暗くて狭い籠の中に閉じ込められた人々は、外の世界の輝きも美

しさも眼に入らず、ほとんど眠りに落ちてしまいそうだ。しかし突然、外から凄まじい音がして、籠

が揺れ始めた。それが一筋の光明をもたらし、眠りにつく人々の目を覚ました。希望が一人一人の心

に満ちている 154。 

 

 籠が揺れ始めた。この上海上空で姿を現した米軍機は、顔濱をこれまでの「平穏な獄中生

活」から目覚めさせた。実際、これは上海で行われた初めての空襲ではない。当時上海に住

 
150 「美機轟炸前的上海」『聯合週報』第 28 期、1944 年。 
151 顔濱日記 1944 年 5 月 30 日付。 
152 顔濱日記 1944 年 5 月 30 日付。 
153 顔濱の友人。 
154 顔濱日記 1944 年 8 月 8 日付。 
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んでいた記者陶菊隠は、米軍の戦闘機は早くも 1944 年 6 月 12 日から上海上空に飛来しは

じめたと述べている。その日、防空警報が何度も鳴り響き、上海市民は大騒ぎであったが、

翌日の新聞では空襲に関する報道は一切なかった。様々なデマが飛び交っていたが、少し前

に米軍による北平空襲が上海で話題になったため、上海市民はこれらの異変を上海空襲の

前哨戦ではないかと推測した。それから約一ヶ月後の 7 月 8 日、米軍機は上海に対する最

初の空襲を行なった。陶菊隠は当日の状況を以下のように記している。 

 

日本軍の展望台がまだ警報を鳴らしていない時、市民は大きな音を聞いた。窓も家屋も揺れていた。

それは米軍機による上海に対しての爆撃だった。日本側の警報は大変遅れ、米軍機が 3 発目の砲弾を

投下してから鳴りはじめたのだ。 

 

これらの米軍機は成都から飛来した。1944 年後半から米軍は中国の成都を拠点とし、日

本本土への大規模な爆撃を決定した。中国大陸内陸の蒋介石軍支配下にあった四川省の成

都に、米軍基地が建設されることになった。そのため中国の農民 7 万 5 千人余りが動員さ

れ、人海戦術で飛行場が建設された。この時期の対日長距離爆撃には、主に東・東北・東南

という三つの戦略の方向性があった。東方面では日本本土の各種の軍需企業や軍事施設を

攻撃するとともに重要な都市を選択的に爆撃し、東北方面では中国の東北部にある日本の

軍需企業を破壊して日本軍の軍事物資の生産と供給能力を弱体化させ、東南方面では中国

本土と台湾にある日本軍の飛行場に対して爆撃を行い日本機の作戦能力を破壊することに

より、日本本土から東南アジアまでの海路と空路の交通を遮断することである 155。 

1944 年 7 月から終戦直前まで、日本占領地である上海は米軍の「日本空爆」の副次的な

目標となっていた。『上海地方志』によると、米軍は上海の軍事目標を少なくとも 12 回爆撃

し、そのうち江湾飛行場を含む 5 つの飛行場に対して数回にわたって爆撃をおこなったと

されているが 156、実際のところ『申報』に報道された空襲の数はそれより上回っており、

少なくとも 20 回以上があったと考えられる。これらの空襲の主な目的は、日本の埠頭、飛

行場、軍需倉庫、油庫、軍需工場といった軍事施設を弱体化させることである 157。これら

の空襲は顔濱に全て記録されたわけではない。彼は 1944 年の空襲を特に詳しく記していた

が、1945 年の空襲については日記で少し触れただけですませている。その理由は、1945 年

以降の空襲の日常化であるように考えられる。 

空襲が顔濱の日常生活に最も直接的な影響を与えたのは、電気と水道の使用であった。前

述のように毎晩の灯火管制が実施されたほか、昼間の電気使用も空襲が始まると以前より

も厳しく制限されるようになった。実際に空襲が行れると、町の電気は数時間供給が止めら

れた。その中で最も深刻なのは、11 月 21 日の空襲によって起こったフランス租界の大規模

 
155 『飛虎隊与美国援華空軍』編委會『飛虎隊与美国援華空軍 1937-1945』重慶出版社、2015 年、245 頁。 
156 同前。 
157 Kranzler David 著、許步曾訳『上海犹太難民社区 1938-1945』三聯書店上海分店、1991 年、358 頁。 
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な停電であった。1944 年 11 月 21 日の空襲で米軍は、上海の大手電力会社である上海電力

公司を爆撃した。これにより上海の電力供給は大きな打撃を受け、他の電力会社は規模が小

さく、住民の電気需要に十分に対応できなかった。その結果、上海住民は照明も電話も利用

できなくなった。翌 22 日、電話の使用は可能になったが、電車はなお通常運転ができない

状態であった。代わりに臨時汽車が運行されたが、運行時間は数時間しかなく、プラットホ

ームは大混雑で乗車は非常に困難だった 158。26 日に南市に住む姉の家を訪れようとした先

述の顔濱は、電車の利用を断念し、高額の人力車の利用も諦め、大雨の中を徒歩で行くしか

なかったという 159。 

また、水道水の使用量も大きく制限されることになった。1944 年 8 月、上海水道水会社

が水道水の供給量を半減させ、供給時間も午前 9 時から午後 4 時までに変更した 160。その

ため、住民は洗濯をするのに困ってしまった。その対策として、彼らは空襲後の用水に対応

できるようにするため、いつも浴槽に水をたっぷり溜めていた 161。顔濱も日記で、隣人が

水の使用量をめぐって喧嘩していたと記している 162。 

空襲という例外的な状況が次第に常態化し、上海市政府による一連の防空・防火政策が強

化されていった。1944 年 8 月 30 日、上海警察署は長寧路支局など 16 の支局内で防空壕を

掘ることを決定した。9 月 11 日、上海宣伝部は中央書報発行所が発行した各国の爆撃機の

カラー図が印刷された『防空図鑑』を利用して市民に防空知識の普及活動を始めた。10 月

29 日、上海市民防空本部は防火のために市内で井戸を掘り始めた 163。また、夜に電気が使

えないため、市民はランプ、蝋燭を使うことになり、火災の危険が増した。日本軍はさらに

市民に水桶、簾、砂や土などを用意するよう求めるなど、空襲時の火災を予防するための緊

急措置を講じた 164。顔濱が所属した盧湾区の保甲会議でも、負傷者に対するの救急処置に

関する講座が設けられた。彼は好奇心を持ってこれらの講座に参加し、実際には負傷してい

ない健康状態の人々が包帯などで怪我の装いをする様子を見て、「奇妙」で「とても面白い」

と思った 165。 

上海市政府の緊張感と真逆の顔濱の態度は、ほとんどの上海市民の心理を代表するもの

であった。彼らは米軍の攻撃目標が郊外の飛行場か、または黄浦江であるに違いないと信じ

ていたため、米軍の砲弾が市街地に落ちることを心配する者はほとんどいなかった。 

 

 
158 陶菊隠、前掲書、291 頁。 
159 顔濱日記 1944 年 11 月 28 日付。 
160 呉景平『抗戦時期的上海経済』188 頁。 
161 Liliane Willens 著、劉握宇訳『1927-1952 一个犹太人的上海記憶』生活・読書・新知三聯書店、2018
年、191 頁。 
162 顔濱日記 1944 年 8 月 30 日付。 
163 宋元鵬編、前掲書。 
164 王寿林編『上海消防百年紀事』上海科学技術出版社、1994 年、117 頁。 
165 顔濱日記 1944 年 10 月 11 日。 
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2．興奮した市民 

空襲によって一部の工場、会社、政府機関の操業停止、学校の休講、断水、停電、交通規

制など、人々の生活に大きな不便をもたらしたにもかかわらず、空襲が行われるたびに、ほ

とんど上海住民は互いに談笑し、頭を上げて空中を自由に飛び回っている米軍機の銀翼を

眺めながら、歓呼の声を上げた。特別に上海の人々を大いに魅了したのは、1944 年半ばか

ら登場した当時最大級の大型爆撃機 B−29（「スーパー・フォートレス（超要塞）」）である。

B−29 は第二次世界大戦参戦国の空軍の中で最大の戦略爆撃機であり、日本軍機より明らか

に大きく、上海の一般市民も一目で B−29 の姿を確認できるほどであった。顔濱は 1944 年

11 月 11 日の空襲で初めて B−29 を見ることができ、日記の中で「威力が強い、自由自在に

飛び回る」といった想像力あふれる描写で B−29 への憧れを示した。 

 
人々は警戒しながらも喜んでいる。警戒するのはもちろん砲弾だが、喜ぶのは、巨大な破壊力を持つ

B−29 爆撃機だ。某方 166はそれに対してどうすることもできない。某方はいつも新聞で空軍の強力さを

豪語していたが、今日はその実力の差を見ることができて、まさに張り子の虎のようだ 167。 

 

その日 8 時 45 分頃、約 20 機が上海上空に進入し、それぞれ上海の北、南、東の 3 方向へ

進攻し、3〜5 分の間隔で数回爆弾を投下した。攻撃目標は、上海の北部にある江湾空港、

南部にある龍華空港及び高昌廟の軍用倉庫、東部の黄浦江に停泊した日本軍艦である。空襲

の規模について陶菊隠は「爆弾が投下されるたびに、地震が発生したように家屋が激しく揺

れ、ガラスがすべて割れてしまい、置物などが全部ひっくり返った 168」と書いた。この空

襲では、虹口飛行場から日本軍機 2 機が迎撃したが、一機は米軍機に撃墜され、もう一機は

逃走した。これは日本軍機の最初で唯一の迎撃であった。 

1944 年 11 月 21 日 9 時頃、B−29 が再び訪れた。警報と飛行機の音がいつまでも聞こえて

いた。室内で書道の練習をしていた顔濱は、警報を聞き、急いで外に飛び出した。彼と同じ

く、多くの上海住民が外に出て B29 の姿を仰ぎ見ていた。顔濱は、「人々の顔にはみな笑顔

が浮かんでおり、恐怖は全くない」と記し、B−29 について「日本軍の高射砲など眼中にな

く、自由自在に空中を飛び回っている」と描いた。顔濱は以前新聞が日本軍の空中戦力を吹

聴していたのを思い出し、「取るに足らないことがわかった」。この空襲は午前 9 時から午後

1 時まで続いた。その後顔濱は日記に、「覚醒剤を飲んでいるようだ」と書いている 169。こ

のように B−29 の姿を目撃した上海住民はそれと日本軍機の雲泥の差を実感し、日本側の航

空戦力と防空体制の脆弱さをさらに確信できた。 

顔濱の「恐怖より興奮している」というような心理は当時上海の人々に共通していた。そ

 
166 日本側を指す。顔濱は反日の嫌疑を避けるため、日記で日本側を「某方」「X 方」といった別称を使っ

ていた。以下同。 
167 顔濱日記 1944 年 11 月 21 日付。 
168 陶菊隠、前掲書、289 頁。 
169 顔濱日記 1944 年 11 月 11 日付。 
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れは陶菊隠が記した「人々が避難するどころか、わざわざ米軍機を見に行く」という反応か

ら窺うこともできる。このような空襲に直面した上海の人々の興奮は、陶菊隠の回顧録にも

現れている。 

 
人々はベランダで、あるいは屋根に上がって飛行機を見た。さらに道の真ん中まで行って、頭を上げ

て飛行機を数える者もいた。〔中略〕上海人は「日本空軍の神風隊は無敵だと聞いたが、彼らの飛行機

は今どこにあるの？神風兵員は今どこにいるの？」と互いに尋ね、喜んでいた 170。 

 

これらの空襲は『申報』にも報道されていた。この時の『申報』は日本軍報道部の支配下

にあったので、その空襲報道はほとんどが上海日本陸海軍報道部の公表を参考にしていた。

1944 年の空襲に関する報道のほとんどが日本の戦闘機・高射砲による迎撃と米軍機の逃走

が中心的な内容で、被害については「軽微」あるいは「なし」とされることが多かった。例

えば 8 月 8 日の記事では、「敵機が日本軍の勇敢な出撃によって大損害を受けた。今回の襲

撃は、上海における神経戦にほかならない 171」と書かれた。また、1944 年 8 月 30 日の空

襲については、「29 日午後 11 時頃、敵機数機が上海地区に侵入したが、直ちに我が方に撃

退された 172」と報じた。このように空襲初期には、米軍機の数、爆弾が投下された時間、

場所、被害規模などの簡潔な報道が多かった。 

これらの千編一律の記事を、上海住民は読むに価しないものと思っていた。顔濱もこれら

の報道に否定的であった。例えば 1944 年 8 月 30 日の空襲報道を読んだ顔濱は、「今朝の新

聞には、昨夜敵機が上海に侵攻したが、高射砲で撃退され慌てて逃走したと載っていた。こ

のような耳を掩いて鈴を盗むような報道で、どうして住民を欺くことができようか」と日記

に記し、新聞に対する不信感を露わにしている 173。 

これらの空襲で上海市民は「解放」を予感させられた。特に 1945 年に入ると米軍の空襲

はますます激しくなり、前年に比べ規模と回数はそれを大いに上回り、戦争を 1 日も早く終

わらせる勢いを示した。例えば 1945 年 6 月末の空襲では、17 日午後に数機の B−24、B−25

が上海東北部を爆撃し、18 日昼間には複数の P−28、P−57 が上海周辺の飛行場を爆撃し、さ

らに 22 日昼間には B−24、B−25、P−57 などが上海周辺の飛行場および黄浦江沿岸の軍事施

設を爆撃した 174。このようなきわめて密度の高い空襲は、上海市民に希望を与えた。また、

北平の解放、日露の交戦、ドイツ降伏など様々な流言が次々と流れ、それにともない金価格、

ドル為替レートおよび公債は急騰した。顔濱はこれらの異変を日記に記しながら、日本軍に

よる支配の終わりを告げる兆候とみなしていた。言論統制の厳しい占領下上海では報道さ

れない日本軍の「敗色」を、人々は頻繁になってきた米軍の空襲から読み取った。特に 1945

 
170 陶菊隠、前掲書、288 頁。 
171 『申報』1944 年 8 月 8 日付。 
172 『申報』1944 年 8 月 30 日付。 
173 顔濱日記 1944 年 8 月 30 日付。 
174 宋元鵬編、前掲書。 
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年に入り、太平洋諸島で日本軍敗北の消息が上海で広く伝えられており、人々は「もうすぐ

夜が明ける」という感覚を共有し、日本軍の支配がそろそろ終わるだろうと予測していた。 

 

第 2 節 「盲爆」をキーワードに 

 

1．一般人死傷者の出現 

前述のように、空襲の際に上海市民は、普段通り外出し、外出先に滞在するなど、全く緊

張感のない行動をとる者が多かった。1944 年 11 月 12 日の空襲では日本軍の高射砲の破片

で死傷した上海市民は約 17 人であった。それに対して上海日本軍報道部の松平報道部長は、

これまで空襲警報下の市民を「防空意識が低い」と非難し、彼らの行動が「未だ当局の指示

に服従しておらず、なおも上海では戦争の影響を受けないという考え方を持っている 175」

とし、上海人の空襲への無関心を批判した。 

一般人の死傷者の発生にともなって、新聞では「盲爆（無差別爆撃）」という言葉が頻繁

に登場するようになった。『申報』の見出しには、「敵機盲爆我国民衆」（1945 年 6 月 4 日

付）、「敵美盲爆暴行」（1945 年 6 月 20 日付）、「敵機盲爆上海市街」（1945 年 7 月 23 日付）

のような「盲爆」という言葉を使用したものが多く見られる。また、上海だけでなく、漢口、

奉天、台湾、サイゴン 176などの日本占領地への米軍空襲報道にも「盲爆」という言葉が使

われており、これらの空襲の性質を定めた。 

このような「盲爆」を中心とする報道は、日本軍報道部の意を受けて書き上げたものであ

る。その意向は、日本軍海軍報道部松平報道部長が上海市宣伝処長劉徳煊に伝達した「宣伝

要領」から窺うことができる。「冷静に対応すること、デマや流言を厳しく取り締まること、

政府、軍部、大使館の政策を擁護すること」といった内容のほか、空襲報道について以下の

ように具体的な指示がなされている。 
 

〔前略〕 

4) 中国各地における不安定な状況を上海各紙に伝え、英・米・ソの利害関係、対立およびそれぞれの

野心を暴露するよう宣伝を広げる。 

5) 米国の勢力は実は重慶に侵入し、重慶を圧迫している。民族独立のために奮闘しているフィリピン

とミャンマーの国民を応援するよう報道する。 

6) 人口疎開政策を有効に実施するため、米軍機の非人道的な盲爆を非難する。市民の防空意識を高め

る 177。 

 

これらの「盲爆」をキーワードとした空襲報道の中で、米軍の「非人道的」で「残忍」な

 
175 『申報』1944 年 11 月 12 日付。 
176 『申報』1944 年 10 月 20 日付、1944 年 12 月 13 日付、1945 年 02 月 11 日付、1945 年 02 月 28 日付を

参照。 
177 上海市档案館編『日本侵略上海史料匯編（中）』上海人民出版社、2015 年、728 頁。 
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イメージが「米国と『大東亜』の対立」を軸とした宣伝パターンによって作り出された。1944

年 12 月 20 日の『申報』はその前夜の空襲について、「敵の米飛行士は自身の安全のため、

卑しい手段を使って 1 万メートル以上の高度から盲目的に爆弾を投下した。南市の一般住

宅地が残酷に爆撃された 178」と報道した。また、被爆地の惨状を示す写真が掲載され、被

爆地市民が米軍に対して抗議の声も多く報道された 179。そのうち、特に人種主義を唱え、

米軍の「悪」のイメージを強化する宣伝手法が特徴的である。例えば、1945 年 2 月 6 日の

『申報』記事は「イギリス人、アメリカ人は元〔の時代〕から中国人を蔑視している。彼ら

は彼らと同等以上の戦闘力を持つ日本に対してもなお露骨な軽蔑を行っているのに、我々

中国人に対していい印象を持っているわけがないだろう。とにかく彼らは中国人を奴隷と

みなしている 180」と米英の傲慢さを描いた。また、同年 3 月 20 日の『申報』は「インディ

アン戦争の問題、黒人奴隷の問題、いずれもアメリカ人の性格が残虐であることの証であ

る。彼らは昔から白人優位の思想を持って、有色人種を劣等民族とみなしている。彼らにと

って白人以外の人種を殺すことは、ただ動物を殺すぐらいのものである 181」と米国歴史上

の人種差別問題を根拠に、アメリカ人の性格には「生まれつきの残虐さ 182」があると主張

した。 

米軍の空襲が「盲爆」であると位置付けた上で、日本軍は自らの「在中作戦の真義」を繰

り返し強調し、作戦の目的が「米英のアジア制覇の妄想を打破する」ことにあると宣伝し、

英米のアジア侵略の野望を暴露しようとした。これらの記事では、重慶政府が米国の罠に陥

ったとされている。日本側と重慶政府との敵対は「実に止むを得ない行動」であると弁明し、

柔軟な言い回しを使っていた。例えば、1944 年 8 月、日本軍が『申報』で「道義精神を徹

底し、共同の敵を潰す」との声明を発表した。以下で一部引用する。 
 

中国民衆は日本軍の友であり、重慶軍も日本軍の敵ではない。米国だけが日中両国の共同の敵である。

〔中略〕重慶軍をこのような悲惨な境遇に陥れたのは、老獪な米国である。米国は他の民族と人種を

犠牲にして戦争を起こそうとしている 183。 

 

これらの報道によると、重慶には「対日作戦米渝 184統一指揮部」で、実権を握っている

のは米軍参謀長のスティールウェルであり、総司令官の蒋介石ではない。また、米第十四航

空隊、米渝飛行連隊などの米空軍力はいずれも米国指揮官が直接管轄しており、重慶側には

関与する権利がなかった 185。さらに、上海以外の日本占領地の「復興の気象」が米軍の「焦

 
178 『申報』1944 年 12 月 20 日付。 
179 『申報』1944 年 7 月 16 日付。 
180 『申報』1945 年 2 月 6 日付。 
181 『申報』1945 年 3 月 20 日付。 
182 『申報』1945 年 3 月 20 日付。 
183 『申報』1944 年 8 月 18 日付。 
184 アメリカと重慶。以下同。 
185 『申報』1944 年 8 月 18 日付。 
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土戦術」によって破綻してしまった 186など、重慶政府の無能さと米軍の横柄を強調してい

る。このような文脈の中では、米国が日本の唱えた「大東亜」の反対側に対置され、それゆ

えに蒋介石政権を援助するという意味での上海空襲は、米国の「東亜侵略」として位置付け

られた。 

それに対して、顔濱は米軍空襲が「盲爆」ではないと認識していた。例えば、100 人以上

の死傷者を出した 1944 年 11 月 11 日の空襲に対して、顔濱は被爆地区に日本軍の軍工場が

あったこそ空襲の標的にされたと主張し、「こうして見ると、決して盲爆ではなかった」と

捉えている。また彼は、「高射砲の砲弾は高高度で飛んでいた B29 に届かず、地面に落ちて

から上海住民を直撃した。実に憎い 187」と書き、日本軍の高射砲こそが民間人死傷の主な

原因であると主張した。陶菊隠も同様に、日本軍が空襲の犠牲者数を隠蔽し、米軍の無差別

爆撃のせいにするのは、上海住民の多くが日本軍の高射砲で死亡したことを隠蔽しようと

したためだと回想している。 

しかし、米軍機のせいであれ日本軍の高射砲のせいであれ、一般人の死傷は確実に生まれ

ていた。この空襲は「上海楽観論」を否定し、租界が安楽土だと思っていた上海住民を恐怖

に落とし込んだ。人々は避難を考え始めた。特に 1945 年に入ってから、上海の愛国団体は

掲示を出し、住民に早期避難を呼びかけた。1945 年の初め、顔濱の姉が住んでいたフラン

ス租界と華界の境界に位置する南市区も空襲を受けた。顔濱は姉に一日も早く帰郷するよ

う勧めた 188。元泰は移転と従業員の分散を計画し始め、第四補校も 3 月末に閉校命令を受

け、顔濱の職場の知人や夜学の同窓も次々と上海を離れていった。上海の空気は日に日に緊

迫していき、顔濱も空襲に対する「対岸の火事」的な態度から一転、自分のかつての油断を

思い起こして身震いした。この時期の彼の空襲に関する記述には、昔のような興奮した心情

や B29 の魅力に関する内容はもはや見つけられない。空襲への不安が日記に溢れており、

その不安がその後（1945 年 5 月）、顔濱の「上海を離れる」試みにつながったのかもしれな

い。 

 

2．虹口空襲 

顔濱が最後に日記で空襲について言及したのは 1945 年 7 月 22 日である。この日、彼は

数日前に起きた虹口空襲を記録した。「死傷者は数千人を下らぬという」と聞いた顔濱は、

「私は肝が据わっている方だとはいえ、驚いた」と日記に書いた 189。 

1945 年 7 月 17 日の空襲で、虹口区にあるユダヤ人が居住していた上海ゲットーが爆撃を

受け、ユダヤ人を含めて千人以上の死傷者が出た。虹口（ホンキュ）は各国の共同租界であ

りながら、特に日本人が多く（約 10 万人）住んでいた地区であり、「日本人街」あるいは

「日本租界」とまで呼ばれていた。虹口公園正門前に日本海軍特別陸戦車隊本部があったた

 
186 『申報』1944 年 8 月 18 日付。 
187 顔濱日記 1944 年 11 月 11 日付。 
188 顔濱日記 1945 年 1 月 20 日付。 
189 顔濱日記 1945 年 7 月 22 日付。 
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め、米軍空襲の標的になったのは、決して意外なものではない。当時日本人は、ゲットーが

彼らにとってメリットのある存在だと考えていた。彼らは、米軍がゲットーに対して何らは

ばかるところがあるだろうと予想していたため、ゲットーに兵器を積み、油を貯蔵し、無線

局を設置し、軍を駐屯させた。特に太平洋上の日本軍艦を指揮するため、虹口で海軍指揮所

を密かに設置している 190。 

日本人居留民以外、約 1400 人のユダヤ人が虹口にあった上海ゲットーに居住していた。

当時ナチス支配下にあったヨーロッパ地域から多数のユダヤ人が上海へ逃れてきており、

彼らは 1943 年 2 月 18 日に日本軍が発した布告により、同地域に居住および活動を制限さ

れ、終戦までここに留まっていた 191。そこに居住していたユダヤ人は米軍の虹口空襲を経

験した。1945 年 7 月 17 日未明、沖縄から 25 機の A−26 が出動し、正午に上海上空に到着

した。これらの爆撃機は地上の設備では検出できない高度で飛行していたため、上海の日本

軍が把握していた唯一の情報は、沖縄から爆撃機がどんどん近づいているということだけ

であった。12 時 13 分頃、これらの爆撃機が虹口に設置された日本軍の無線局を襲撃した。

虹口の石油タンクを狙っていたはずの爆弾が、ゲットーのすぐ離れた場所に落下した。その

日、虹口ゲットーに爆弾 263 発が落ちた。事後統計によると、華人死亡 360 名、負傷 703 名、

外国人死傷 31 名、日本人死傷 2 名であった。この空襲により多くの負傷者が生まれ、約 700

人の難民が住む所を失った 192。この空襲を経験した当時まだ幼かったユダヤ人たちは 50 年

後の再会であの日を以下のように語った。 

 
Rena Krasno： 

あれはじめじめした日だった。空はどんよりと曇っていた。7 回目の警報が鳴ったら、爆弾が落ち始

めた。友人は自転車で家へ逃げる時、ある武装した日本軍兵士に自転車を奪われた。その人はその自

転車に乗ってさっさと逃げてしまった 193。 

 

Ruth Spiegler： 

爆撃が発生した時、私たちは嘉道理学校にいたが、爆撃機の音が聞こえたら急いで机の下に隠れた。

あの時私は 10 歳だったが、まるで昨日の出来事のようにあの日の光景を覚えている。父は空襲後、急

いで学校に迎えに来てくれた。父は私の目を手で覆い、「目を閉じてくれ」と言いながら、道端にある

死体と悲鳴をあげる負傷者を私に見せないようにした 194。 

 

Doris Fogel： 

7 月 17 日が来るたびに、あの恐ろしい爆撃を思い出してしまう。Ruth Spiegler と同じように、私もそ

 
190 Rena Krasno、前掲書、118 頁。 
191 阿部吉雄「上海のユダヤ人ゲットーに関する考察」『言語文化論究』2002 年第 15 号。 
192 『申報』1945 年 7 月 19 日付。 
193 Rena Krasno、前掲書、118 頁。 
194 李惟瑋『犹太難民与上海  第 1 輯』上海交通大学出版社、2015 年、211 頁。 
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の日嘉道理学校にいて、空襲の時に机や椅子の下に隠れていた。数年後、私は中学校の教師になった。

歴史を教える際に、私はいつも 1945 年 7 月 17 日の爆撃の歴史を学生に教える。あの爆撃が私に与え

た影響はあまりにも大きすぎるからだ 195。 

 

Lea Baumann： 

あの日、私たち家族四人は一緒に死ぬのではないかと思った。私はもともと嘉道理学校で昼食会に参

加するはずだったが、用事があって早めに家に帰った。父と兄も職場にいるはずだったのに、なぜか

家に帰っていた。それで家族全員でお昼を食べることになった。食事の最中に突然爆弾が落ちて、私

たち四人は慌て、しっかりと抱き合った。その瞬間、家族がとても親しく感じられ、どうせ死ぬのな

らみんなで一緒に死のうと思った 196。 

 

これらのユダヤ人の記述から、この日の空襲の惨状が窺える。その後、虹口の被爆地域を

訪れたある『申報』記者は、空襲後の惨状を次のように記録した。 

 
路上の血まみれになった死体のほかに、真っ赤になった血の跡が人々に踏みにじられ、瓦礫や木の下

で生き埋めになった人がどれほどいるだろうか。記者は空襲発生から 4 時間後に一人がレンガの山か

ら引きずり出されたのを目撃した。負傷の程度はそれほど深刻ではなかったのだから、もう少し早く

発見されれば、死ぬほどではなかったかもしれない。中国人やユダヤ人が駆け回って救助活動を行っ

ている。負傷者はトラックや人力車に運ばれ、あちこちに救急搬送された 197。 

 

この 7 月 22 日の虹口空襲が行われるまで、ほとんどのユダヤ人は上海人と同じように米

軍の爆撃を歓迎していた。彼らは上海人と同様に日本側の防空演習に気を払っていなかっ

た。虹口ゲットーのユダヤ人難民は、日本軍の倉庫を攻撃目標とする米軍機が彼らの住む

「指定区域」に誤って爆弾を投下してしまわないかと恐れていたが、難民の多くは防空訓練

に真面目に参加しなかった。彼らは、米国が彼らの居住区を爆撃することなどないと信じて

いた。実際、空襲が起きたとき、多くの難民、特にその中の若者たちは、空襲の様子を興味

深く見て、米軍機の戦闘能力を誇りに思っていた 198。ユダヤ難民の Liliane は回顧録で「み

んなは米軍の飛行士に歓呼の声を上げたくて、爆弾と高射砲の音を聞きたがった。防空壕に

入る前に、私はいつも高射砲の煙を見ながら、空中の爆撃機に腕を振る 199」と、上海市民

と同じように心を踊らせていた。彼女は「市民は未来に希望を持っている。間違いなく、日

本軍の支配は終わりに近づいている 200」と、空襲を解放の予感と見做しており、自分自身

 
195 前掲書、211 頁。 
196 同前。 
197 『申報』1945 年 7 月 18 日付。 
198 Kranzler David、前掲書、358 頁。 
199 Liliane Willens、前掲書、191 頁。 
200 Liliane Willens、前掲書、195 頁。 
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がこの解放のための犠牲者になると思わなかった。 

虹口空襲の後、身近に発生した死に恐怖を覚えた顔濱は次のように書いている。 

 
上海人の普段の行動から見れば、確かに死んでもまだ罪を償えない。私も根気が足りず、自業自得で、

死んでも惜しくない。 

 

これは顔濱が初めて空襲で死亡する可能性について、日記で語ったものである。彼の米軍

への爆撃に対する態度が変わったかどうかについては触れていないが、気持ちが動揺する

様子は読み取れる。彼にとって空襲は、上海残留への報いのようであった。上海の人々は空

襲の爆撃に対して、自らが被害を受けるかもしれないという死への恐怖と、日本軍による占

領から脱することができるという解放への期待とが絡まり合っていた。彼らは米軍が日本

軍の軍事施設のみを標的とするだろうと確信していたが、頻発した「盲爆」あるいは「誤爆」

によって一般市民の死傷者が増えるにつれて自らの運命を不安視するようになり、この先

どのような運命が到来するかも分からないまま、危険の中で日常生活を維持しつつ生き延

びるしかなかった。特に空爆の直接的な被害を被った一部のユダヤ人たちは、上海人よりも

空襲の恐ろしさを知り、米軍に対して複雑な気持ちを抱えていた。 

 

第 3 節 解放と「解放感覚」 

 

1．精密爆撃の神話 

そもそも米軍の上海空襲は、無差別爆撃だったのか。戦略爆撃に関する研究を行った前田

哲男によると、第二次世界大戦期において米空軍は、標的となる地域の住民に恐怖を与える

ということよりも、精密爆撃で敵の戦闘能力を破壊するという自らの空爆の思想を唱えた

が、そもそも「精密爆撃」を行うということ自体、つまり上海の日本軍軍事施設のみに対し

て爆撃を行うこと自体がほとんど不可能なことである 201。また田中利幸は、当時のレーダ

ーやノーデン爆撃照準器といった攻撃目標設定技術は、極めて不完全なものであった。その

上、しばしば雨雲で視界が悪い、投下した爆弾が強風による影響を受ける、乱気流によって

機体が激しく揺れて不安定になる、といったような気象条件による問題があったと指摘し

た 202。さらに、上海ゲットーに関する研究を行った Kranzler David は、「米軍の飛行士は非

武装地帯を爆撃してはならないという命令を受けてはいたが、爆撃目標の隣接の非武装地

帯は常に爆撃される危険にある 203」と似たような意見を述べた。つまり、低空飛行は高射

砲に撃墜されるリスクが高いため、多くの飛行士は安全のために高度から爆弾を投下した

可能性も考えられる。そのため、上海の一般市民は常に空襲の危険に晒されていた。この潜

 
201 前田哲男、前掲書。 
202 田中利幸、前掲書、218 頁。 
203 Kranzler David、前掲書、358 頁。 
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在的危険性については、雑誌『交通週刊』に掲載された米軍将校の証言からも窺える。 

 
チャールズ中将は記者団との会見を開き、中国の内陸で行われた対日爆撃について談話を発表した。

彼は「中国の民衆、都市は甚大な被害を受けかねない。日本軍の軍事施設のみに対して正確な爆撃を

行うことは極めて難しいため、多くの犠牲者が生まれる可能性がある」と述べた 204。 

 

同誌はまた、「B24、B25 は来襲する際に、たびたび低空爆撃を行い、機銃掃射をした。こ

の度の空襲は戦略爆撃であると思われていたが、実は市街地区に対しての無差別爆撃であ

り、遭難したのは無辜の住民たちばかりである 205」と、B24、B25 型爆撃機の作戦の方法か

らそれによる精密爆撃の限界を指摘している。 

この雑誌は『申報』と同じように、その政治的性格やそこから生じた信憑性の問題につい

ては考証を待たなければならないが、米軍機の作戦方法の限界から考えても、常識的にも、

空爆の「万に一つの失敗もない」というような「精密爆撃の神話」が否定されることになり、

上海住民が常に死の危険と隣り合わせの状況に置かれていた事実は否定できない。 

 

2．解放のための空襲 

これらの「無差別爆撃」をめぐる様々な説には、空襲の際に上海の人々が避難すべきかど

うかという単なる生存の問題が存在するだけでなく、彼らが自らのアイデンティティをど

のように認識していたかという問題も存在する。つまり、上海人の空襲体験には、日本と同

じ側に立って「被害者」になるか、それともその反対側に立って「被解放者」になるか、と

いう占領状態のなかで生きる住民であるがゆえに避けては通れないポジショナリティの問

題が内在しているのである。 

このようなポジショナリティの問題こそ占領地上海における空襲体験の特殊性の根源で

あろう。「盲爆」か「誤爆」かわらかない空襲に対して、上海の人々は『申報』が描き出し

た空襲像・米軍像を信用せず、空襲に対して自ら解釈を試みたことがわかった。顔濱を含め

多くの者は、新聞の情報を選択的に読み取っていた。特に米軍機の B−29 と日本軍機の雲泥

の差を目撃した後、上海の人々は「米機が撃退された」といった報道は信用しなくなった。

顔濱が「米軍盲爆説」に対して「明らかに盲爆ではなく、ただの某方の逆宣伝だ 206」と書

いてあるように、空襲がもたらした死の恐怖を超えた米軍と重慶政府への信頼は、ある種の

神話として徐々に構築されてきたのである。 

これまでの空襲研究によると、多くの場合、空襲は極めて恐ろしい出来事である一方、被

害を受けた人々の団結を強める効果がある。例えば 1938 年の日本軍に行われた重慶爆撃の

場合、もともと抗戦に対してほとんど無関心だった重慶の人々は、爆撃下で統一の闘志を奮

 
204 『交通週刊』第 1 巻第 4 期、1945 年。 
205 同前。 
206 顔濱日記 1944 年 11 月 21 日付。 
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い立たせられた 207。それを経験した作家の朱自清は「論轟炸（爆撃を論じる）」という文章

の中で次のように述べている。 

 
爆撃は、中国人一人ひとりに共通の敵を認識させた。敵機はどこにでも来る、すべてを掃射する。天

地の間には安全な死角なんてない。みんなは共に恐れ、共に憎む。抗戦はみんなの任務であり、すべ

ての中国人の任務である。爆撃はすべての中国人をひとつにした 208。 

 

前線と銃後の境界線を消した空襲によって、重慶民衆の間にある種の「被害の共同体」が

形成された。同じ重慶爆撃を経験したエドガー・スノーは、それを「日本が中国統一のため

に最も貢献したもの 209」とまで位置づけた。すなわち、1938〜1941 年の間に 200 回以上も

行われ、1 万 2000 人の死傷者を出した日本軍の重慶空襲は、重慶市民の士気を打ち砕くど

ころか、かえって強化させてしまった。民衆に恐怖を与えることを目的とする爆撃であった

が、階級、民族を超えた民衆の結束力や互助精神が生まれ、中国人の抗戦意欲はより強くな

った。朱自清が言及した空襲時の「恐怖」と「憎悪」という 2 つの共通感覚に対して、上海

人の複雑な空襲体験には、「恐怖」はあったとしても、必ずしも「憎悪」があるとは限らな

い。いったい上海の人々は誰を憎悪すればいいのだろう。死傷者を大量に出した空襲では、

「事実上の加害者＝米国」と「もともとの敵＝日本」が合致しないため、上海の人々は混乱

してしまった。 

米軍の飛行士が爆弾を投下する際に当該地域における「非軍事目標」の有無を注意深く確

認したかどうか、その是非については、上海の人々が知る由もなかった。しかし、彼らはこ

うした爆撃が「盲爆」ではないと信じていた。このような「盲爆説」に対する否認の裏には、

「爆撃の対象になるはずがない」という素朴な自信以外に、「祖国の捨て石」になってしま

うかもしれないという恐怖心があるように思われる。「解放」の裏には、一部の人の命と引

き換えに国家・民族の解放を収めるというパターンに彼らは恐怖を覚えた。 

そこで、この「解放のための空爆」という、ある程度の虚構性のなかに生きてい顔濱にと

っての「解放」の意味について改めて考えてみると、彼の「解放感覚」を想うに、それは必

ずしも被占領者が望む占領からの解放に寄せられるものではないであろう。顔濱の恐れつ

つも喜ぶという感覚は、暴力に晒されながらも「何かが変わるかもしれない」という希望を

持つことを語っている。戦争に巻き込まれながらも悲惨な状況を乗り越えようとした人々

にとって、その被害とまでは言えないしばしの穏やかな空間には、ある種の希望が生み出さ

れたのである。そこで空襲によって開かれた未来の一種の可能性が見えてきた。このような

未決性は戦場での勝利を意味する「解放」というよりは、顔濱を含む上海の人々にとっての

「解放感覚」であった。 

 
207 潘洵「論重慶大轟炸対重慶市民社会心理的影響」『重慶師範大学学報（哲学社会化学版）』2005 年第 4
号。 
208 朱自清「論轟炸」『朱自清全集 第 3 卷』江蘇教育出版社、1996 年、418 頁。 
209 エドガー・スノー『斯諾文集: (一)-(四)』第 1 巻、新華出版社、1984 年。 
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おわりに 

1944 年夏に始まった米軍の空襲は、上海の人々に「夜明け」の希望を与えた。空襲の最

初の頃、顔濱を含む多くの上海市民は空襲を歓迎する姿勢を示した。彼らは砲弾を警戒しつ

つも、解放に一歩近づいたことを喜んでいた。日本海軍報道部の管轄下にあった『申報』は、

これらの空襲を「盲爆（無差別爆撃）」と呼んで報道することで、民衆の解放に対する幻想

を打ち砕こうとした。しかし顔濱は、これらの報道が日本軍の虚勢だと確信していた。終戦

直前まで空襲によって比較的多くの民間人が犠牲となったが、なかでも 1945 年 7 月の虹口

空襲では多くの死傷者が出た。虹口ゲットーに住んでいたユダヤ人の回想録から、空襲当時

の状況の悲惨さを窺い知ることができた。民間人死傷者は顔濱の解放への想像を揺さぶっ

た。しかし彼は米軍の「盲爆」の可能性を最後まで信じようとはしなかった。解放は一面で

は希望を意味するが、他面において無秩序や混乱をもたらす可能性もある。その無秩序と混

乱の中で、顔濱は絶えず次の「解放感」を得る方法を探していた。顔濱の「解放感」を日常

生活のレベルに落とし込んで観察してみると、それは日本軍の支配の終結への期待と同時

に、ある未決性を持つ未来の到来に対する期待として理解することもできるように思われ

る。「現在」のすべてを無化させる、原始的な災害に近い力を持つ空襲は、現在の抑圧され

た（必ずしも日本軍の支配による抑圧ではない）生活を覆す可能性がある。それは、彼が現

実から能動的に「逃げる」ことも、現実を「守る」ことも不可能となった状況下で、焦慮に

対抗する最後の「活路」であった。 
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終章 
 

本研究は、一般人を日本占領下の上海の中心に置くと、占領はどのように見えるだろうか

という問いに答えることを試みた。そこで本研究で注目したのは、一般人が経験した占領で

あり、そして本研究で扱ったのは、その激動の時代に生きた顔濱という青年である。 

顔濱とは誰かを問う、つまり顔濱のアイデンテティを確認する目的は、彼の経験がどの程

度、どのような人々に共有されることができるかを明らかにすることにある。ある人物を座

標の中で階層的に位置づける作業は重要ではあるが、顔濱については「上、中、下」のよう

に量的に彼の階層を定義できなかったため、彼の持つ道徳意識と価値観の源という観点か

ら、ここでは彼を「知識青年」として位置づけたい。第 1 章の考察からわかるように、顔濱

は一定の教育を受けた都市青年である。また彼にとっての日記を書く意味を分析すると、彼

が知識青年と似たような価値判断、感情構造を共有していることがわかる。 

このような知識青年としての顔濱は、1940 年代にいかに「占領」と向き合っていたのか。

それに答えるため、顔濱日記の断片を再編、分析することが第 2、3、4 章の課題となる。こ

の 3 章はそれぞれ「内地に行こう」というスローガン、夜間補習学校、米軍の空襲という 3

つのテーマを取り上げ、時間軸に沿って語られてきた日記と異なる顔濱のライフストーリ

ーを作ってみた。 

そこから見えてきたのは、歴史上のグランド・ナラティブとは異なる個人の日常生活にお

ける「占領感覚」である。第 2 章では、「占領の開始」という問題を扱った。日本の上海占

領史叙述の起点として、1941 年 12 月 8 日が意図的に差異化され、その後の叙述に根拠と正

当性を提供するように機能しているが、個人レベルでの占領はより長い時期に起こる、ある

いはより早い時期にすでに起こっていた可能性がある。顔濱の場合は、「内地に行こう」と

いうスローガンが上海で流行し始めた時、換言すると「残留」者が誕生し始めた時から彼の

占領（の予感）も始まっていたと言えよう。第 3 章では、「占領の過程」について書いた。

夜間学校という極めて日常に近く、しかし完全な日常とも言い切れない出来事に着目し、一

見すると意味のない出来事が繰り返されることによって、そこに反復的な意味が生まれる

と筆者は考える。これらの些細な出来事は「占領-被占領」とは異なる別の秩序、つまり「占

領感覚」の中身を構成している。第 4 章では、「占領の終結」について考察した。第 2 章の

「開始（起点）」の設定の困難さと同じく、顔濱にとって占領は必ずしも 1945 年 8 月 15 日

という時点で突然終わったわけではなかった。解放の予感は、1944 年夏の米軍の上海空襲

から始まり、そこにおいて米日中の敵味方関係と占領下に置かれた人々の感情にねじれと

混乱が生じていた。 

この 3 つの章の内容は、厳密に時系列的に並べられているわけではなく、時には前後に重

なる時期が含まれたりもしている。顔濱の占領感覚は従来の占領叙述とは必ずしも一致せ

ず、様々な点でズレや差異、食い違いが見られる。そのためそれによって個人が感じる時間

的感覚も、歴史に記憶された時間（記念日など）とは異なる来歴（コンテクスト）がそこに
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示されていると言えよう。公式的な日付とは異なり、日常生活レベルの「日付」に記憶され

た占領こそが、私が理解する「日常生活における占領」の中身である。 

続いてこのような「占領感覚」と並行したのは、個人の「解放感覚」を求めるプロセス、

つまり「内地へ逃げる」、「現在の生活を守る」、「解放を待つ」という 3 つの行動パターンで

ある。言い換えれば、「占領感覚」は内地へ「逃げる」ことによって始まり、解放を「待つ」

ことによって終わったのである。逃げる、守る、待つという 3 つのパターンは、占領下の上

海民衆の「生きる」という行為をより細分化したものである。占領に直面した人々にとって、

まず思いつくのは逃げることである。逃げられなければ残留し、現在の生活を守るしかな

い。一方、平穏な生活のリズムがあるように見えるが、それは本当の安らぎではなく、自己

救済の手段である。米軍空襲への歓迎はまさにその平穏の虚構性を証明している。つまり平

穏な生活リズムを「守る」ことは、占領の開始と向き合うために必要な心性の内面的構築で

あり、占領の終焉と向き合うためにひっくり返されなければならない前提でもあった。 

このような「やむをえない構築と破壊」の反復は、占領に直面する人々の成す術のない焦

慮を浮き彫りにしている。占領地の焦慮は、これらの虚像であり活路でもあったパターンが

絶えず切り替わる中で生じ、人々に「次の選択」を促し、「次の活路」の発見を急がせた。

そして焦慮はそれらの「活路」と思われた選択によって一時的に解消されることもあった。

1942〜1945 年の顔濱の占領地の焦慮は、結局「解放」という活路によって一旦は静まった

ように思えた。しかし、解放後はどうであったろうか。前述した戦後の日記にはすでに答え

があったのである。 

最後に、占領地・傀儡政権研究において避けられない「グレーゾーン」の問題について先

行研究と対話してみたい。序章で述べたように、近年、ポシェック・フーや日本上海史研究

会の会員らをはじめとする研究者たちは、白黒はっきりとしすぎた歴史像、つまり断固とし

た抵抗者と断固とした協力者像を修正しようと、抵抗と協力の間にある「グレーゾーン」に

着目した。これらの研究の対象となったのは、政治家、地方エリート、知識人など一定の社

会的地位を有する有名人である。 

このような有名人の「グレーな生き方」は顔濱の「生き方」と無関係のように見える一方、

「占領地の焦慮」を考察する際に、彼が生きた時代の「有志青年」を目指していた。しかし

それと同時に、彼は前線にも行けず、投機取引にも参加したことがある。このような現実と

理想の溝に置かれた顔濱は道徳自省から逃れようともせず、道徳的ジレンマに苦しんでい

た。このような顔濱にとっての「グレーゾーン」を理解することは、生存と道徳をめぐる永

遠の難問や「抵抗の神話」の虚構性を理解する鍵となるであろう。 

以上のように本研究では、占領期の上海史、民衆史、「グレーゾーン」研究の交差点に立

ち、「下から」の視点に立って顔濱日記に記されたき個人的経験に対して考察と分析を行い、

その経験を占領地の「ポスト五四青年」までに拡大しようと試みた。本研究のオリジナリテ

ィーは、(1)グランド・ナラティブとは異なる個人の「占領感覚」における占領の開始、過程
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と終焉を描いた、(2)古厩忠夫が論じた占領下の上海民衆の「生きる 210」ということを詳細

化し、それを「逃げる」「守る」「待つ」という 3 つのパターンにまとめた、(3)それを知識青

年にとっての「グレーゾーン」と位置づけようとした。 

ただし「知識青年」というのは、顔濱のいくつもあるアイデンティティの一つに過ぎず、

日記の断片を一定の組み合わせを通して見つけた「廃墟を通り抜ける道(the destructive 

character)211」の一つである。彼はまた下層労働者、半工半学の苦学生、相手をがっかりさせ

る彼氏といった、流動的・複数的なアイデンティティを持っている。これらのアイデンティ

ティはまた労働、教育、ジェンダー、倫理などの枠組みで議論を深めることができる。日記

というジグソーパズルを、他の組み合わせ方を通じて、他の枠組みのなかで顔濱のアイデン

ティティを考察すると、もう一人の顔濱の顔が現れてくるだろう。そうすればまた、本研究

とは別の形で、「占領」という主旋律の背後で失語したように思える人々の声を聴き出す可

能性も生まれてくるであろう。 

  

 
210 4 種類の上海残留者その③、「どこにも行き場がく、上海に留まり続けたあるいは続けざるを得なかっ

た、老人・子供・女性等上海住民の大部分と、戦火に追われて上海に流入してきた難民たち」。古厩忠夫

『日中戦争・上海・私』研文出版、2004 年、８〜16 頁。 
211 Walter Benjamin, The Arcades Project. 
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